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理

由
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口
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右
当
事
者
間
の
御
庁
昭
和
六

O
年
行
ツ
第
一
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三
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伊
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電
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原
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可
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分
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消
請
求

上
告
受
理
事
件
に
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い
て
、

上
告
人
は
つ
ぎ
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と
お
り
上
告
理
由
を
補
充
す
る
。

昭
和
六
三
年
六
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二
三
日

右

上

告

人

ら

訴

訟

代

理

人

弁
護
士

新
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同

井
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第第

最

裁

所

第

両

半リ

目

次

は
じ
め
に
:
・
:
・
・
:

l

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
・
:
:
:
:
2

原
発
の
暴
走
事
故
:
・
:
:
:
2

同同同法御

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
の
原
因
と
経
過
:
:
:
:
・

4

-
事
故
直
前
の
運
転
状
況
:
:
:
:
・
4

2
実
施
さ
れ
た
テ
ス
ト
の
内
容
:
・
・
:
:
・

5

3
テ
ス
ト
の
失
敗
・
:
:
:
;
6

4
事
故
発
生
:
・
・
:
・
:

7

5
ま
と
め
・
:
・
:
・
:

8

ソ
連
の

「
事
故
報
告
書
」

批

判

1 

「
報
告
書
」

の
内
容
・
:
:
:
:
叩

2
原
発
に
お
け
る
安
全
確
保
の
困
難
性
:
・
:
・
・
:
日

3
人
間
の
関
与
と
事
故
:
・
:
・
・
:
日

四

原

子

力

安

全

委

員

会

の

「
事
故
調
査
報
告
書
」

1 

「
報
告
書
」

の
内
容
と
結
論
・
:
:
;
:
日

水藤

廷

中

批

判

野島田

秀

点
目
回昇良

f
1
1
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第第

四
2
日
本
の

「
軽
水
炉
」

ソ
連
の

「

R
B
M
K
」

型
炉
よ
り
安
全
か
:
:
:
・
:
同

U: 

ソ
連
の
原
発
技
術
の
水
準
:
・
:
・

:
-
m

同

「

R
B
M
K
」

型
炉
の
構
造
・
:
・
:
:
-
m

同

型

炉

と

日

本

の

軽

水

炉

の

危

険

性

に

つ

い

て

・

:
:
:
:
μ

「

R
B
M
K
」

軽
水
炉
に
迫
る
暴
走
事
故
の
危
険
:
・
:
:
:
お

は
じ
め
に
:
・
:
・
・
:
お

暴
走
H
反
応
度
事
故
・
:
:
:
:
n

加

圧

水

型

軽

水

炉

(
P
W
R
)
 に
お
け
る
反
応
度
事
故
・
:
:
:
:
ω

-
反
応
度
事
故
の
要
因
:
・

:
:
:
ω

2
チ

ェ

ル

ノ

ブ

イ

リ

原

発

の

暴

走

事

故

と

、

複
合
・
同
時
共
通
事
故
の
お
そ
ろ
し
さ
:
・
:
・

:
-
n

3
加

圧

水

型

軽

水

炉

(
P
W
R
)

に
お
け
る
暴
走
事
故
:
・
:
:
:
お

(一)

制
御
棒
引
き
抜
き
事
故
・
:
:
:
:
u

仁)

制

御

棒

飛

び

出

し

事

故

:
:
:
:
-
M

同

原

子

炉

冷

却

材

の

温

度

低

下

事

故

:

・
:
:
:
お

担)

ホ
ウ
酸
濃
度
希
釈
事
故
・
:
:
・
:
・
お

国

蒸

気

泡

つ

ぶ

れ

事

故

・:
:
・
・
:
お

‘， 

ヤヰ

炉
心
構
造
物
の
配
置
変
化
・
失
敗
事
故
・
:
:
:
:
幻

(廿

外

部

か

ら

の

異

物

混

入

事

故

:

:
:
:
・
犯

い)

燃
料
棒
取
扱
い
失
敗
事
故
・
:
:
・
・
;
お

りo

ま
と
め
・
:
:
・
・
:
ぬ

四

本

件

安

全

審

査

に

お

け

る

「
暴
走
事
故
」

39 

の
審
査
は
で
た
ら
め
で
あ
る
。

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
に
よ
る
被
害
・
:
・
:
:
-
U

放
出
放
射
能
量
:
・
:
・

:
-
u

事

故

に

よ

る

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

な

ら

び

に

世

界

各

国

の

被

害

・

:
:
:
:
u

本
件
伊
方
原
子
炉
で
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
と
同
規
模
の
事
故
が
発
生
し
た
と
き
の
被
害
の
検
討
:
・
:
・
・
:
叩

四

日

本

に

及

ん

だ

チ

ェ

ル

ノ

ブ

イ

リ

原

発

事

故

の

被

害

・

:
:
:
:
M

-
フ
ォ
ー
ル

-
ア
ウ
ト
の
影
響
:
・
・
:
:
-
M

2
輸
入
食
品
に
よ
る
放
射
能
汚
染
・
:
:
:
:
日

第

五

チ

ェ

ル

ノ

ブ

イ

リ

原

発

事

故

に

よ

っ

て

本

件

許

可

処

分

の

違

法

、

原

判

決

が

破

棄

さ

れ

る

べ

き

こ

と
が
、

さ
ら
に
明
ら
か
と
な
っ
た
。

62 

安

全

審

査

に

お

け

る

「
立
地
審
査
」

の
役
割
と
意
義
:
:
:
・
:
臼

伊
方
の
立
地
審
査
と
災
害
評
価
の
誤
ま
り
:
・
:
:
:
日



T
M
I
事
故
は
、

一
審
判
決
の
誤
ま
り
を
明
ら
か
に
し
た
。

65 

四

チ

ェ

ル

ノ

ブ

イ

リ

原

発

事

故

に

よ

っ

て

原

判

決

が

破

棄

さ

れ

、

本

件

許

可

処

分

が

取

消

さ

れ

る

べ

き

こ

と

が

さ

ら

に

明

ら

か

と

な

っ

た

。

67 

五

原
発
事
故
の
分
類
と
日
本
の
安
全
審
査
体
系
・
:
:
:
:
九

-'--
/'¥ 

T
M
I
事

故

の

原

因

は

運

転

員

の

人

為

ミ

ス

で

あ

り

、

本

件

許

可

処

分

の

違

法

性

を

左

右

し

な

い

と

す

る

原

判

決

の

「
規
制
法
」

解

釈

の

誤

ま

り

:

:
:
・:印刷

-

原

判

決

の

「
規
制
法
」

解
釈
の
誤
ま
り
・
:
:
・
・
:
加

2 

「
人
為
ミ
ス
」

』ま

原

発

技

術

シ

ス

テ

ム

の

欠

陥

と

表

裏

一

体

で

あ

る

。

83 

第

六

原

発

に

続

々

と

起

こ

る

事

故

は

、

つ
ぎ
の
大
事
故
の
危
険
を
警
告
す
る
。

85 

つ
ぎ
つ
ぎ
に
起
こ
る
原
発
事
故
:
:
:
:
・
白

多
く
の
原
発
事
故
が
警
告
す
る
大
事
故
の
危
険
・
:
:
:
:
的

-

ス

ク

ラ

ム

失

敗

事

故

:
・
:・・

:ω

2
大

L
O
C
A
事
故
:
:
:
:
・
卯

3
E
C
C
S
配
管
破
断
事
故
:
・
:
:
:
引

4
小
L
O
C
A
の

原

因

と

な

る

「
弁
」

の
事
故
:
:
:
:
・
目

5
機

器

冷

却

水

の

喪

失

事

故

:・

:
:
:
目

6
蒸
気
発
生
器
細
管
事
故
:
・
:
:
:
目

7
電
源
喪
失
事
故
:
・
:
・

:
-
M

8
制
御
系
配
線
の
損
傷
事
故
・
:
:
:
:
倒

9
流
量
喪
失
事
故
・
:
:
:
:
%

日
冷
却
材
ポ
ン
プ
の
破
壊
事
故
:
:
:
:
・
%

日
人
的
要
因
に
よ
る
事
故
・
:
:
・
:
・
%

ロ
火
災
事
故
・
:
:
:
:
w

日
ミ
サ
イ
ル
に
よ
る
事
故
:
:
:
:
・
開

日
地
震
に
よ
る
事
故
:
・
:
:
:
伺

お
ま
と
め
・
:
:
:
:
∞

， 

第
七

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
が
、

全

世

界

の
原
発
建
設
計
画
に
与
え
た
影
響
と
日
本
・
:
・
:
:
・

ω

ソ
連
及
東
欧
諸
国
・
:
:
:
:
m

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
:
・
:
・
・
・
白

ス
イ
ス
・
:
:
・
・
:
問

四

フ
イ
ソ
ラ
ソ
ド
・
:
:
・
・
・
・

ω

五

西

ド

イ

ツ

103 



ム

/、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
:
・
・
:
・
:
刷

七

デ
ン
マ
ー
ク
:
・
・
:
:
・
刷

/¥ 

イ
ギ
リ
ス
・
:
・:
・
:
問

九

ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
:
・
・
:
:
-
m

。
イ
タ
リ
ア
・
:
・
:
・
:
川

ポ
ル
ト
ガ
ル
:
・
・
:
:
-
m

メ
キ
シ
コ
・
:
:
・
:
・
削

フ
ィ
リ
ピ

γ
・
:
:
:
:
川

四

ア
メ
リ
カ
・
:
・
:
:
・
附

五

そ

の

他

の

諸

国

:
:
:
:
-
m

一
六

日
本
:
・
:
・
・
:
川

第

/¥ 

お
わ
り
に
:
・
・
:
・

:
m

第

は

じ

め

に

ソ

連

チ

ェ

ル

ノ

ブ

イ

リ

原

発

事

故

が

起

こ

っ

て

、

は

や

満

二

年

が

経

過

し

た

。

上
告
人
ら
は
、

と
の
事

故

の

二

ヶ

月

後

で

あ

る

一

九

八

六

年

六

月

二

五

日

に

、

最

高

裁

判

所

第

一
小

法

廷

に

「
上
告
理
由
補
充
書
」

を
提
出
し
た
。

一
審
以
来
上
告
人
ら
は
、

原

子

力

発

電

技

術

の

本

質

的

危

険

性

、

安

全

確

保

技

術

の

欠

陥

、

核

燃

料

サ

イ
ク
ル
の
未
確
立
、

許

可

処

分

・

安

全

審

査

手

続

の

杜

撰

さ

等

を

指

摘

し

て

、

本

件

許

可

処

分

が

違

法

で

あ
り
、

取

消

さ

れ

る

べ

き

も

の

で

あ

る

こ

と

を

主

張

し

て

き

た

が

、

右
の
第
一

回

「
補
充
書
」

は

メλ
7 

回

の

チ

ェ

ル

ノ

ブ

イ

リ

原

発

事

故

が

、

一

九

七

九

年

三

月

に

起

こ

っ

た

ア

メ

リ

カ

の

ス

リ

1
マ

イ

ル

島

原

発

- 1 

二

号

炉

の

事

故

と

共

に

、

放

射

性

物

質

を

大

量

に

環

境

へ

放

出

す

る

原

発

の

大

事

故

が

現

実

に

起

こ

る

も

の
で
あ
り
、

こ

の

事

実

を

無

視

し

て

な

さ

れ

た

本

件

許

可

処

分

、

第

一

審

及

び

原

判

決

が

す

み

や

か

に

取

消

・

破

棄

さ

れ

る

べ

き

で

あ

る

こ

と

が

、

さ

ら

に

動

か

し

難

く

明

白

と

な

っ

た

と

の

主

張

を

内

容

と

す

る

も
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、

そ

の

提

出

が

事

故

後

間

も

な

い

日

の

も

の

で

あ

っ

た

た

め

、

事

故

の

原

因

や

経

過

、

事

故

に

よ

る

広

汎

な

被

害

の

状

況

な

ど

、

必

ず

し

も

そ

の

全

貌

が

明

ら

か

と

な

っ

て

お

ら

ず

、

事

故

に

つ

い

て

の

資

料

も

限

ら

れ

た

も

の

で

あ

っ

た

。

本
補
充
書
は
、

「
上
告
理
由
補
充
書
( 

一一、、-'
L_  

と
し
て
、

さ

き

の

「
補
充
書
」

に
加
え
て
、

そ

の

後



九
八
六
年
八
月
に
ソ
連
が
発
表
し
た
、

「
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
報
告
書
」

や

一
九
八
七
年
五
月
、

日
本
の
原
子
力
安
全

委

員

会

が

発

表

し

た

、

右

事

故

に

関

す

る

「
事
故
調
査
報
告
書
」

等
の
資
料
、

大」

p
り

に
日
時
の
経
過
と
と
も
に
、

ま

す

ま

す

明

ら

か

と

な

っ

た

地

球

的

規

模

の

放

射

能

汚

染

に

よ

る

破

滅

的

事

故

の

実

態

を

示

す

多

く

の

資

料

に

も

と

づ

き

、

チ

ェ

ル

ノ

ブ

イ

リ

原

発

事

故

の

全

容

と

本

質

を

明

ら

か

に

し

こ
の
事
故
と
本
件
許
可
処
分
と
の
関
係
、

そ
し
て
原
判
決
を
破
棄
し
、

本

件

許

可

処

分

の

取

消

を

求

め
る
所
以
を
、

さ
ら
に
明
確
に
述
べ
る
も
の
で
あ
る
。

第

チ

ェ

ル

ノ

ブ

イ

リ

原

発

事

故

- 2 

原

発

の

暴

走

事

故

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
は
、

原

子

炉

の

「
暴
走
事
故
」

で
あ
っ
た
こ
と
が
、

一
九
八
六
年
八

月
の

I
A
E
A
(
国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
関
)

の

事

故

検

討

委

員

会

に

提

出

さ

れ

た

ソ

連

の

報

告

書

で

明

ら

か
に
さ
れ
た
。

原

子

炉

の

燃

料

で

あ

る

ウ

ラ

ソ

二

三

五

は

、

中

性

子

の

衝

突

に

よ

っ

て

核

分

裂

を

起

こ

す

が

、

核

分

裂

は
新
た
に
中
性
子
を
生
み
出
し
、

そ

の

中

性

子

が

ま

た

別

の

ウ

ラ

ン

二

三

五

に

核

分

裂

を

起

こ

さ

せ

る

。

こ
う
し
て
次
か
ら
次
へ
と
、

ネ

ズ

ミ

算

式

に

さ

ら

に

多

く

の

核

分

裂

が

連

鎖

的

に

拡

大

し

て

い

く

(
連
鎖

反
応
)
。

原

子

炉

は

こ

の

核

分

裂

に

よ

っ

て

生

じ

る

エ

ネ

ル

ギ

ー

を

利

用

す

る

目

的

で

つ

く

ら

れ

た

装

置

11 

で
あ
る
。

「
発
電
用
原
子
炉
」

は

核

分

裂

エ

ネ

ル

ギ

ー

で

水

を

熱

し

水

蒸

気

を

つ

く

り

、

そ

の

噴

出

力

で

発

電

機

(

タ

l
ピ
ソ
)

を
回
転
さ
せ
、

電
力
を
と
り
出
す
の
で
あ
る
。

核
分
裂
で
生
ま
れ
た
中
性
子
は
、

そ
の
ま
ま
で
は
高
速
で
、

ウ
ラ

γ
二

三

五

の

原

子

核

を

透

過

し

て

し

ま
う
の
で
、

核
分
裂
の
効
果
を
よ
く
す
る
た
め
、

減
速
材
が
必
要
と
な
る
。

本

件

伊

方

原

発

の

「
加
圧
水
型
原
子
炉

(
P
W
R
)
 L一一

や

「
沸
騰
水
型
原
子
炉

(
B
W
R
)
 L一一

で
は
、

重
水
で
は
な
く
、

減

速

材

と

し

て

普

通

の

水

が

用

い

ら

れ

る

の

で

、

「
軽
水
炉
」

と
呼
ば
れ
る
。

減

速

材

と
し
て
の
水
は
、

原

子

炉

の

過

熱

を

防

ぐ

冷

却

材

と

し

て

の

役

目

も

兼

ね

る

の

で

あ

る

。

イ

ト

)

が
使
用
さ
れ
て
お
り
、

水

は

冷

却

材

と

し

て

の

役

割

し

か

受

持

っ

て

い

な

い

の

で

、

「
黒
鉛
減
速

- 3一

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
の
炉
は
、

原
理
的
に
は
沸
騰
水
型
で
あ
る
が
、

減
速
材
と
し
て
黒
鉛
(
グ
ラ
フ
ァ

軽

水

冷

却

沸

騰

水

型

原

子

炉

(
R
B
M
K
)
 し一ー

と
呼
ば
れ
て
い
る
。

原
子
炉
を
運
転
す
る
た
め
に
は
、

核

分

裂

反

応

を

一

定

範

囲

内

に

制

御

し

、

ま

た

こ

れ

を

必

要

に

応

じ

て
停
止
さ
せ
る
装
置
が
備
え
ら
れ
、

こ

れ

ら

の

装

置

が

有

効

に

働

く

こ

と

が

必

要

不

可

欠

で

あ

る

こ

と

は

云
う
ま
で
も
な
い
。

そ
の
た
め
に
、

原
子
炉
に
は
、

「
制
御
棒
」

が
備
え
ら
れ
て
い
る
。

制
御
棒
は
、

カ

ド

ミ

ウ

ム

や

ホ

ウ

素
な
ど
、

中

性

子

を

吸

収

し

や

す

い

材

料

で

つ

く

ら

れ

て

お

り

、

こ

れ

を

駆

動

装

置

で

炉

心

に

出

し

入

れ

し
て
核
分
裂
反
応
を
制
御
す
る
。



軽

水

炉

の

減

速

材

で

あ

る

水

も

、

そ

の

増

減

に

よ

っ

て

核

分

裂

反

応

が

左

右

さ

れ

る

の

で

、

水

の

減

少

は

反

応

を

抑

制

す

る

こ

と

に

な

る

が

、

こ
の
場
合
は
、

必

然

的

に

冷

却

効

果

が

失

な

わ

れ

る

の

で

、

炉
d心

溶

融

な

ど

の

事

故

の

原

因

と

な

る

こ

と

が

あ

る

。

そ
の
ほ
か
、

核

燃

料

の

温

度

が

直

接

に

反

応

度

に

影

響

を

お

よ

ぽ

す

効

果

の

竺コ

「
ド
ッ
プ
ラ

l
効

果

と

云

わ

れ

る

も

の

が

あ

る

。

温
度
が
上
昇
す
る
と
、

た

と

え

ば

燃

え

な

い

ウ

ラ

ソ

二

三

八

の

中

性

子

に

対

す

る

共

鳴

吸

収

の

有

効

幅

が

増

し

、

こ

の

た

め

共

鳴

を

の

が

れ

る

確

率

が

減

少

し

て

反

応

度

が

小

さ

く
な
る
現
象
で
あ
る
。

も
し
、

原

子

炉

の

核

分

裂

反

応

を

制

御

で

き

な

い

事

態

が

起

こ

れ

ば

、

そ

れ

こ

そ

大

惨

事

と

な

る

。

ヲー
、ーー

- 4 ー

れ

が

「
暴
走

H
反
応
度
事
故
」

な
の
で
あ
る
。

「
暴
走
事
故
」

』ま

「
炉
心
溶
融
事
故
」

と
並
ん
で
、

原

子

炉

の

破

滅

的

事

故

で

あ

る

。

暴

走

は

瞬

時

に
進
み
爆
発
を
起
こ
す
。

そ
の
衝
撃
で
、

原

子

炉

の

圧

力

容

器

は

も

ち

ろ

ん

、

格

納

容

器

や

建

屋

も

吹

き

飛
ば
さ
れ
る
。

命
綱
と
さ
れ
て
い
る
、

「

非

常

用

緊

急

炉

心

冷

却

装

置

(
E
C
C
S
)
 L_  

も

作

動

す

る

余

地
が
な
く
、

い

わ

ゆ

る

「
二
重
三
重
の
安
全
装
置
」

な

ど

何

の

役

に

も

立

た

な

い

。

莫

大

な

量

の

放

射

性

物

質

が

環

境

に

ば

ら

撒

か

れ

、

は

か

り

知

れ

な

い

被

害

を

与

え

る

の

で

あ

る

。

チ

ェ

ル

ノ

ブ

イ

リ

原

発

事

故

の

原

因

と

経

過

1 

事

故

直

前

の

運

転

状

況

ソ

連

の

ウ

ク

ラ

イ

ナ

共

和

国

チ

ェ

ル

ノ

ブ

イ

リ

原

発

に

は

、

四
基
の

R
B
M
K
一
O
O
O
型

原

子

炉

が

設

置

さ

れ

て

お

り

稼

働

中

で

あ

っ

た

。

事

故

を

起

こ

し

た

の

は

こ

の

う

ち

の

四

号

機

で

あ

る

。

事

故

前

日

の

一

九

八

六

年

四

月

二

五

日

、

問

機

は

定

期

点

検

の

た

め

停

止

す

る

こ

と

に

な

っ

て

お

り

、

午

後

一

時

頃

に

は

定

格

の

五

O
パ

l
セ

ソ

ト

ま

で

出

力

を

低

下

さ

せ

、

二

台

の

タ

ー

ビ

ン

発

電

機

の

う

ち

一
台
を
停
止
し
た
。

し

か

し

給

電

指

令

の

要

請

に

よ

り

、

午

後

一
時
頃
ま
で
、

五

O
パ

ー

セ

ン

ト

現i

出

力

一

六

0
0
メ

ガ

ワ

ッ

ト

)

の
運
転
を
続
け
、

そ

の

後

出

力

低

下

作

業

を

再

開

し

た

。

熱
出
力
が
一

0
0
0
メ

ガ

ワ

ッ

ト

か

ら

七

0
0
メ

ガ

ワ

ッ

ト

程

度

に

低

下

す

る

間

に

、

あ

る

テ

ス

ト

が

あ

ら

か

じ

め

計

画

さ

れ

て

お

り

、

運

転

員

は

そ

れ

を

実

施

し

た

。

な

お

こ

の

型

の

炉

は

低

出

力

で

の

安

定

- 5一

性

に

問

題

が

あ

る

と

云

わ

れ

て

い

た

と

の

こ

と

で

あ

る

。

2 

実

施

さ

れ

た

テ

ス

ト

の

内

容

テ

ス

ト

の

内

容

は

以

下

の

よ

う

な

も

の

で

あ

っ

た

。

原

子

炉

の

運

転

中

に

停

電

す

る

と

い

う

緊

急

事

態

が

発

生

し

た

と

き

は

、

主

循

環

ポ

ソ

プ

が

停

止

し

、

原

子

炉

の

給

水

が

停

止

し

て

し

ま

う

。

そ
こ
で
、

予

備

電

源

か

ら

の

給

電

で

E
C
C
S
ポ

ソ

プ

が

作

動

す

る

ま

で

の

停

電

後

の

最

初

の

四

O

J
五

0
秒
間
だ
け
、

タ

l
ピ

γ
の

復

水

器

の

水

を

原

子

炉

内

に

送

り

込

み

E
C
C
S
の

機

能

を

助

け

る

こ

と

に

な

っ

て

い

た

。

そ

の

際

の

給

水

ポ

ソ

プ

の

電

源

と

し

て

は

、

原

子

炉

停

止

後

も

回

転

を

続

け

て

い

る

タ

!

ビ

ソ

の

慣

性

を

利

用

し

て

発

電

機

か

ら

電

力

を

と

り

出

し

て

、

>-
'--



れ

を

充

て

る

こ

と

に

し

て

い

た

。

し
か
し
、

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、

タ

l
ビ

ソ

の

慣

性

を

利

用

し

て

発

電

す

る

場

合

は

、

タ

l
ビ

ソ

の

回

転

数

は

だ

ん

だ

ん

減

少

し

て

い

く

が

、

そ
れ
に
つ
れ
て
、

発

電

機

か

ら

と

り

出

せ

る

電

力

も

ゆ

っ

く

り

と

低
下
す
る
。

こ
れ
ま
で
一
九
八
二
、

一

九

八

四

年

と

二

年

ご

と

に

お

こ

な

わ

れ

て

い

た

テ

ス

ト

で

は

、

電

圧

が

急

に

下

が

り

す

ぎ

た

た

め

失

敗

を

繰

返

し

て

き

た

。

そ

こ

で

今

回

は

改

良

し

た

制

御

装

置

を

発

電

機

に
と
り
付
け
、

そ

れ

で

期

待

ど

お

り

の

電

力

供

給

が

で

き

る

か

ど

う

か

を

テ

ス

ト

し

た

の

で

あ

る

。

テ
ス

ト
で
は
、

停

電

を

模

擬

し

て

タ

ー

ビ

ン

を

停

め

タ

ー

ビ

ン

の

回

転

余

力

で

生

じ

た

電

気

を

、

四

台

の

循

環

ポ

γ
プ
に
送
り
、

う

ま

く

電

気

が

取

り

出

せ

る

か

ど

う

か

を

調

べ

る

こ

と

に

し

て

い

た

。

- 6一

3 

テ

ス

ト

の

失

敗

と

こ

ろ

が

出

力

低

下

を

再

開

し

て

間

も

な

く

、

出

力

は

急

に

定

格

の

一

O
パ

ー

セ

ン

ト

以

下

で

あ
る
二
一

0
メ

ガ

ワ

ッ

ト

に

ま

で

低

下

し

た

。

そ
と
で
運
転
員
は
、

制

御

棒

を

引

き

上

げ

て

、

出

力

を

増

加

さ
せ
よ
う
と
し
た
が
、

気

泡

(

ポ

イ

ド

)

の
減
少
、

キ

セ

ノ

ソ

の

蓄

積

(
こ
れ
ら
は
い
づ
れ
も
、

核

分

裂

反

応

の

抑

制

要

因

で

あ

る

)

の
た
め
、

出

力

は

思

う

よ

う

に

上

昇

せ

ず

、

よ

う

や

く

二

0
0
メ

ガ

ワ

ッ

ト

に
達
し
た
が
、

こ

の

と

き

に

は

反

応

度

操

作

余

裕

は

い

ち

じ

る

し

く

不

足

し

た

状

態

に

な

っ

て

い

た

。

運
転
員
は
、

気

水

分

離

器

の

水

位

が

低

下

し

す

ぎ

た

た

め

、

手
順
書
に
従
っ
て
、

給

水

ポ

ソ

プ

の

流

量

を
増
加
さ
せ
た
が
、

そ

の

と

き

の

炉

の

出

力

が

低

す

ぎ

た

た

め

、

規

定

値

を

超

え

て

流

量

過

大

と

な

り

、

冷

却

が

い

ち

じ

る

し

く

不

安

定

と

な

っ

た

ば

か

り

か

、

一

層

反

応

度

余

裕

を

失

う

こ

と

と

な

っ

た

。

運

転

員
は
ま
た
、

気

水

分

離

器

の

水

位

・

圧

力

の

変

動

に

よ

っ

て

原

子

炉

が

自

動

緊

急

停

止

す

る

の

を

防

ぐ

た

め

こ

の

停

止

信

号

を

バ

イ

パ

ス

さ

せ

た

。

こ
の
状
態
の
中
で
、

テ

ス

ト

は

運

転

中

の

残

る

一

台

の

タ

ー

ビ

ン

を

ト

リ

ッ

プ

さ

せ

る

こ

と

か

ら

は

じ

め
ら
れ
た
。

タ
!
ピ

γ
が

二

台

と

も

停

止

す

れ

ば

、

原

子

炉

は

自

動

停

止

す

る

設

計

で

あ

っ

た

が

、

一
ア
ス

ト

を

反

復

し

て

お

こ

な

う

必

要

が

生

じ

た

と

き

便

利

な

よ

う

に

、

運

転

員

は

こ

の

停

止

信

号

も

バ

イ

パ

ス

さ
せ
た
。

お

り

に

徐

々

に

減

少

し

、

冷

却

材

流

量

が

減

少

し

て

、

ボ
イ
ド
が
増
加
し
、

出

力

が

上

昇

し

は

じ

め

た

。

- 7 -

タ

l
ピ

ソ

・

ト

リ

ッ

プ

と

と

も

に

、

発

電

機

に

接

続

さ

れ

て

い

た

冷

却

材

ポ

ン

プ

の

回

転

数

が

予

定

ど

4 

事

故

発

生

四

月

二

六

日

午

前

一

時

二

三

分

四

O
秒
、

運

転

員

は

出

力

の

異

常

な

上

昇

に

気

が

つ

き

、

緊

急

停

止

ボ

タ

ン

を

押

し

た

が

、

間
に
合
わ
ず
、

炉

は

暴

走

状

態

と

な

り

、

そ

の

わ

づ

か

四

秒

後

に

は

、

定

格

の
一

O

O
倍
、

さ

ら

に

一

秒

後

に

は

四

八

O
倍

の

出

力

に

達

し

た

も

の

と

推

定

さ

れ

て

い

る

。

こ

の

事

故

に

よ

っ

て

燃

料

の

相

当

部

分

が

破

砕

さ

れ

、

大

量

の

蒸

気

が

急

激

に

発

生

し

、

原

子

炉

を

過

圧
破
壊
さ
せ
た
。

破

壊

は

激

烈

で

炉

上

部

の

直

径

十

数

メ

ー

ト

ル

、

重
さ
一

0
0
0
ト

γ
の

遮

へ

い

体

が

浮
上
っ
て
横
倒
し
に
な
り
、

す
べ
て
の
圧
力
管
を
破
壊
し
、

炉

心

で

生

じ

た

水

素

の

引

火

爆

発

な

ど

に

よ

っ



て
、

原
子
炉
建
屋
も
大
き
く
破
壊
さ
れ
た
。

目
撃
者
の
話
で
は
、

数
秒
間
隔
で
二
回
の
爆
発
が
あ
り
、

"'. ，.<) 

温

の

物

質

が

「
花
火
の
よ
う
に
」

吹
き
上
げ
ら
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、

二

回

目

の

爆

発

が

水

素

爆

発

な
の
か
、

核
暴
走
爆
発
な
の
か
は
、

不
明
な
ま
ま
で
あ
る
。

炉
心
の
減
速
材
で
あ
る
黒
鉛
に
も
火
が
つ
き
、

大
量
の
放
射
性
物
質
が
外
部
に
放
出
さ
れ
る
結
果
と
な
っ

た
。

消

火

作

業

が

一
段
落
す
る
と
、

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
な
ど
か
ら
、

鉛

・

粘

土

な

ど

多

量

の

遮

へ

い

材

な

ど

を

炉
の
上
空
か
ら
落
下
さ
せ
、

炉
を
封
じ
こ
め
、

放

射

性

物

質

の

放

出

を

押

え

る

措

置

が

と

ら

れ

た

。

そ
の
結
果
、

放
射
性
物
質
の
大
量
放
出
は
、

五
月
六
日
頃
一
応
お
さ
ま
っ
た
が
、

そ

の

影

響

で

消

火

作

- 8 -

業

に

従

事

し

た

消

防

手

を

は

じ

め

多

数

の

死

傷

者

が

出

た

ほ

か

、

原

発

周

辺

三

0
キ

ロ

メ

ー

ト

ル

の

住

民

が
強
制
退
去
さ
せ
ら
れ
た
。

ソ
連
国
内
は
も
ち
ろ
ん
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ

一
円
は
云
う
に
及
ば
ず
、

日
本
を
含

む

全

地

球

的

規

模

で

莫

大

な

量

の

放

射

性

物

質

が

ま

き

散

ら

さ

れ

、

人

類

史

上

最

大

最

悪

の

事

故

と

な

っ

た
の
で
あ
る
。

5 

ま
と
め

以
上
が

I
A
E
A
に

ソ

連

が

提

出

し

た

「
事
故
報
告
書
」

が
描
く
、

チ

ェ

ル

ノ

ブ

イ

リ

原

発

事

故
の
原
因
と
経
過
の
要
約
で
あ
る
。

し
か
し
、

こ
う
し
た
大
事
故
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、

事

故

に

責

任

あ

る
当
事
国
ソ
連
の
、

さ

ま

ざ

ま

な

政

治

的

意

図

の

も

と

に

作

成

さ

れ

た

「
報
告
書
」

で

し

か

事

実

を

知

る

こ
と
が
で
き
ず
、

多

角

的

な

国

際

的

規

模

の

共

同

調

査

さ

え

実

施

さ

れ

て

い

な

い

現

状

で

は

、

事
故
の

「
真
相
」

は

ま

だ

多

く

の

謎

が

隠

さ

れ

て

い

る

と

云

わ

ざ

る

を

得

ず

、

国

家

ぐ

る

み

の

巨

大

技

術

で

あ

る

原
子
力
発
電
の
も
う
一

つ
の
お
そ
ろ
し
さ
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

i
J
-
1
-
イ一ブ一ノ一ル一国

ヱ一辺
チ
一
周

- 9一
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ソ
連
の

「
事
故
報
告
書
」

批

判

1 

「
報
告
書
」

の
内
容

ソ
連
の

「
事
故
報
告
書
」

そ

の

運

転

を

命

じ

て

い

原
発
建
設
の
計
画
を
立
案
・
推
進
し
、

t主

る
者
た
ち
の
責
任
を
関
わ
ず
、

安
全
対
策
の
欠
陥
を
隠
し
、

現
場
の
運
転
員
た
ち
に
責
任
を
転
稼
し
た
、

相

変

ら

ず

の

ト

カ

ゲ

の

尻

尾

切

り

を

そ

の

基

調

と

し

て

い

る

。

「
報
告
書
」

事
故
の
直
接
の
原
因
を
、

運

転

員

が

重

大

な

規

則

違

反

を

数

多

く

冒

し

た

こ

と

に

求

』ま

め
て
い
る
。

そ
の
規
則
違
反
と
し
て
と
く
に
指
摘
し
て
い
る
点
は
、

「
反
応
度
操
作
余
裕
」

が
許
さ
れ
る
値
よ
り
著
し
く
少
な
か
っ
た
。

仁j

出

力

が

試

験

計

画

で

指

定

さ

れ

て

い

る

も

の

よ

り

低

か

っ

た

。

同

規
定
の
流
量
を
超
え
て
、

原
子
炉
冷
却
水
の
流
量
を
増
加
さ
せ
た
。

伺)

二
基
の
タ

i
ビ

ソ

発

電

機

の

停

止

信

号

に

も

と

づ

い

た

炉

の

保

護

信

号

を

バ

イ

パ

ス

し

た

。

同

気
水
分
離
器
内
の
水
位
レ
ベ
ル
と
、

蒸

気

圧

に

関

す

る

保

護

信

号

を

バ

イ

パ

ス

し

た

。

ヤ今

最

大

想

定

事

故

を

保

護

す

る

シ

ス

テ

ム

(
E
C
C
S
)
 が
切
り
離
さ
れ
て
い
た
。

な
ど
の
六
つ
の
点
で
あ
る
。

し
か
し
、

そ

も

そ

も

運

転

員

が

命

令

さ

れ

て

い

た

テ

ス

ト

計

画

自

体

が

炉

の

実

情

に

照

ら

し

不

適

切

で

問
題
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

ま
た
、

テ

ス

ト

は

通

常

の

手

順

書

か

ら

離

れ

て

行

う

か

ら

テ

ス

ト

で

あ
り
、

右

六

つ

の

点

を

す

べ

て

運

転

員

の

ミ

ス

に

し

て

し

ま

う

の

は

、

事

の

真

実

を

余

り

に

も

倭

少

化

す

る
も
の
と
云
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

か
り
に
、

運
転
員
た
ち
に
右
の
各
点
に
つ
い
て
、

規
則
違
反
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、

運
転
員
た
ち
は
、

ま

さ

か

こ

の

よ

う

な

大

事

故

に

な

る

と

は

毛

頭

考

え

て

い

な

か

っ

た

こ

と

だ

け

は

間

違

い

な

い

。

も
し
事

故
が
起
こ
れ
ば
、

も
っ
と
も
危
険
に
晒
さ
れ
る
の
は
彼
ら
で
あ
る
。

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ

同
様
の
テ
ス
ト
は
、

リ
原
発
で
過
去
に
も
実
施
さ
れ
て
き
た
し
、

ソ
連

の

他

の

原

発

で

も

お

こ

な

わ

れ

て

き

た

に

違

い

な

い

。

問

題

の

本

質

は

運

転

員

の

人

為

ミ

ス

に

つ

い

て

云

々

す

る

こ

と

に

は

存

し

な

い

の

で

あ

る

。

2 

原

発

に

お

け

る

安

全

確

保

の

閤

難

性

原

子

炉

本

体

と

は

直

接

関

係

な

い

発

電

機

に

つ

い

て

の

テ

ス

ト

が

、

そ
の
ま
ま
大
事
故
に
至
っ

た
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
の
例
が
示
す
よ
う
に
、

原
発
は
約
三
千
万
点
に
も
の
ぼ
る
数
の
部
品
や
機
器
が
、

発

電

と

い

う

目

的

の

た

め

に

複

雑

に

組

合

わ

さ

れ

た

巨

大

な

有

機

体

で

あ

る

。

各

種

各

様

の

配

管

の

長

さ

も

長
大
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

一
部

の

故

障

や

不

調

も

運

転

や

安

全

確

保

こ
れ
ら
の
ど
の

に
深
い
か
か
わ
り
を
持
つ
。

そ

の

構

成

要

素

で

あ

る

部

品

や

機

器

の

数

が

多

け

れ

ば

多

い

ほ

ど

、

故
障
や

事
故
の
可
能
性
は
飛
躍
的
に
増
大
す
る
。

各
構
成
要
素
の
一

つ

つ

の

信

頼

度

が

極

め

て

高

度

で

あ

る

こ

と
が
そ
の
結
果
必
然
的
に
要
求
さ
れ
る
が
、

こ
れ
は
そ
の
膨
大
な
数
を
考
え
る
と
、

達

成

困

難

な

課

題

で

あ
る
。
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ま
た
、

シ

ス

テ

ム

が

巨

大

か

つ

複

雑

で

あ

れ

ば

あ

る

ほ

ど

、

ど

の

部

分

の

故

障

や

不

具

合

が

全

体

に

ど

の

よ

う

な

悪

影

響

を

及

ぼ

す

こ

と

に

な

る

の

か

を

見

極

め

る

こ

と

は

困

難

と

な

る

。

バイナリ一信号

~ 
~ 

←一一~

アナログ信号

Obti(:h・irn
._  Sta<le 
h四ー喧ーーー-・

• 
。

信号の数

同以)()

開伺

50叩ー

11000 -

80∞-
7IKl() -

60∞ 

40叩 ー

3l泊0-

120似)-

IIぬ0

130∞ー

100α3 

チ

ェ

ル

ノ

ブ

イ

リ

原

発

の

運

転

員

た

ち

は

、

ず

テ

ス

ト

を

継

続

し

た

が

、

そ
の
背
景
に
は
、

実

状

検

知

の

困

難

性

が

あ

っ

た

の

で

あ

り

、

3 

人

間

の

関

与

と

事

故

上

図

は

九

八

五

一
九
六

O
年

か

ら

年

に

至

る

ま

で

の

聞

の

西

ド

イ

ツ

の

原

80 U 

原発の運転年

発

の

運

転

室

に

供

給

さ

れ

て

い

る

各

種

信

号

の

数

の

増

加

を

示

す

が

、

最
近
の

も

の

は

そ

の

数

は

一
万
三

0
0
0
に
も

運転室に来ている信号の数

及
ん
で
い
る
。

- 12 

70 

(西独の原発の場合)

75 

二

つ

以

上

の

部

品

や

機

器

の

故

障

が

同

時

に

起

こ

る

こ

と

は

稀

で

は

な

く

、

そ

の

故

障

の

組

合

わ

せ

の

多

様

さ

と

、

信

号

の

数

の

膨

大

さ

を

考

え

る

と

、

運

65 

転

員

が

そ

の

実

状

を

把

握

し

、

そ

の

こ

10αJ . 

1960 

と

が

ひ

き

起

こ

す

結

果

を

知

り

、

適

確

に

対

応

す

る

こ

と

は

極

め

て

困

難

と

云

わ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

原

子

炉

が

一

触

即

発

の

危

険

状

態

に

あ

る

こ

と

に

気

づ

か

巨

大

シ

ス

テ

ム

に

固

有

の

、

そ

の

振

舞

い

の

複

雑

さ

、

そ

の

こ

と

が

根

本

的

に

重

要

な

の

で

あ

る

。

こ

れ

ま

で

の

大

事

故

の

歴

史

を

ふ

り

返

っ

て

人

は

誤

ま

る

存

在

で

あ

る

。

原

発

に

か

ぎ

ら

ず

、

誤

操

作

な

ど

の

人

的

要

因

が

絡

ん

で

み
て
も
、

ほ

と

ん

ど

の

場

合

、

そ

こ

に

は

必

ず

何

ら

か

の

誤

判

断

、

い

る

と

云

っ

て

よ

い

。

一
九
八
八
年
二
月
、

東

京

で

聞

か

れ

た

原

発

の

安

全

性

を

探

究

す

る

マ

ソ

マ

シ

l
ソ

イ

ソ

タ

l
フ
ェ
イ

一

九

八

三

年

13 

ス
国
際
会
議
で
も
、

I
A
E
A
の

モ

リ

ス
「

安

全

運

転

再

評

価

チ

l
ム
」

に

よ

る

実

地

調

査

で

、

原

発

で

起

き

八

月

か

ら

実

施

し

た

各

国

の

原

発

の

ロ

i
ゼ

ソ

原

子

力

安

全

部

長

が

、

I
A
E
A
-か

五

O
パ

ー

セ

ン

ト

か

ら

七

O
パ

ー

セ

ン

ト

ま

で

は

人

間

の

過

誤

が

絡

ん

る

す

べ

て

の

ト

ラ

ブ

ル

の

う

ち

、

で

い

る

と

報

告

し

た

。

日

本

原

子

力

発

電

と

電

力

中

央

研

究

所

ヒ

ュ

l
マ

ソ

フ

ァ

ク

タ

ー

研

究

セ

ソ

タ

l
の
グ
ル
ー
プ
も
、

そ
れ
に
よ
る
と
、 日

本

の

原

発

で

起

き

た

人

為

ミ

ス

の

絡

む

事

故

や

故

障

の

原

因

の

分

析

結

果

を

報

告

し

た

。

一
三

O
件

に

も

の

ぼ

る

事

故

や

故

障

の

う

ち

、

一

九

八

五

年

一

月

か

ら

一

九

八

六

年

一

O
月

ま

で

の

聞

に

、

ス

の

問

題

点

を

つ

き

つ

め

る

と

、

点

検

手

続

人

間

の

ミ

ス

が

絡

ん

だ

の

は

、

三

一

件

に

及

ん

で

い

る

。



を

定

め

る

マ

ニ

ュ

ア

ル

の

不

備

に

よ

る

も

の

が

七

一

パ

ー

セ

ン

ト

と

な

っ

て

い

る

。

さ
ら
に
園
内
に
あ
る
原
発
一

四
ヶ
所
の
運
転
員
、

保
安
員
に

「
過
去
に
ヒ
ヤ
リ
と
し
た
り
、

ハ
ッ
ル
」

1
u

た
経
験
」

を

聞

い

た

と

こ

ろ

実

に

三

O
O
O
人

近

く

か

ら

回

答

が

寄

せ

ら

れ

た

と

云

う

こ

と

で

あ

る

。

ま

た
、

経

済

協

力

開

発

機

構

・

原

子

力

機

関

(
O
E
C
D
-
N
E
A
)
 の
作
業
グ
ル
ー
プ
は
、

チ
ェ
ル
ノ
プ

イ
リ
事
故
後
設
置
さ
れ
た
が
、

T

M

I
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
両
原
発
事
故
は
、

「
人
為
ミ
ス
」

が
事
故
を

破
局
的
な
も
の
と
し
た
、

と
し
な
が
ら
も
、

「

運

転

員

の

認

識

上

の

間

違

い

に

よ

る

誤

操

作

は

決

し

て

ま

れ
な
も
の
で
は
な
い
」

と
い
う
結
論
を
出
し
て
い
る
。

し
か
し
、

原

発

の

よ

う

に

一
歩
誤
ま
れ
ば
と
り
返
し
の
つ
か
ぬ
大
災
害
を
も
た
ら
す
プ
ラ
ソ
卜
の
場
合
、

「
人
為
ミ
ス
だ
っ
た
か
ら
仕
方
が
な
か
っ
た
」

で
す
ま
さ
れ
て
よ
い
筈
は
絶
対
に
な
い
。

O
E
C
D
-
N
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E

A
の
作
業
チ

l
ム

の

責

任

者

の

イ

ギ

リ

ス

原

子

力

公

社

の

バ

ラ

ー

ド

部

長

は

、

「
運
転
員
の
間
違
い
を

完
全
に
排
除
す
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
だ
。

運
転
員
が
間
違
い
を
起
こ
し
た
場
合
に
も
、

そ

れ

が

大

事

故

に
つ
な
が
る
こ
と
を
防
い
で
、

す

み

や

か

に

シ

ス

テ

ム

を

回

復

・

復

旧

で

き

る

よ

う

な

多

重

防

護

措

置

を

講
じ
て
お
く
こ
と
が
必
要
だ
」

と
警
告
し
た
。

原
発
は
人
為
ミ
ス
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

事

故

を

防

止

す

る

現

実

は

バ

ラ

ー

ド

部

長

の

警

告

に

明

ら

か

な

よ

う

に

、

シ
ス
テ
ム
が
確
立
し
て
い
な
け
れ
ば
建
設
や
運
転
が
許
さ
れ
て
は
断
じ
て
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

今

後

の

課

題

こ
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
の
確
立
は
、

と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
人
は
誤
る
存
在
で
あ
る
」

か
ら
、

原
発
か
ら
人
間
の
関
与
を
排
除
し
て
、

自

動

化

す

れ

ば

人

的

要

素

に

よ

る

事

故

を

免

か

れ

る

こ

と

が

で

き

る

の

で

は

な

い

か

と

考

え

る

こ

と

も

で

き

る

。

し
か
し
、

完
全
な

自
動
化
は
不
可
能
で
あ
り
、

ま
た
実
際
的
で
は
な
い
。

さ
き
に
述
べ
た
と
お
り
、

原
発
の
よ
う
な
巨
大
シ
ス
テ
ム
は
、

多

数

の

構

成

要

素

・

機

能

が

複

雑

か

っ

有
機
的
に
結
合
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
の
、

時
々
刻
々
の
状
態
を
示
す
常
態
変
数
(
パ
ラ

メ
ー
タ
)

は
極
め
て
多
数
で
、

し
か
も
そ
の
全
体
、

あ

る

い

は

各

パ

ラ

メ

ー

タ

相

互

に

ど

の

よ

う

な

関

連

が
あ
り
、

意
味
が
あ
る
か
を
予
じ
め
知
り
、

ま

た

現

に

あ

る

事

態

か

ら

推

定

す

る

こ

と

は

不

可

能

で

あ

る

。

い
か
に
多
く
の
測
定
器
や
信
号
器
を
と
り
付
け
て
も
、

そ

れ

ら

に

よ

り

検

知

で

き

る

パ

ラ

メ

ー

タ

は
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完
全
な
自
動
化
は
、

こ
れ
ら
の
こ
と
が
す
べ
て
解
明
さ
れ
て
か
ら
の
話
で
あ
る
。

全
体
の
ご
く
一
部
に
し
か
す
ぎ
ず
、

各

パ

ラ

メ

ー

タ

間

の

相

互

関

連

に

不

明

な

点

が

極

め

て

多

い

こ

と

を
考
え
る
と
、

検
知
で
き
た
も
の
を
正
し
く
位
置
づ
け
、

正

し

く

意

味

評

価

を

下

す

こ

と

は

甚

だ

困

難

で

あ
る
。

誤
る
可
能
性
が
つ
ね
に
あ
る
と
は
云
え
、

原

発

を

運

転

し

よ

う

と

す

れ

ば

人

間

の

関

与

は

不

可

避

で

あ

る

実

際

に

人

間

(
運
転
員
や
点
検
員
)
@

ミ

、
カ

さ
ま
ざ
ま
な
変
化
や
異
常
を
早
期
に
発
見
し
、

こ
れ
ま
で

経
験
し
な
か
っ
た
事
象
に
対
し
て
も
、

知
識
、

経
験
、

カ
ソ
等
に
も
と
づ
き
、

事

態

の

真

相

を

素

早

く

察

知
し
、

適

切

に

対

処

し

て

事

故

を

未

然

に

防

い

だ

事

例

も

多

い

。

人
間
の
誤
り
に
よ
る
事
故
は
、

巨
大
シ



ス
テ
ム
で
あ
る
原
発
の
安
全
確
保
技
術
の
困
難
性
の
不
可
分
の
反
面
な
の
で
あ
る
。

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
は
、

ア
メ
リ
カ
の

T
M
I
原
発
事
故
に
続
い
て
、

あ
ら
た
め
て
原
発
が
莫

大
な
量
の
放
射
性
物
質
と
い
う
超
毒
物
の
製
造
・
蓄
積
工
場
で
あ
る
と
い
う
、

原
子
力
発
電
技
術
が
人
類

の
み
な
ら
ず
、

す
べ
て
の
生
物
の
生
存
と
相
容
れ
な
い
本
質
を
わ
れ
わ
れ
に
突
き
つ
け
る
と
と
も
に
、

た

と
え
人
的
要
因
が
絡
ん
だ
と
は
い
え
、

そ
れ
を
大
事
故
に
至
ら
し
め
る
こ
と
を
防
止
す
る
設
備
や
シ
ス
テ

ム
を
確
立
す
る
こ
と
が
困
難
な
、

危
険
な
技
術
で
あ
る
こ
と
を
端
的
に
示
し
た
の
で
あ
る
。

ソ
連
の

「
事
故
報
告
書
」

の
よ
う
に
、

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
の
原
因
を
、

運
転
員
の
ミ
ス
に
倭
少
化

す
る
こ
と
を
断
じ
て
是
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

四

原
子
力
安
全
委
員
会
の

「
事
故
調
査
報
告
書
」

批

判

一 16-

l 

「
報
告
書
」

の
内
容
と
結
論

日
本
の
原
子
力
安
全
委
員
会
の

「
ソ
連
原
子
力
発
電
所
事
故
調
査
特
別
委
員
会
」

は

一
九
八

七
年
五
月
二
八
日
、

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
に
つ
い
て
の

「
調
査
報
告
書
」

を
発
表
し
た
。

こ
の

「
報
告
書
」

の
内
容
は
、

原

発

史

上

も

っ

と

も

深

刻

な

今

回

の

事

故

の

教

訓

を

真

剣

に

受

け

止

め

ょ
う
と
す
る
真
撃
な
姿
勢
が
ま
っ
た
く
見
ら
れ
な
い
ば
か
り
で
な
く
、

彼

ら

が

中

心

的

役

割

を

荷

っ

て

建

設
を
推
進
し
て
き
た
三
六
基
に
の
ぼ
る
日
本
全
国
の
原
発
に
、

事
故
の
危
険
が
迫
っ
て
い
る
こ
と
が
、

も

は
や
誰
の
目
に
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
事
実
を
、

必
死
に
隠
蔽
し
、

そ
の
責
任
を
回
避
し
よ
う
と
す
る

態
度
に
終
止
す
る
も
の
で
あ
り
、

怒
り
を
禁
じ
得
な
い
。

「
報
告
書
」

は

今
回
の
事
故
の
経
過
や
原
因
に
つ
い
て
は
、

ほ
ぼ
ソ
連
の

「
事
故
報
告
書
」

そ
の
ま

ま
で
あ
る
。

そ
し
て
、

そ
の
結
論
と
し
て
、

「
我
が
国
の
安
全
確
保
対
策
の
現
状
を
調
査
し
た
結
果
、

我
が
国
の
原
子
力
発
電
所
の
安
全
性
が
、

そ

の
設
計
・

建
設
、

運
転
等
の
各
段
階
に
お
け
る
真
撃
な
努
力
に
よ
り
、

現

状

に

お

い

て

も

十

分

確

保

さ

れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、

今
回
の
事
故
に
関
連
し
て
、

現
行
の
安
全
規
制
や
、

そ
の
慣
行
を
早
急
に
改
め
る
必

要
あ
る
も
の
は
見
出
さ
れ
ず
、

ま
た
防
災
対
策
に
つ
い
て
も
、

我

が

国

の

原

子

力

発

電

所

の

特

徴

等

を

考

慮
し
て
定
め
た
、

原
子
力
防
災
体
制
及
び
諸
対
策
を
変
更
す
べ
き
必
要
性
は
見
出
さ
れ
な
い
、

と
の
結
論
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を
得
た
」

と
驚
く
べ
き
見
解
を
表
明
し
て
い
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
は
じ
め
、

全
世
界
の
各
国
が
、

T
M
I
事
故
に
続
く
今
回
の
事
故
の
衝
撃
で
、

原

子

力

発
電
か
ら

の
全
面
的
撤
退
を
具
体
的
に
着
手
す
る
こ
と
を
決
め
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
で
あ
る
。

こ
れ
は
、

国
民
を
意
図
的
に
愚
弄
す
る
た
め
の
も
の
で
な
け
れ
ば
、

度
し
が
た
い

「
夜
郎
自
大
」

の
言

と
云
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「
報
告
書
」

は

事
故
の
原
因
に
つ
い
て
も
、

ソ
連
の
報
告
書
と
同
様
に
、

運

転

員

の

規

則

違

反

を

強

調
し
て
い
る
が
、

他
方
、

ソ
連
の

R
B
M
K
型
炉
が
日
本
の
軽
水
炉
と
比
較
し
て
不
安
定
な
も
の
で
あ
り
、



設

計

に

お

い

て

「
多
重
防
護
」

の

思

想

が

徹

底

さ

れ

て

お

ら

ず

、

安
全
機
能
の
維
持
が
、

運

転

員

に

対

す

る

規

則

と

い

う

形

で

し

か

担

保

さ

れ

て

い

な

い

と

指

摘

し

て

い

る

。

そ
し
て
、

こ

れ

ら

の

認

識

を

ふ

ま

え

て
、

日
本
の
原
発
に
つ
い
て
、

チ

ェ

ル

ノ

ブ

イ

リ

原

発

事

故

と

の

関

連

で

検

討

し

て

み

て

も

、

日

本

の

安

全
審
査
の
現
状
や
、

そ

の

審

査

の

も

と

に

建

設

・

運

転

さ

れ

て

い

る

す

べ

て

の

原

発

に

つ

い

て

、

あ
ら
た

め

て

問

題

と

す

べ

き

点

の

な

い

こ

と

を

強

調

し

て

い

る

こ

と

は

す

で

に

述

べ

た

と

お

り

で

あ

る

。

以
下

「
報
告
書
」

の
多
く
の
問
題
点
の
う
ち
、

本

件

許

可

処

分

と

の

関

係

で

、

と

く

に

重

要

と

思

わ

れ

る
点
を
中
心
に
、

明

確

に

そ

の

誤

り

を

述

べ

る

と

と

に

す

る

。

2 

日
本
の

「
軽
水
炉
」

は

ソ
連
の

「

R
B
M
K
」

型
炉
よ
り
安
全
か
。
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(一)

ソ

連

の

原

発

技

術

の

水

準

前
述
の
と
お
り
、

「
報
告
書
」

tま

事

故

を

起

こ

し

た

ソ

連

の

R
B
M
K
型
炉
は
、

「
日
本

の

軽

水

炉

に

比

較

し

て

不

安

定

で

あ

り

、

多

重

防

護

の

思

想

が

徹

底

し

て

い

な

い

」

、

と

決

め

つ

け

て

い

る

ア

メ

リ

カ

の

T
M
I
原
発
事
故
の
と
き
は
、

本

件

伊

方

炉

と

同

型

の

P
W
R
型

炉

で

あ

っ

た

の

で

、

政

府
や
電
力
会
社
が
、

も

っ

ぱ

ら

メ

ー

カ

ー

や

若

干

の

仕

様

の

差

異

を

、

さ

も

安

全

確

保

に

重

大

な

違

い

を

も

た

ら

す

も

の

で

あ

る

か

の

よ

う

に

宣

伝

し

、

原

審

で

も

被

上

告

人

が

同

様

の

主

張

を

し

た

こ

と

を

思

い

出

す

今

回

の

「
報
告
書
」

の

手

口

も

前

回

と

同

工

異

曲

で

あ

る

。

し

か

し

ソ

連

の

技

術

水

準

は

、

西

側

諸
国
の
そ
れ
と
、

な

ん

ら

遜

色

あ

る

も

の

で

は

な

い

。

ソ
連
は
、

世
界
に
先
が
け
て
、

い
わ
ゆ
る

「
原
子
力
平
和
利
用
」

に

着

手

し

た

国

で

あ

る

こ

と

を

忘

れ

て
は
な
ら
な
い
。

一

九

五

四

年

六

月

小

型

の

オ

プ

ニ

ジ

ス

ク

原

発

が

完

成

し

た

が

、

こ

の

炉

は

チ

ェ

ル

ノ

ブ

イ

リ

と

同

じ

く

R
B
M
K
型
で
あ
っ
た
。

ソ
連
の
原
発
は
、

R
B
M
K
と

P
W
R
、
そ

れ

に

高

速

増

殖

炉

(
以
下

F
B
R
と

い

う

)

の

三

本

立

て

で
あ
る
。

そ
の
う
ち
、

P
W
R
は

九

六

四

年

完

成

の

ノ

ボ

ポ

ロ

ネ

ジ

原

発

(

電

気

出

力

二

一

万

キ

ロ

ワ

ツ

ト

が
最
初
で
あ
る
。

F
B
R
は
、

一
九
七
三
年
に

B

N
三
五

O
(
電
気
出
力
一

五

万

キ

ロ

ワ

ッ

ト

)

と
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い

う

商

業

炉

が

運

転

を

開

始

し

て

い

る

。

一
九
八
五
年
の
統
計
で
は
、

総

数

五

O
基
の
民
生
用
原
発
を
保
有
し
、

ソ
連
は
原
発
技
術
に
つ
い
て
は
、

後

進

国

ど

こ

ろ

か

世

界

の

最

先

端

を

行

く

固

な

の

で

あ

る

。

一

九

七

三

年

レ

ニ

ソ

グ

ラ

l
ド

の

近

郊

に

出

力

一

O

O
万

キ

ロ

ワ

ッ

ト

の

R
B
M
K
が
完
成
し
、

ソ

連

は

こ

の

型

(
R
B
M
K

一0
0
0
型
)

を
標
準
型
と
し
て
、

以

来

各

地

で

建

設

を

は

じ

め

た

。

チ
ェ
ル
ノ

ブ

イ

リ

四

号

炉

も

こ

の

型

で

あ

り

、

旧
式
ど
こ
ろ
か
、

約

二

年

四

ヶ

月

前

に

運

転

を

開

始

し

た

新

鋭

炉

な

の
で
あ
る
。

ソ

連

で

は

原

発

立

地

に

つ

い

て

も

、

気

体

廃

棄

物

の

放

出

時

の

放

射

能

の

モ

ニ

タ

リ

ソ

グ

を

重

視

し

、



自

然

通

風

が

よ

く

低

人

口

地

帯

で

あ

っ

て

、

集

落

が

風

上

に

あ

る

よ

う

な

場

所

を

選

ん

で

建

設

さ

れ

て

い

る
と
き
口
っ
て
い
る
。

ま
た
、

最

近

(
一
九
八
八
年
一
月
)

ソ

連

南

部

の

ク

ラ

ス

ノ

ダ

i
ル

地

方

で

計

画

中

の

原

発

が

地

震

発

生

率

が

高

い

こ

と

を

理

由

に

と

り

止

め

に

な

っ

た

よ

う

に

、

立

地

の

選

定

に

つ

い

て

も

慎

重

に

考

慮

さ

れ

て
い
る
。

他
方
本
件
伊
方
炉
は
、

地

震

の

発

生

源

で

あ

る

最

大

の

活

断

層

、

「
中
央
構
造
線
」

の
直
近
、

し

か

も

地

震

の

巣

の

「
特
定
観
測
地
域
」

の

ま

っ

只

中

に

建

設

さ

れ

て

い

る

の

で

あ

る

。

ま
た
、

原

発

周

辺

に

は

衛

生

防

護

地

帯

が

設

け

ら

れ

、

こ
こ
に
は
恒
常
的
居
住
、

保

健

関

係

施

設

の

設

置

食

品

加

工

場

の

建

設

は

許

可

さ

れ

な

い

。

環

境

モ

ニ

タ

リ

ン

グ

は

原

発

か

ら

半

径

一

O
J
二

0
キ
ロ

メ

ー

ト

ル

の

地

域

に

つ

い

て

、

発

電

所

の

「
特
別
空
間
線
量
測
定
班
」

と

「
保
健
省
国
家
衛
生
監
督
部
」
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の

機

関

に

よ

っ

て

実

施

さ

れ

て

い

る

。

以
上
要
す
る
に
、

ソ

連

で

も

日

米

や

西

欧

諸

国

と

同

等

ま

た

は

そ

れ

以

上

の

技

術

水

準

を

保

持

し

、

安

全

対

策

を

講

じ

て

い

た

の

で

あ

る

が

、

大

事

故

が

起

こ

れ

ば

こ

れ

ら

の

対

策

が

い

か

に

空

し

い

も

の

で

あ

る
か
が
、

今

回

の

事

故

に

よ

っ

て

も

明

ら

か

と

な

っ

た

の

で

あ

る

。

仁)

「

R
B
M
K
」

型

炉

の

構

造

チ

ェ

ル

ノ

ブ

イ

リ

炉

(
R
B
M
K
 一
O
O
O
型
)

の

構

造

で

特

色

が

あ

る

の

は

、

減

速

材

と

し

て

一

般

の

軽

水

炉

の

よ

う

に

水

で

は

な

く

て

、

黒

鉛

を

使

用

し

て

い

る

こ

と

で

あ

る

。

「
黒
鉛
」

は

二

五

セ

ソ

チ

メ

ー

ト

ル

角

の

も

の

を

積

み

上

げ

、

そ

の

聞

に

多

数

の

穴

が

あ

り

、

そ

の

中

を
直
径
八
・

八
セ
ソ
チ
メ
ー
ト
ル
、

厚

さ

四

ミ

リ

の

ジ

ル

コ

ニ

ウ

ム

合

金

で

で

き

た

圧

力

管

(
チ
ャ
ソ
ネ

ル

管

と

い

う

)

が

一
九
六
三
本
あ
る
。

そ
の
管
の
中
に
、

一

八

本

の

燃

料

棒

で

一

組

に

な

っ

た

燃

料

集

合

体
二
体
が
、

上

下

二

段

に

な

っ

て

組

み

込

ま

れ

て

い

る

。

燃

料

の

二

酸

化

ウ

ラ

ソ

の

濃

縮

度

は

-
八
八

パ

l
セ

ソ

ト

と

軽

水

炉

の

場

合

よ

り

も

低

く

、

そ

の

か

わ

り

そ

の

重

量

は

運

転

開

始

時

で

二

O
四

ト

ソ

に

も
及
ぶ
。

核

分

裂

反

応

を

コ

γ
ト
ロ
ー
ル
す
る
制
御
棒
は
、

黒

鉛

中

の

穴

を

出

入

り

す

る

仕

組

み

に

な

っ

て

い

る

。

炉
心
分
の
大
き
さ
は
、

直

径

二
メ
ー
ト
ル
、

高

さ

七

メ

ー

ト

ル

も

あ

り

、

黒

鉛
e

フ
ロ
ッ
ク
、

圧
力
管
、
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制
御
棒
、

チ

ャ

ソ

ネ

ル

等

の

集

合

体

で

あ

る

。

圧

力

管

と

黒

鉛

を

囲

む

よ

う

に

し

て

、

コ

γ
ク

リ

!

ト

と

鋼

鉄

の

密

閉

さ

れ

た

か

こ

い

が

あ

り

、

そ

の

大

き

さ

は

直

径

・

高

さ

と

も

約

メ
ー
ト
ル
も
あ
り
、

そ

の

中

に

ヘ

リ

ウ

ム

と

チ

ツ

素

ガ

ス

を

充

満

さ

せ

、

黒

鉛

の

冷

却

と

酸

化

防

止

を

は

か

つ

て

い

る

。

チ
ャ

γ

ネ

ル

の

中

の

燃

料

棒

は

、

運

転

中

で

も

取

替

え

る

こ

と

が

可

能

な

構

造

に

な

っ

て

い

る

。

R
B
M
K
 。

0
0
型
は
、

原

理

的

に

は

沸

騰

水

型

で

あ

り

、

通

産

省

編

の

「
原
子
力
発
電
便
覧
」

に

も

そ

の

よ

う

に

分

類
さ
れ
て
い
る
。

日
本
の

P
W
R
の
場
合
、

電
気
出
力
一

O
O
万

キ

ロ

ワ

ッ
ト
の
規
模
で
、

圧

力

容

器

の

直

径

は

約

四

メ

l

ト
ル
、

B
W
R
で

も

直

径

六

メ

ー

ト

ル

の

中

に

そ

れ

ぞ

れ

全

燃

料

が

収

め

ら

れ

て

い

る

。

R
B
M
K
 。



0
0
型

の

場

合

は

炉

心

の

体

積

は

前

述

の

よ

う

に

、

に

分

散

し

て

燃

料

が

配

置

さ

れ

て

い

る

の

で

、

熱
密
度
が
ず
っ
と
低
く
、

そ
れ
ら
よ
り
格
段
に
大
き
く
、

六

九

三

体

ま
た
、

燃
料
集
合
体
に
破
損
が
あ
り
、

そ
れ
に
よ
っ

圧
力
管

よ
り
安
全
と
言
え
る
。

て
放
射
能
も
れ
が
あ
っ
た
り
、

か

か

わ

る

重

大

な

原

因

と

な

る

よ

う

な

こ

と

が

発

生

し

た

と

し

て

も

、

燃

料

破

損

の

ま

ま

で

運

転

を

続

行

す

る

こ

と

に

な

る

が

、

炉

心

の

安

全

性

に

日
本
の
原
発
で
は
検
知
が
難
し
く
、

を

運

転

中

で

も

交

換

で

き

る

構

造

に

な

っ

て
お
り
、

ソ
連
炉
で
は
よ
り
検
知
が
容
易
で
、

そ

の

部

分

こ

の

点

で

も

む

し

ろ

ソ

連

の

炉

の

方

が

安

全

上

優

位

に
あ
る
と
い
え
る
。
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j発E縄水型軽水炉 (BWR)

加圧水型軽水炉 CPWR)

チエjレノフィル原子力発電所・黒鉛減速軽水冷却沸機水型炉

令、u
n
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I i<と寒気的混合物
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同

「

R
B
M
K
」

型

炉

と

日

本

の

軽

水

炉

の

危

険

性

に

つ

い

て

。

「
報
告
書
」

は

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
原
子
炉
に
は
、

「
多
重
防
護
の
思
想
が
徹
底
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
」

と
き
め
つ
け
て
い
る
。

事
故
直
後
に
も
政
府
や
電
力
会
社
は
、

マ
ス
コ
ミ
を
利
用
し
て
、

「
ソ
連
の
原
子
炉
に
は
、

格
納
容
器

も

E
C
C
S
も
な
く
、

日

本

の

原

発

と

は

比

較

に

な

ら

な

い

安

全

確

保

上

の

欠

陥

あ

る

も

の

で

あ

る

」

と

い
う
宣
伝
を
意
図
的
に
流
し
て
き
た
。

し
か
し
、

現

在

で

は

そ

れ

が

事

実

に

反

す

る

も

の

で

あ

っ

た

こ

と

が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。

「
報
告
書
」

も

さ

す

が

そ

の

よ

う

な

こ

と

ま

で

は

述

べ

て

い

な

い

。

ア
メ
リ
カ
や
他
の
西
欧
諸
国
の
専
門
家
も
、

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
炉
は
、

当

初

考

え

た

以

上

に

安

全

設

計

-24 -

が
施
さ
れ
て
お
り
、

ア

メ

リ

カ

等

の

原

発

設

計

と

同

等

の

安

全

確

保

項

目

が

十

分

と

り

入

れ

ら

れ

て

建

設

さ

れ

て

い

る

こ

と

を

一

致

し

て

認

め

て

い

る

。

O
E
C
D
の
報
告
書
に
も
、

「
ソ
連
の
安
全
性
に
対
す
る

考

え

方

は

他

の

国

に

比

べ

て

相

違

が

あ

る

と

は

思

え
な
い
」

と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

R
B
M
K
型

炉

が

日

本

な

ど

の

軽

水

炉

と

も

っ

と

も

構

造

上

違

っ

て

い

る

の

は

、

前

述

の

よ

う

に

R

B

M

K
型
炉
で
は
、

圧

力

管

と

呼

ば

れ

る

直

径

八

・

八

セ

ン

チ

の

細

い

パ

イ

プ

一

六

六

一

本

の

中

に

核

燃

料

を
分
散
的
に
容
れ
て
い
る
の
に
対
し
、

軽
水
炉
で
は
、

P

W

R
で
あ
れ

B

W

R
で
あ
れ
、

「
圧
力
容
器
」

と

い

う

圧

力

釜

の

中

に

核

燃

料

を

密

集

し

て

詰

め
こ
ん
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

R
B
M
K
型

炉

が

多

数

の

圧

力

管

を

用

い

て

い
る
こ
と
は
、

軽
水
炉
と
比
較
す
れ
ば
、

安

全

確

保

上

は

決
定
的
な
利
点
で
あ
る
。

ど

の

一

本

の

圧

力

管

が

壊

れ

た

と

し

て

も

、

そ

の

壊

れ

た

パ

イ

プ

だ

け

を

隔

離

し
て
し
ま
え
ば
、

そ

の

ほ

か

の

圧

力

管

に

悪

影

響

が

及

ば

な

い

設

計

な

の

で

あ

る

。

ま
た
、

R
B
M
K
型
炉
で
は
一

八

0
0
ト
ン
に
も
及
ぶ
黒
鉛
が
減
速
材
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
た
め
、

炉

心

は

直

径

二
メ
ー
ト
ル
、

高

き

七

メ

ー

ト

ル

と

い

う

巨

大

な

体

積

と

な

る

の

で

、

必

然

的

に

単

位

体

積

あ

た

り

の

発

熱

(

出

力

密

度

)

-
h

、
カ

軽

水

炉

に

く

ら

べ

て

格

段

に

小

さ

く

な

る

と

い

う

利

点

が

あ

る

。

同

出

力

の

P

W

R
で
は
、

炉

心

部

の

直

径

は

約

三

・

四
メ
ー
ト
ル
、

高
さ
約
三
・
七
メ
ー
ト
ル
、

体

積

は

R
B
M
K
型

炉

の

二

五

分

の

く
ら
い
で
あ
る
。

こ

の

小

さ

い

体

積

の

中

で

同

じ

発

熱

が

あ

れ

ば

、

単

位
体
積
あ
た
り
の
発
熱
は
、

逆
に

P

W

R
は

R
B
M
K
型

炉

の

二

五

倍

に

の

ぼ

る

こ

と

に

な

り

、

B
W
R
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で

も

ほ

ぼ

同

じ

で

あ

る

。

し
た
が
っ
て
、

事
故
が
お
こ
っ
た
と
き
の
進
行
速
度
は
、

体

積

の

大

き

い

R
B
M
K
型
炉
の
方
が
遅
く
、

事
故
対
策
も
と
り
や
す
い
。

他

方

出

力

密

度

の

高

い
軽
水
炉
で
は
、

瞬

時

に

事

故

が

進

行

し

て

し

ま

い

、

対
策
を
講
じ
る
こ
と
が
困
難
で
、

全
面
的
事
故
に
発
展
す
る
。

高

圧

を

閉

じ

こ

め

て

い

る

圧

力

容

器

は

破

壊
さ
れ
、

R
B
M
K
型

炉

に

は

な

い

災

厄

を

も

た

ら
す
。

圧
力
容
器
の
破
片
は
、

、
サ
イ
ル
と
な
っ
て
飛

散
し
、

格
納
容
器
を
貫
徹
破
壊
し
、

そ
の
遮
蔽
効
果
を
無
に
し
て
し
ま
う
。

炉
心
は
露
出
し
、

か

つ

て

人

類

が

経

験

し

た

こ

と

の

な

い

チ

ェ

ル

ノ

ブ

イ

リ

事

故

以

上

の

破

局

的

大

事

故

と

な

る

の

で

あ

る

。

E
C
C
 

S
も
破
壊
を
免
が
れ
た
と
し
て
も
、

冷

却

水

を

貯

め

る

圧

力

容

器

そ

の

も

の

が

壊

れ

た

の

で

あ

る

か

ら

、



有

効

に

作

動

す

る

余

地

は

ま

っ

た

く

な
く
な
る
。

も
ち
ろ
ん
、

R
B
M
K
型
炉
に
も
弱
点
は
あ
る
。

核
燃
料
の
冷
却
に
失
敗
し
た
と
き
、

冷

却

材

(
水
)

に
気
泡

(
ボ
イ
ド
)

が
増
え
る
が
、

ポ
イ
ド
の
増
加
は
軽
水
炉
で
は
反
応
度
が
マ
イ
ナ
ス
に
な
り
、

出

力

は
低
下
の
方
向
を
た
ど
る
。

し
か
し
、

R
B
M
K
型
炉
で
は
、

出
力
は
増
大
の
方
向
へ
進
む
。

A
7
回
の
チ
ェ

ル
ノ
プ
イ
リ
原
発
事
故
で
は
、

こ
の
性
質
の
違
い
が
大
き
な
役
割
を
果
し
た
と
云
わ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、

日
本
の
軽
水
炉
が
こ
の
点
で
違
っ
た
性
質
を
も
っ
て
い
る
と
し
て
も
、

な

ん

ら

そ

の

安

全

性

を

保

証

す

る

こ

と

に

は

な

ら

な

い

。

軽

水

炉

に

は

前

述

の

出

力

密

度

が

高

い

危

険

ゃ

、

次

章

で

述

べ

る

よ

う
に
、

原
子
炉
の
暴
走
の
危
険
も
等
し
く
内
包
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

au 
nr

“
 

第

軽

水

炉

に

迫

る

暴

走

事

故

の

危

険

は
じ
め
に

原
発
の
事
故
に
は
、

い
ろ
い
ろ
な
類
型
が
あ
る
。

L
O
C
A
と
呼
ば
れ
る
冷
却
材
喪
失
事
故
、

蒸

気
細
管
事
故
、

圧
力
容
器
破
壊
事
故
、

地

震

等

に

よ

る

外

的

(
立
地
)

起
因
事
故
、

燃
料
取
扱
事
故
、

電

源
喪
失
事
故
、

そ
し
て
と
こ
で
論
述
す
る
、

「
暴
走

H

反
応
度
事
故
」

で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
事
故
は
相
互
に
深
く
関
連
し
て
お
り
、

そ

の

お

の

お

の

を

単

一
に

と

り

あ

げ

て

問

題

に

す

る

こ
と
は
事
故
の
現
実
に
は
そ
ぐ
わ
な
い
。

た
と
え
ば
、

大

地

震

に

よ

り

一

次

冷

却

材

配

管

が

破

断

さ

れ

る

事
故
が
起
こ
れ
ば
、

電
源
も
お
そ
ら
く
喪
失
す
る
だ
ろ
う
し
、

火
災
も
発
生
す
る
か
も
知
れ
な
い
。

ま
た
、

振
動
に
よ
っ
て
制
御
棒
が
入
ら
ず
「
暴
走
事
故
」

と
な
る
可
能
性
も
大
だ
か
ら
で
あ
る
。

外

的

原

因

に

よ

ら
ず
と
も
、

人
為
ミ
ス
に
よ
っ
て
予
想
外
の
事
態
が
つ
ぎ
つ
ぎ
と
起
こ
り
、

暴

走

事

故

に

至

る

場

合

も

考

え
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

原
発
の
商
業
用
利
用
の
初
期
か
ら
、

も
っ
と
も
重
要
視
さ
れ
て
き
た
の
が
、

こ
の

「
暴
走
事
故
」

の

コ

γ
ト
ロ
ー
ル
で
あ
っ
た
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。

原
子
炉
は
燃
料
の
核
分
裂
に
よ
っ
て
熱
を
得
る
装
置
で
あ
り
、

本
質
的
に

「
反
応
度
が
プ
ラ
ス
」

で

な

よ
る
も
の
等
)

の
パ
ラ
メ
ー
タ
が
マ
イ
ナ
ス
で
あ
れ
ば
、

ど

う

し

て

核

分

裂

を

持

続

的

に

お

こ

な

う

こ

と

勾，
n
，“
 

け
れ
ば
発
電
を
お
こ
な
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

す

べ

て

の

反

応

度

(

核

的

・

熱

的

・

圧

力

的

・

不

純

物

に

が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
云
う

「
反
応
度
」

と
は
、

原

子

炉

内

で

核

分

裂

に

よ

っ

て

発

生

す

る

中

性

子

の

増

減

を

示

す

度

合
い
の
こ
と
で
あ
り
、

プ
ラ
ス
な
ら
中
性
子
は
ふ
え
、

臨
界
超
過
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、

マ
イ
ナ
ス
な
ら

減
り
、

臨
界
未
満
で
あ
る
。

つ
ま
り
、

原
子
炉
が
臨
界
状
態
か
ら
、

ど

の

く

ら

い

ず

れ

て

い

る

か

を

示

す

量
で
あ
る
と
も
云
え
る
。

原
発
は
、

プ
ラ
ス
の
反
応
度
を
利
用
し
、

そ
れ
を
制
御
棒
の
挿
入
な
ど
、

反

応

度

マ

イ

ナ

ス

を

投

入

す

る

こ

と

に

よ

っ

て

臨

界

状

態

を

保

ち

つ

つ

発

電

を

お

こ

な

う

装

置

な

の

で

あ

る

。

出

力

を

上

昇

さ

せ

る

と



き
は
、

必

ず

反

応

度

を

プ

ラ

ス

に

し

て

い

る

の

で

あ

る

。

「
じ
ゃ
じ
ゃ
馬
馴
ら
し
」

初

期

の

原

子

炉

の

開

発

の

歴

史

は

、

ま
さ
に

的

に

プ

ラ

ス

の

反

応

度

を

い

か

に

制

御

す

る

こ

と

が

で

き

る

か

の

技

術

を

確

立

す

る

た

め

の

歴

史

で

あ

っ

た

の

で

あ

る

。

暴

走

H

反

応

度

事

故

「
暴
走
事
故
」

は

「
過
出
力
過
度
現
象
事
故
」

る

い
づ
れ
の
場
合
も
、

と

「
核
暴
走
事
故
」

に

分

類

す

る

こ

と

が

で

き

発
と
い

そ
の
程
度
が
大
き
い
場
合
は
、

原

子

炉

出

力

の

急

激

な

上

昇

に

伴

う

発

熱

に

よ

り

、

燃

料

の

溶

融

あ

る

い

は

蒸

っ
た
損
傷
を
起
こ
す
。

障
壁
と
し
て
の
機
能
を
失
い
、

爆
発
に
よ
っ

て

一
次
系
の
健
全
性
も
失
わ
れ
る
。

爆

発

に

よ

る

爆

風

力

に

よ

っ

て、

す
で
に
述
べ
た
と
お
り
、

的
事
故
と
な
る
。

チ

コ二

ル

ノ

プ

イ

リ

事

故

は

こ

の

よ

う

な

事

故

だ

っ

た

の

で

あ

る

。

ま

さ

に

破

局

次
の
表
は
、

過

去

に

発

生

し

た

炉

心

溶

融

事

故

を

示

す

が

、

事

故

に

分

類

で

き

る

も

の

で

あ

る

。

と
の
表
の
中
の

六

二

年

五

月

の

S
P
E
R
T
事
故
の
よ
う
に
、

大
部
分
の
燃
料
棒
は
、

核

分

裂

生

成

物

の

原
子
炉
容
器
も
破
壊
さ
れ
、
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こ
れ
ら
の
事
故
の
う
ち
の
多
く
は
、

暴

走

一
九
五
四
年
の

B
O
R
A
X
-
-
の
事
故
ゃ
、

九

な
わ
れ
た
実
験
が
、

予

想

以

上

に

大

き

な

暴

走

事

故

に

な

っ

最

初

か

ら

出

力

上

昇

に

よ

る

炉

心

破

壊

を

意

図

し

て

お

こ

て
暴
走
事
故
は
、

も
っ
と
も
恐
ろ
し
い
事
故
で
あ
る
。

絶
対
に
起
こ
る
筈
が
な
い
、

て
し
ま
っ
た
例
も
あ
る
が
、

原
子
炉
に
と
っ

「
二
重
三
重
の
安
全
装
置
」

を

つ

け

て

い

る

か

ら

と

い

う

た

て

ま

え

で

原

発

の

建

設

が

推

進

さ

れ

て

き

た

が

、

こ

の

表

の

よ

う

炉心溶融事故の歴史

年 Jl l原子炉名 原子炉相 園 名 唱匝 害

1 9 4 5. 61LASL 
半 ff-t! 米 国

3名敏雄
PU 炉 ロスアラモス

1 9 4 5. 81LASL . ， 2名波曜、 I名死亡

1 9 4 6 51LASL • ， 8名被曝、 1名死亡

1 9 52 6IZPR-l 道水炉
米国

4人被町民
アJレヨ'ンヌ

19 52. 1 2 N R X 電水 111
カナタ'

150万ドルの被害チョーク・，)，唱ー

1 9 5 4. 7 I BORAX-l B W R 
米医

l京f乙炉磁虚実験
アイ夕涼・フォール

1 9 5 5. 1 1 E B R -1 F B R 米国
アイ夕涼・フォール

1957 10 W1ndscale 且1鉛炉 英 国
1 4名敏噂、:[31が 25 0 0 0 Ci放出
200平ー方マイルの牛乳市街停止

195 8. 1 0 B K 1 噴水炉 ユーゴスラピ7
6名被幡、 l名死亡

1 9 58. 1 1 G E B '11 R 
米国 1 1 0万ドルの鍋害
アイダホ・フ才一Jレ

19 6 1. 1 I S L - 1 B W R 米屋 3名死亡
アイタ'ホ・7..-)レ 4 3 5万ドルの担1・z

1 9 66. 10 D1rico-f'ermi F B R 
米国 原子炉閉鎖
ミシガン 1 3 0 0 0万ドルの銅寄

1 9 6 7 s L N P マグノヲ
イタリア

クス炉

1 9 69 4 Big R∞k Poinも B W R 米 国

な
過
去
の
実
例
に
加
え
て
、

今

回

の

チ

コニ

ノレ

ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
は
、

そ

れ

が

商

業

用

発

電

所

で

現

実

に

起

こ

る

も

の

で

あ

る

こ

と

を

全

世

界

の

人

び

と

の

恐

怖

の

う

ち

に

示

し

た

の
で
あ
る
。

チ
ェ

ル

ノ

プ

イ

リ

原

発

の

事

故

が

暴

走

事

故

で

あ

っ

た

と

い

う

報

道

に

接

し

た

推

進

派

の

連

中

は

大

い

に

驚

樗

・

動

揺

し

た

が

、

- 29一

rいい、
何
日
日
H
，44
'
 

責
任
に
も
依
然
と
し
て
、

「
日
本
の
原
発
で

は
お
こ
る
筈
の
な
い
事
故
で
あ
る
」
、

と
し、

う

偽

蹴

的

な

姿

勢

を

表

面

的

に

は

と

り

続

け

て
い
る
の
で
あ
る
。



加

圧

水

型

軽

水

炉

(
P
W
R
)
 に
お

け

る

反

応

度

事

故

1 

反

応

度

事

故

の

要

因

P

W

R
型

炉

に

お

い

て

反

応

度

が

プ

ラ

ス

に

な

る

要

因

と

し

て

考

え

ら

れ

る

の

は

、

① 

制

御

棒

の

引

き

抜

き

② 

制

御

棒

ク

ラ

ス

タ

飛

び

出

し

③ 

原

子

炉

冷

却

材

温

度

の

低

下

④ 

ホ

ウ

酸

濃

度

の

低

下

⑤ 

蒸

気

泡

の

つ

ぶ

れ

(
ボ
イ
ド
の
減
少
)

⑥ 

炉
心
構
造
物
の
配
置
の
変
化
、

失
敗

⑦ 

外

部

か

ら

の

異

物

混

入

③ 

燃

料

棒

取

扱

の

失

敗

等
が
あ
る
。

こ

れ

ら

の

要

因

は

B

W

R
の
場
合
も
同
じ
で
あ
る
。

つ
ま
り
、

反
応
度
が
マ
イ
ナ
ス
に
な
る
現
象
の
逆
が
、

反
応
度
が
プ
ラ
ス
に
な
る
現
象
な
の
で
あ
る
。

右
の
よ
う
な
事
象
が
発
生
す
れ
ば
、

原
子
炉
に
プ
ラ
ス
の
反
応
度
が
投
入
さ
れ
、

原

子

炉

の

出

力

は

上

昇
し
は
じ
め
る
。

も
ち
ろ
ん
、

出
力
が
上
昇
す
れ
ば
、

燃
料
温
度
の
上
昇
や
、

原

子

炉

冷

却

材

の

上

昇

な

ど
が
誘
発
さ
れ
、

「
ド
ッ
プ
ラ

l
効
果
」

い
わ
ゆ
る

と
呼
ば
れ
る
、

反

応

度

を

マ

イ

ナ

ス

に

す

る

要

因

も

働
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

も

っ

と

も

速

や

か

対

応

策

は

制

し
か
し
、

反
応
度
が
急
速
に
高
ま
る
場
合
、

御

棒

の

炉

心

へ

の

迅

速

な

挿

入

に

よ

る

原

子

炉

の

停

止

(
ス
ク
ラ
ム
)

以
外
に
な
い
。

し
か
し
、

出

力

上

昇

を

監

視

装

置

が

検

知

し

て

か

ら

ス

ク

ラ

ム

ま

で

に

は

時

間

の

遅

れ

が

あ

り

、

軽
水

炉
で
は
、

も

っ

と

も

急

速

に

対

応

し

て

も

数

秒

は

か

か

る

。

し
た
が
っ
て
、

投

入

反

応

度

増

加

が

大

き

い

と
き
に
は
、

ド

ッ

プ

ラ

l
効
果
を
圧
倒
し
て
、

ウ
ラ
ソ
燃
料
体
の
温
度
は
そ
の
溶
融
点
を
超
え
、

燃

料

体

の
溶
融
、

暴
走
事
故
へ
と
発
展
す
る
。

徴
粉
化
、

爆
発
が
誘
発
さ
れ
、

投
入
さ
れ
た
プ
ラ
ス
の
反
応
度
が
小
さ
く
、

秒

程

度

の

早

さ

で

出

力

が

上

昇

す

る

場

合

に

は

、

ス
ク
ラ

ム
は
有
効
で
あ
る
。

ス

ク

ラ

ム

を

阻

害

す

る

何

ら

か

の

要

因

等

で

ス

ク

ラ

ム

し
か
し
、

対
応
の
遅
れ
や
、

が
失
敗
し
た
場
合
は
、

燃
料
体
の
溶
融
、

ド
ッ
プ
ラ

i
効
果
が
働
い
て
も
、

燃
料
体
か
ら
の
発
熱
が
続
き
、

燃

料

被

覆

管

の

損

壊

に

伴

う

蒸

気

爆

発

や

水

素

爆

発

に

よ

っ

て

原

子

炉

は

破

壊

さ

れ

大

事

故

と

な

る

。

ス
ク
ラ
ム
の
失
敗
は
、

故
障
、

運

転

員

信
号
系
の
故
障
や
、

制
御
棒
を
含
む
制
御
棒
操
作
系
の
損
傷
、

の
誤
判
断
・
誤
操
作
を
原
因
と
し
て
起
こ
る
が
、

こ

れ

ま

で

に

も

各

国

の

軽

水

炉

で

幸

い

大

事

に

至

ら

な

か
っ
た
も
の
の
、

そ

の

一

歩

手

前

と

い

っ

た

事

例

が

数

多

く

発

生

し

て

い

る

。

チ
ェ

ス
ク
ラ
ム
失
敗
や
、

ル
ノ
プ
イ
リ
原
発
事
故
も
、

「
ス
ク
ラ
ム
失
敗
に
よ
る
暴
走
事
故
」

と
い
え
る
の

つ
ぎ
に
述
べ
る
よ
う
に

で
あ
る
。

(
S
C
R
A
M
)
 と
は

制

御

棒

の

挿

入

に

よ

る

核

分

裂

反

応

の

急

速

停

止

の

な
お
、

ス
ク
ラ
ム

こ
と
で
あ
り
、

語
源
の

と

い

う

言

葉

が

示

す

よ

う

に

、

一
九
四

∞m
w
T
W
同
可

。。ロ
2
1
0
-
H
N
O
仏

〉
M
内

O
Z
ω
ロ
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二
年
の
エ
ソ
リ
コ

フ
ェ
ル
ミ
ら
が
指
導
し
た
原
子
炉
シ
カ
ゴ

-
パ
イ
ル
で
、

制
御
俸
を
吊
る
し
た
紐
を
、

い
ざ
と
い
う
と
き
斧
で
切
断
す
る
役
目
の
人
聞
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

原

発

の

暴

走

事

故

と

複

合

・

同

時

共

通

故

障

の

お

そ

ろ

し

さ

2 

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ

に
よ
っ
て
、

反
応

軽
水
炉
と
違
っ
て
⑤
の

「
ボ
イ
ド
の
減
少
」

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
で
は
、

「
ポ
イ
ド
の
増
加
」

に
よ
っ
て
反
応
度
が
上
昇
す
る
タ
イ
プ
で
あ
り
、

度
が
上
昇
す
る
の
で
は
な
く
、

と

く
に
原
子
炉
が
低
出
力
の
場
合
に
は
、

し、

っ
た
ん
ボ
イ
ド
が
増
加
す
る
と
出
力
が
上
昇
し
続
け
る
と
い
う

特

性

を

も

っ

た

原

子

炉

で

あ

っ
た
た
め
事
故
が
起
こ
っ
た
と
云
わ
れ
て
い
る
が
、

ス
ク
ラ
ム
が
成
功
し
て

低

下

し

た

反

応

度

を

と

り

戻

す

た

め

に

制

御

棒

を

引

き
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抜
き
す
ぎ
、

お
れ
ば
あ
の
よ
う
な
事
故
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。

ス
ク
ラ
ム
に
失
敗
し
原
子

炉
は
暴
走
し
た
。 「
反
応
度
操
作
余
裕
」

軽
水
炉
で
も
、

イ
リ
と
同
様
に

が
規
定
値
以
下
に
な
っ
て
い
た
た
め
に
、

「
反
応
度
上
昇
」

が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
ス
ク
ラ
ム
に
失
敗
す
れ
ば
、

チ
ェ
ル
ノ
ブ

「
暴
走
事
故
」

が
発
生
す
る
の
で
あ
る
。

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
は
、

に
よ
る
事
故
で
あ
る
。

右
に
述
べ
た
と
お
り
、

「
反
応
度
上
昇
」

「
ス
ク
ラ
ム
失
敗
」

複

合

し

て

起

こ

っ

た

が

「
複
数
失
敗
」

本
件
伊
方
原
発
の
み
な
ら
ず
、

し
か
し
、

多
く
の
事
故
は
、

日
本
の
原
発
の
安
全
審
査
で
は
、

「
単
一
失
敗
」

だ
け
が
考
慮
さ
れ
、

そ
れ
以
上
の
数
の
組
合
わ
せ
の
失
敗
を
故
意
に
検
討
対
象
か
ら
外
し
て
い
る
。

失敗の態様の分布

(IAEA-IRS:1983-85の原発事故〉

「
単
一
失
敗

可
mw
己
C
円

。

)

の
み
な
ら
ず

複

(ω

一HMmru

[__ 

% 

(
一
九
八
三
年
か
ら
同
八
五
年
の
間
の
み
)
。

間，
m

凶
己
C円
。

)

[__ 

乃
至
は

「
同
時
共
通

数

失

敗

(
宮
己
江

1
0

3 

1 

9 

1 

可
m
二
日
戸
叶
O
)
」

で
起
こ
る
。

上

失
敗

(の
O

B

B

O

ロ

z
o
r
 

。
7 

2 

9 

の
表
は

I
A
E
A
が

世

界

中

の

原

発

事

故

の

「
失
敗
の
態

2 

4 

2 

冨
O
品
。
)

Lー

の

分

類

を

示

す

も

の

で

あ

る

様

(
可

mH--c円
。

失敗の態様

こ
こ
で
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

「
単
一
失
敗
」

よ

システム相互干渉

る
事
故
は
、

全
体
の
四

O
パ

l
セ
ソ
ト
を
占
め
る
に
す
ぎ
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同時共通失敗

ず
、

六

O
パ

i
セ
ソ
ト
は

「
複
合
失
敗
」

「
同
時
共
通

複数失敗

単一失敗

失
敗
」

で
あ
る
。

い
か
に
本
件
伊
方
原
子
炉
を
は
じ
め
、

日
本
の
原
発
の

安
全
審
査
と
許
可
処
分
が
、

現

実

に

合

致

し

な

い

違

法

か

つ
法
令
解
釈
の
誤
り
の
も
と
に
な
さ
れ
て
い
る
か
を
明
白

に
示
し
て
い
る
も
の
と
云
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(
P
W
R
)
 に
お
け
る
暴
走
事
故

3 

加

圧

水

型

軽

水

炉

1

1
①
乃
至
⑧
に
対
応
し
た
暴
走
事
故
が
、

本

件

さ
き
に
述
べ
た
軽
水
炉
で
の
事
故
の
要
因
三
、



伊

方

炉

を

含

む

P
W
R
で
、

ど

の

よ

う

な

原

因

で

発

生

し

、

ど

の

よ

う

な

特

徴

を

も

っ

て

い

る

か

を

以

下

に
指
摘
し
て
お
く
。

(一)

制

御

棒

引

き

抜

き

事

故

制

御

棒

操

作

中

に

、

操

作

装

置

の

故

障

や

誤

操

作

に

よ

っ

て

制

御

棒

が

引

き

技

か

れ

る

と

、

プ

ラ

ス

の

反

応

度

が

投

入

さ

れ

、

出
力
は
上
昇
す
る
。

こ

の

際

引

き

抜

か

れ

た

制

御

棒

の

数

が

多

い

ほ

ど

、

ま
た
、

引

き

抜

き

速

度

が

早

い

ほ

ど

投

入

反

応

度

は

大

き

く

、

出

力

の

上

昇

も

急

激

と

な

り

、

暴

走

は

必

至
と
な
る
。

投

入

反

応

度

が

小

さ

い

場

合

は

、

ス

ク

ラ

ム

に

よ

っ

て

出

力

上

昇

は

抑

え

ら

れ

る

が

、

ス

ク

ラ

ム

に

失

- 34ー

敗

し

た

場

合

は

ド

ッ

プ

ラ

l
効

果

だ

け

が

頼

り

と

な

る

が

、

炉

心

損

傷

事

故

と

な

る

。

仁)

制

御

棒

飛

び

出

し

事

故

加

圧

水

型

軽

水

炉

で

は

、

制

御

棒

の

何

本

か

(

本

件

伊

方

一

号

炉

で

は

一
六
本
)

を

ま

と

め

て
、

制

御

棒

ク

ラ

ス

タ

と

し

、

そ
れ
を
操
作
し
て
い
る
。

各

制

御

棒

ク

ラ

ス

タ

ご

と

に

「
圧
力
ハ
ウ
ジ
ソ

グ

が

原

子

炉

の

蓋

に

と

り

つ

け

ら

れ

て

い

て

、

原

子

炉

内

の

高

い

圧

力

(

約

五

O
気
圧
)

に

よ

っ

て

ク

ラ

ス

タ

が

飛

び

出

さ

な

い

よ

う

に

押

え

つ

け

て

い

る

。

し
た
が
っ
て
、

こ
の

「
圧
力
ハ
ウ
ジ
ソ
グ
」

が

破
損
す
る
と
、

制

御

棒

ク

ラ

ス

タ

は

急

速

に

炉

心

か

ら

抜

け

出

し

て

し

ま

う

。

こ
の

「
制
御
棒
ク
ラ
ス
タ
飛
び
出
し
事
故
」

t主

「
制
御
棒
引
き
抜
き
事
故
」

と

同

種

の

も

の

で

あ

る

が

炉

心

か

ら

の

制

御

棒

抜

け

出

し

速

度

が

よ

り

急

速

で

あ

る

た

め

に

反

応

度

投

入

が

大

き

く

、

暴

走

を

誘
発
す
る
。

た

と

え

一

本

の

飛

び

出

し

で

も

、

ス

ク

ラ

ム

に

よ

る

出

力

抑

止

は

期

待

で

き

ず

、

「
ド
ッ
プ

ラ

i
効
果
」

し

か

頼

り

に

で

き

な

い

と

い

う

厳

し

き

で

あ

る

。

同

原

子

炉

冷

却

材

温

度

の

低

下

事

故

軽
水
炉
で
は
、

原

子

炉

の

冷

却

材

に

使

用

さ

れ

て

い

る

水

は

、

燃

料

の

冷

却

と

同

時

に

、

中

性

子

の

減

速

材

と

し

て

の

役

割

も

果

し

て

い

る

。

し
た
が
っ
て
、

何

ら

か

の

原

因

に

よ

っ

て

冷

却

材

の

温

度

が

低

下

す

る

と

冷

却

材

の

密

度

が

増

加

し

、

炉

心

に

存

在

す

る

水

の

量

、

つ

ま

り

減

速

材

の

量

が

増

え

て

核

分

裂

反

応

を

促

進

し

、

プ

ラ

ス

の

反

応

度

が

投

入

さ

れ

る

。

こ

の

種

の

事

故

は

「
冷
水
事
故
」

と

呼

35一

ば
れ
る
。

P
W
R
で
は
、

一

次

冷

却

材

の

温

度

を

下

げ

る

つ

ぎ

の

よ

う

な

事

象

が

原

因

と

し

て

考

え

ら

れ

て

い

る

。

① 

一

次

冷

却

材

回

路

の

一

回

路

を

停

止

し

て

原

子

炉

を

部

分

負

荷

で

運

転

し

て

い

る

と

き

に

、

停

止

回

路

を

急

に

起

動

し

た

場

合

② 

原
子
炉
運
転
中
に
、

蒸

気

発

生

器

二

次

側

の

給

水

量

が

急

増

し

た

場

合

③ 

原
子
炉
運
転
中
に
、

二

次

系

の

蒸

気

流

量

が

そ

れ

を

調

節

し

て

い

る

タ

!

ピ

ソ

バ

イ

パ

ス

弁

な

ど

の
誤
動
作
に
よ
っ
て
、

急

に

過

大

に

な

っ

た

場

合

い

づ

れ

の

場

合

も

装

置

の

故

障

や

誤

操

作

が

原

因

と

な

っ

て

起

こ

り

、

ス

ク

ラ

ム

失

敗

や

誤

判

断

を

伴



と
暴
走
事
故
へ
と
発
展
す
る
。

同

ホ

ウ

酸

濃

度

希

釈

事

故

P
W
R
で
は
、

運

転

に

伴

う

ウ

ラ

γ
燃

料

の

消

費

で

生

じ

る

反

応

度

の

低

下

を

、

制
御
棒
の

引
き
上
げ
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、

一

次

冷

却

材

中

に

溶

か

し

込

ん

で

あ

る

ホ

ウ

酸

(
中
性
子
吸
収
材
)

の

濃

度

を

薄

め

て

い

く

こ

と

で

補

償

す

る

と

い

う

出

力

制

御

方

式

が

採

用

さ

れ

て

い

る

。

ホ
ウ
酸
の
希
釈
は
、

純

水

を

原

子

炉

内

に

送

り

込

む

と

い

う

操

作

で

行

な

わ

れ

る

が

、

そ

の

操

作

の

過

程
で
、

装
置
の
故
障
や
誤
操
作
に
よ
っ
て
、

規

定

以

上

の

希

釈

が

行

わ

れ

た

場

合

は

、

余

分

の

プ

ラ

ス

反

応
度
が
投
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

出

力

は

上

昇

す

る

。

希

釈

失

敗

の

原

因

と

な

っ

た

故

障

や

誤

操

作

は

、

何

ら

か

の

異

常

事

態

の

際

に

起

こ

る

こ

と

が

多

い

の

で

誤

判

断

な

ど

を

招

き

や

す

く

、

ス

ク

ラ

ム

失

敗

が
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重

な

れ

ば

暴

走

事

故

へ

と

発

展

す

る

。

国

蒸

気

泡

つ

ぶ

れ

事

故

原

子

炉

内

で

ボ

イ

ド

を

発

生

さ

せ

な

が

ら

運

転

し

て

い

る

B

W

R
で
は
、

原

子

炉

内

の

圧

力

の
上
昇
や
、

冷
却
材
温
度
の
低
下
に
よ
っ
て
、

ボ
イ
ド
が
つ
ぶ
れ
、

出

力

が

急

上

昇

す

る

危

険

は

極

め

て

吉
岡
い
。

現
に
最
近
で
も
、

昨
年
一

O
月
に
敦
賀
原
発
一
号
炉
で
、

ま

た

今

年

二

月

に

は

浜

岡

一

号

炉

で

、

そ

れ

ぞ

れ

「
暴
走
事
故
」

の

一

歩

手

前

と

い

う

事

故

が

発

生

し

て

い

る

。

加
圧
水
型
軽
水
炉
の
場
合
は
、

通

常

運

転

時

に

は

加

圧

に

よ

り

ボ

イ

ド

が

生

じ

な

い

の

で

、

ボ
イ
ド
の

つ
ぶ
れ
も
な
い
。

し

か

し

何

ら

か

の

原

因

で

原

子

炉

内

に

ボ

イ

ド

が

発

生

す

る

事

故

が

起

こ

っ

た

場

合

に

は

ボ

イ

ド

つ

ぶ

れ

事

故

の

危

険

が

生

じ

る

。

ボ

イ

ド

の

つ

ぶ

れ

方

が

急

激

な

場

合

や

、

ス

ク

ラ

ム

に

失

敗
し
た
場
合
は
、

当
然
暴
走
事
故
へ
と
発
展
す
る
。

肘

炉

心

構

造

物

の

配

置

変

化

・

失

敗

事

故

反
応
度
増
加
要
因
に
は
、

通

常

運

転

中

に

は

互

い

に

一

定

の

位

置

に

静

止

し

て

い

る

国

体

構

造

物

の

物

理

的

配

置

が

変

化

す

る

こ

と

に

よ

る

も

の

が

あ

る

。

こ

の

よ

う

な

配

置

変

化

は

構

成

機

器

の

摩

耗
や
構
造
の
不
安
定
さ
や
、

そ
の
崩
壊
か
ら
生
じ
る
。

ま
た
、

原
子
炉
内
の
燃
料
集
合
体
は
、

毎

年

一

回

炉

内

で

の

位

置

を

組

み

変

え

て

使

用

さ

れ

て

い

る

。

と

こ

ろ

が

組

変

え

の

場

所

を

間

違

え

て

し

ま

い

、

そ

- 37 -

れ

に

気

付

か

ず

に

炉

を

運

転

す

れ

ば

、

反

応

度

が

プ

ラ

ス

の

領

域

が

生

じ

る

こ

と

に

な

る

。

燃

料

棒

内

の

ウ
ラ

γ
の

濃

縮

度

が

生

産

工

程

な

ど

で

間

違

え

ら

れ

た

場

合

も

同

じ

結

果

が

生

じ

る

。

と

く

に

プ

ル

ト

ウ

ム

燃

料

を

使

用

す

る

「
プ
ル
サ

l
マ
ル
」

計
画
が
実
施
さ
れ
る
と
、

こ
の
危
険
性
は
、

益

々

増

大

す

る

こ
と
に
な
る
。

安
全
審
査
は
、

炉

内

の

形

状

が

変

化

し

な

い

と

い

う

た

て

ま

え

で

行

わ

れ

て

い

る

が

、

地

震

ま

た

は

L

O
C
A
等
に
よ
っ
て
も
、

炉

内

の

形

状

が

大

巾

に

変

化

す

る

と

考

え

ら

れ

る

。

そ

の

場

合

に

は

炉

内

の

核

的

条

件

が

急

激

に

不

安

定

と

な

り

、

そ

れ

に

よ

っ

て

暴

走

事

故

が

生

じ

る

可

能

性

が

あ

る

。

一

九

八

七

年

四

月

に

福

島

原

発

(
B
W
R
)

で
発
生
し
た
事
故
は
、

そ

の

可

能

性

を

示

し

た

も

の

と

云



え
よ
う
。
福
島
県
沖
地
震
に
よ
っ
て
、

炉
が
揺
れ
た
の
で
あ
る
が
、

地

震

の

揺

れ

に

よ

っ

て

ス

ク

ラ

ム

が

か
か
っ
た
の
で
は
な
く
炉
内
の
核
的
均
衡
が
乱
さ
れ
、

炉

心

の

中

性

子

密

度

が

通

常

の

一
八
パ

l
セ
ン

ト
ま
で
上
昇
し
、

そ
れ
に
よ
っ
て
ス
ク
ラ
ム
が
か
か
っ
た
の
で
あ
る
。

(廿

外

部

か

ら

の

異

物

混

入

事

故

炉

心

に

外

か

ら

不

要

な

物

質

が

入

り

込

ん

で

反

応

度

が

加

え

ら

れ

る

こ

と

が

あ

る

。

大
量
に

入
り
や
す
い
の
は
空
気
と
水
で
あ
る
。

空
気
は
一
次
系
破
断
の
と
き
、

水

は

一

次

系

の

伝

熱

面

が

破

れ

た

と
き
入
り
込
む
。

潤
滑
剤
、

腐
食
生
成
物
、

し、

ち

そ
の
他
の
不
純
物
が
一
次
系
に
入
る
と
、

そ
の
ほ
か
、

ぢ

る

し

い

反

応

度

効

果

を

ひ

き

起

こ

す

こ

と

が

あ

る

。

あ
る
冷
却
材
、

と
く
に
液
体
金
属
は
、

反
応
度
を

酸

素

ま

た

は

水

の

存

在

下

で

燃

焼

の

危

険

が

あ

り

、

添
加
す
る
。

軽
水
炉
で
の
主
な
問
題
は
、

低

い

温

度

を

一
次
系
の
漏
水
が
低
い
中
性
子
吸
収
体
濃
度
や
、

も
た
ら
し
、

こ
れ
に
よ
り
暴
走
事
故
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
。

い)

燃

料

棒

取

扱

い

失

敗

事

故

軽
水
炉
に
お
い
て
燃
料
棒
取
替
作
業
中
は
、

原
子
炉
の
上
蓋
を
開
け
、

一
次
冷
却
材
中
に
ホ

ウ
酸
を
多
量
に
入
れ
て
作
業
を
す
る
。

こ
の
と
き
は
、

P
W
R
で

は

制

御

棒

を

抜

き

出

し

た

ま

ま

で

作

業

が
行
わ
れ
る
。

こ
の
条
件
下
で
燃
料
集
合
体
が
落
下
し
た
り
、

崩

れ

た

り

し

て

多

数

体

が

近

接

す

る

な

ど

が
あ
れ
ば
反
応
度
は
上
昇
す
る
。

こ

の

作

業

中

に

大

地

震

が

起

こ

れ

ば

大

事

故

に

至

る

お

そ

れ

は

、

大」

p
り

に
増
大
す
る
。

ま
た
、

こ

の

事

故

は

炉

心

内

の

作

業

時

だ

け

で

は

な

く

燃

料

貯

蔵

プ

!

ル

で

の

作

業

中

で

も

起

こ

り

う

る

プ

ー

ル

内

の

ホ

ウ

酸

濃

度

を

誤

っ

て

減

少

さ

せ

て

い

た

場

合

、

事
故
は
ま
ず
ま
ず
大
き
く
な
る
。

。1)

ま
と
め

以
上
の
と
お
り
、

本

件

伊

方

原

子

炉

を

含

む

日

本

の

軽

水

炉

に

お

い

て

も

暴

走

事

故

の

原

因

並
び
に
そ
の
態
様
は
多
様
で
あ
り
、

暴

走

事

故

発

生

の

危

険

は

逼

迫

し

て

い

る

の

で

あ

る

。

四

本

件

安

全

審

査

に

お

け

る

「
暴
走
事
故
」

の
審
査
は
で
た
ら
め
で
あ
る
。

以
上
述
べ
た
と
お
り
、

本

件

伊

方

炉

を

含

む

加

圧

水

型

軽

水

炉

に

お

い

て

も

、

「
暴
走
事
故
」

は

十

分
起
こ
り
得
る
の
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、

本
件
の
安
全
審
査
で
も
、

「
各
種
事
故
の
検
討
」

に
お
い
て
、

原

子

炉

の

反

応

度

に

変

化

を

も

た

ら

す

「
反
応
度
事
故
」

が
審
査
さ
れ
、

つ

ぎ

の

五

種

類

の

事

故

が

そ

の

対
象
と
さ
れ
た
。

①

制

御

棒

ク

ラ

ス

タ

引

抜

事

故

②

ホ

ウ

素

希

釈

事

故

③

制

御

棒

ク

ラ

ス

タ

落

下

事

故

④

制

御

棒

ク

ラ

ス

タ

抜

出

事

故

⑤

燃

料

取

扱

事

故
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(
乙
六
号
証
、

「
各
種
事
故
の
検
討
」

1 

「
反
応
度
事
故
」

参
照
)

4 

そ
れ
ら
は
さ
き
に
三
、

3
節
で
述
べ
た
事
故
の
中
に
含
ま
れ
る
が
、

そ
の
全
部
で
は
な
く
、

審
査
対
象
の

欠
落
が
あ
る
と
云
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

し
か
も
、

本
件
安
全
審
査
で
は
、

こ
れ
ら
の
事
故
が
暴
走
に
つ
な
が
る
危
険
は
全
く
否
定
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
は
、

あ
ら
か
じ
め
暴
走
に
至
ら
な
い
よ
う
な
条
件
を
付
し
て
事
故
の
検
討
を
す
る
と
い
う
手
口
が
採

用
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、

最
短
距
離
で
暴
走
と
つ
な
が
っ
て
い
る

「
制
御
棒
ク
ラ
ス
タ
抜
出

(
飛
び
出
し
)

事
故
」

を
例
に
あ
げ
る
と
、

そ
の
審
査
で
は
、

次
の
よ
う
な
条
件
が
恋
意
的
に
前
提
と
さ
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、

「
制
御
棒
ク
ラ
ス
タ

運
転
中
は
制
御
棒
ク
ラ
ス
タ
が
ほ

一
本
が
瞬
時
に
抜
け
出
し
て
も
、

ぼ
引
き
抜
か
れ
た
状
態
に
あ
る
」

と
い
う
条
件
設
定
で
あ
る
。

し
か
し
、

こ
の
条
件
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
置
き
か
え
る
と
、

暴
走
事
故
は
必
至
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

「
制

御
棒
ク
ラ
ス
タ
の
複
数
本
が
瞬
時
に
抜
け
出
し
、

原
子
炉
が
高
温
待
機
の
状
態
に
あ
っ
た
と
す
る
」

と

「
制
御
棒
ク
ラ
ス
タ
引
抜
事
故
」

「
ホ
ウ
素
希
釈
事
故
」

、

「
燃
料
取
扱
事
故
」

に
つ
い
て
、
も
、

安

と

全
側
に
収
ま
る
御
都
合
主
義
的
な
事
故
条
件
を
前
提
と
し
て
安
全
審
査
が
行
わ
れ
て
い
る
点
で
は
同
様
で

あ
り
、

ま
と
も
な
安
全
審
査
と
は
と
う
て
い
云
え
な
い
の
で
あ
る
。

そ
れ
だ
け
で
は
な
く
三
、

3
節
で
述
べ
た
運
転
中
の
原
子
炉
に
お
け
る

「
冷
水
事
故
」

や
事
故
条
件
下

の
原
子
炉
で
の

「
ポ
イ
ド
つ
ぶ
れ
事
故
」

等
々
は
全
く
審
査
さ
れ
て
い
な
い
。

さ
ら
に
、

安
全
審
査
に
お
け
る

「
重
大
事
故
」

「
仮
想
事
故
」

「
災
害
評
価
」

の
際
に
想
定
さ
れ
る

と

の
い
ず
れ
に
も
、

「
暴
走
事
故
」

は
ま
っ
た
く
対
象
と
さ
れ
ず
無
視
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
で
、

そ
の
現
実
性
が
立
証
さ
れ
た
原
子
炉
の
暴
走
事
故
に
つ
い
て
、

事

故
の
検
討
」

「
災
害
評
価
」

何
の
根
拠
も
な
く
無
視
し
た
本

に
際
し
て
だ
け
で
は
な
く
、

に
お
い
て
も
、

件
安
全
審
査
は
、

設
置
許
可
の
認
定
を
す
る
目
的
に
奉
仕
す
る
だ
け
の
で
た
ら
め
極
ま
る
も
の
で
あ
る
と

云
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

第

四

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
に
よ
る
被
害

放
出
放
射
能
量

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
は
、

原
発
史
上
最
大
・
最
悪
の
も
の
で
あ
っ
た
。

放
出
さ
れ
た
放
射

能
の
量
は
、

世
界
中
の
す
べ
て
の
原
発
の
大
事
故
の
場
合
に
想
定
さ
れ
て
い
る
放
出
量
を
は
る
か
に
越
え
、

ど
の
国
で
も
原
発
が
な
ん
の
根
拠
も
な
い
無
責
任
な
楽
観
的
見
通
し
の
も
と
に
建
設
・
運
転
さ
れ
て
い
る

か
を
明
ら
か
に
し
た
。

さ
き
に
述
べ
た

I
A
E
A
の
会
議
に
提
出
さ
れ
た
ソ
連
の

「
報
告
書
」

に
よ
る
と
、

気
体
状
の
も
の
を

除
い
て
、

総
計
五

0
0
0
万
キ
ュ
リ
ー
の
放
射
性
物
質
が
環
境
に
放
出
さ
れ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

し

~圃
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か
し
こ
の
数
字
は
、

事
故
発
生
後
一

O
日
の
時
点
に
減
表
補
正
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
の
で
、

こ
れ
を
そ
の

こ

れ

に

除

か

れ

た

キ

ま

ま

逆

補

正

し

て

実

量

を

計

算

し

た

だ

け

で

一

億

四

O
O
O
万
キ
ュ
リ
ー
と
な
り
、

実

に

三

億

キ

ュ

リ

ー

を

超

え

る

放

射

能

が

環

境

に

放

出

さ

れ

た

こ

と

に
な
る
。

セ
ノ
ソ
等
の
希
ガ
ス
を
加
え
る
と
、

も

っ

と

も

放

出

量

が

多

い

場

合

と

し

て

想

定

さ

れ

た

「
仮
想
事
故
」
ち
な
み
に
本
件
伊
方
炉
の
安
全
審
査
で
、

「
燃
料
溶
融
事
故
」

の
と
き
で
も
、

ヨ
ウ
素
約
九
四
四
キ
ュ
リ
ー
、

希

ガ

ス

約

一

六

万

の

い

か

に

本

件

の

安

全

審

査

や

許

可

処

分

四
五

O

O
キ
ュ
リ
ー
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

今

回

の

事

故

に

よ

っ

て

ま

す

ま

す

明

白

に
な
っ
た
と
云
え
る
。

現

実

と

か

け

離

れ

た

虚

偽

の

も

と

に

な

さ

れ

て

い

る

か

が

、

が

し
か
し
な
が
ら
、

一
方
、

「
報
告
書
」

沈

着

し

た

放

射

能

の

量

が

五

0
0
0
万
キ
ュ
リ
ー
で
あ
っ
た
記
述
が
あ
る
の
で
、

過

少

な

数

値

を

発

表

し

た

も

の

と

推

測

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

内
で
、

右

の

ソ

連

の

「
報
告
書
」

は

総

放

出

量

の

計

算

根

拠

を

明

確

に

示

し

て

い

な

い

。

の
附
属
文
書
に
は
、

チ

ェ

ル

ノ

ブ

イ

リ

を

中

心

と

す

る

六

0
0
キ

ロ

メ

ー

ト

ル

の

圏

ソ

連

は

こ

の

数

し
か
し
、

字
を
総
放
出
量
に
す
り
変
え
て
、

そ

こ

で

京

都

大

学

原

子

炉

実

こ

れ

は

当

然

実

際

の

量

と

大

き

く

か

け

離

れ

る

こ

と

に

な

る

。

験
所
の
、

瀬
尾
・
今
中
・
小
出
の
三
氏
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
で
測
定
、

発

表

さ

れ

た

放

射

能

沈

着

量

の

て

発

表

し

て

い

る

デ

ー

タ

と

白

か

ら

の

測

定

デ

1
タ
と
を
も
と
に
し
て
、

。

解析の結果得られたい〈つかの帯域におけるU1I，

!lICsおよび全核種の沈着量(単位111015Bqで， 5月

6日換算).かっこ内l土ソ連の評価値.

よ

り

現

実

に

近

い

事

故

全

体

の

沈

着

量

を

推

計

し

(
岩
波
「
科
学
」

一
九
八
八
年
二
月
号
)

6∞~30∞ km 

上
の
表
は
そ
の
結
果
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、

単

位

は

ベ

ク

レ

F
3
4
-
a
-

お

9
M
m

/レ

(
B
q
)
 
で
あ
る
。

三
・
七
×

一
O
の

一
O
乗

ベ

ク

レ

ル

が

キ
ュ
リ
ー
に
相
当
す
る
。

O~ωOkm 

総5(270)

66(37) 

31∞(1850) 

ニ
氏
の
推
計
に
よ
れ
ば
、

い

づ

れ

の

放

射

性

物

質

の

沈

着

量

も

五
倍
多
く
な
っ
て
お
り
、

，.... 
'-

ソ
連
の
報
告
よ
り
、

二
倍
か
ら
二
・

核種 -1O":'30k~ 

160(74) 

11.3(10.4) 

926(729) 

の
数
値
は

「
沈
着
量
」

で
あ
る
か
ら
、

放

出

量

は

当

然

こ

の

数

値

よ
り
大
巾
に
多
い
筈
で
あ
り
、

こ
の
沈
着
量
は
、

放

出

量

の

下

限

を

示

す

も

の

と

し

て

取

り

扱

う

こ

と

が

十

分

で

き

る

。

UTCS 

全核種

な

ら

び

に

世

界

各

国

の

被

害

事
故
に
よ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、

ソ
連
・

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

で

の

集

団

被

曝

線

量

値

を

推

定

す

れ

ば

二

億

二

O

右
の
推
定
値
を
も
と
に
、

こ
れ
に
も
と
-
つ
い
て
、

将

来

に

む

け

て

生

じ

る

で

あ

ろ

う

ガ

ソ

死

の

数

を

見

積

も
る
こ
と
が
で
き
る
。

0
0
万
人
レ
ム
と
な
る
。

こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、

今
中
氏

の
評
価
に
よ
れ
ば
、

放
射
線
ガ
ソ
死
の
危
険
度
に
つ
い
て
は
、

リ
ス
ク
係
数
は
一

O

O
万

人

レ

ム

当

り

六

O
O
I
二

0
0
0
件
で
あ
り
、

チ
ェ
ル
ノ

プ
イ
リ
原
発
事
故
に
よ
る
ガ
ソ
死
は
、

一
三
万

J
四
二
万
件
と
な
る
。

放

射

線

の

影

響

を

過

少

評

価

す

る

42 -- 43一



ポーランドの出生率の変化人口千人当り

の出生数

• •• 20 
人

• •• 
• • • 

• -• . _. .-

10 
人

こ

と

で

知

ら

れ

て

い

る

「
国
際
放
射
線
防
護
委

-• ..・
-・• • 

1987 

員
h. 
Z三

(
I
C
R
P
)
 L一一

の
係
数
を
用
い
る
と
、

ガ

ソ

死

は

二

万

二

O
O
O
件
と
な
る
。

他
方
、

ア

メ

リ

カ

の

権

威

者

で

あ

る

ゴ

フ

マ

γ
氏

の

提

1986 

唱
し
て
い
る
係
数
に
よ
れ
ば
、

実

に

約

九

O
万

件

の

人

が

被

曝

に

よ

る

ガ

ソ

の

た

め

死

ぬ

こ

と

に
な
る
。

驚

く

べ

き

数

の

被

害

と

云

わ

な

け

れ

1985 

ぷ

ι
工
・
つ
工
、

o

p
u
'
J
J
p
h
v
-
4
J
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云
う
ま
で
も
な
く
、

放
射
線
被
曝
の
影
響
は
、

ガ

γ
だ
け
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
い
。

上

の

図

は

チ

ェ

ル

ノ

ブ

イ

リ

原

発

事

故

前

後

の

ポ

l

ラ
ソ
ド
に
お
け
る
新
生
児
の
出
生
率
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、

乳

幼

児

や

胎

児

は

放

射

線

の

影

響

を

受

け

や

す

く

、

者
が
多
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

遺

伝

子

に

放

射

能

が

与

え

る

影

響

も

深

刻

で

あ

る

。

事
故
後
顕
著
な
低
下
が
あ
る
の
が
わ
か
る
。

死
産
ま
た
は
、

遺

伝

的

影

響

を

心

配

し

て

中

絶

す

る

劣
性
突
然
変
異
は
数
世
代
の
ち
に
出
現
し
、

日

障

害

を

受

け

た

遺

伝

子

は

世

代

か

ら

世

代

に

受

け

継

が

れ

、

そ
の
影
響
は
永
久
に
続
く
の
で
あ
る
。

つ
ぎ
」

之らbこヌミ1・-9ぷ泊、v ヌブ。。エ三位3'1直刀JiL 和~茸まて.".

〉り〈一一 t止イベミ当永住イ云白勺問事E宅毎=

7 8 (1977) UNSCEAR 

31-475 (1979) BEIR-ill 

80-8400以上

2 1 0 -1 0 800 

(1981) 

(1984) 

GOfi'fi'MAN  

BERTELL 

数万個人間の持つ遺伝子座位:

( 1 0 0 0人に 7人)約 1000 優位遺伝病:

5人)(1 0 0 0人に 2、約 10 0 Q 劣生遺伝病:

の
表
は
、

生

殖

腺

線

量

で

一
O
O
万

人

レ

ム

に

対

す

る

一

世

代

当

り

の

遺

伝

的

障

害

の

発

生

量

を

推

計
す
る
い
ろ
い
ろ
な
見
解
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、

今

回

の

チ

ェ

ル

ノ

ブ

イ

リ

原

発

事

故

に

よ

る

放

射

性
物
質
の
放
出
量
の
影
響
を
深
刻
に
と
ら
え
る
パ

l

テ
ル
教
授
の
見
解
に
従
う
と
、

遺

伝

的

障

害

の

発

生

は

最

大

で

二

二

O
万

人

以

上

と

い

う

こ

と

に

な

る

-45 -

原
発
の
大
事
故
の
お
そ
ろ
し
さ
は
、

長

期

に

わ

た
る
影
響
も
含
め
て
考
え
る
と
、

言

う

べ

き

言

葉

も
な
い
。

事

故

の

被

害

は

も

ち

ろ

ん

人

間

だ

け

が

受

け

る

も
の
で
は
な
い
。

多

く

の

家

畜

や

野

性

動

物

も

放

射

能

で

汚

染

さ

れ

た

牧

草

や

餌

を

摂

取

し

死

ん

で

い
っ
た
。

汚

染

の

疑

い

あ

る

食

用

動

物

も

大

量

に

屠

殺

さ



れ
た
。

こ
れ
を
原
料
と
す
る
酪
農
製
品
は
、

つ
ぎ
つ
ぎ
と
廃
棄
さ
れ
た
。

今
後
と
も
長
期
に
わ
た
っ

汚
染
ミ
ル
ク
や
、

に
沈
着
し
た
セ
シ
ウ
ム

ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
等
の
半
減
期
は
約
三

O
年
で
あ
り
、

生
態
系
全
体
に
与
え
る
影
響
も
憂
慮
さ
れ
る
。

コ
の
出

て
穀
物
・
果
実
・
野
菜
・
牧
草
等
を
汚
染
し
続
け
る
の
で
、

す
で
に
チ
ェ

ル

ノ

プ

イ

リ

周

辺

で

T
M
I
原
発
の
と
き
と
同
様
、

巨

大

な

タ

ン

ポ

ポ

の

葉

や

キ

ノ

現
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

汚

染

さ

れ

た

原

料

で

つ

く

ら

れ

た

食

品

は

、

し

か

し

土

地

業
、

経

済

に

与

え

た

打

撃

も

甚

大

で

あ

る

。

各
国
で
取
引
を
拒
ま
れ
て
い
る
。

農

廃

棄

を

免

れ

た

穀

物

や

乳

製

品

な

ど

は

、

世

界

の

差

別

的

経

済

構

造

に

よ

っ

人

び

と

の

健

康

や

生

命

を

蝕

む

の

で

あ

る

。

リ

カ

等

の

い

わ

ゆ

る

低

開

発

諸

国

に

輸

出

さ

れ

、

な
お
参
考
の
た
め
、

ヨ
I
t

ロ

ッ

パ

中

部

で

の

セ

シ

ウ

ム

三

七

の

沈

着

濃

度

の

分

布

を

示

す

地

図

を

次

に
掲
げ
て
お
く
。

事

故

の

影

響

が

ヨ

l
ロ

事
故
が
生
活
全
般
、

て
、

飢

餓

に

苦

し

む

ア

フ

- 46 -

ッ

パ

全

土

に

及

ん

で

い

る

こ

と

が

よ

く

わ

か

る

。
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ま
た
次
表
は
、

チ

ェ

ル

ノ

プ

イ

リ

原

発

事

故

に

よ

る

ガ

ン

の

推

定

発

生

数

を

前

述

の

ゴ

フ

てr

ソ
博
士
が

計
算
し
た
も
の
で
あ
る
。

国 人口 ひば〈 白血病 その他 その他

線量 全ガン死 全ガン発生
万人 ミリレム 人 人 人

アルパニア 250 12 3 110 220 
オーストリア 760 174 200 4.900 9，800 
ベルギー 1，000 2 3 75 150 
プルガリア 860 172 225 5，500 11，000 
カナダ 2，213 0.4 33 66 
チェコスロバキア 1，550 52 125 3，000 6，000 
デンマーク 510 15 12 280 560 
フィンランド 480 249 180 4，450 8，900 
フランス 5，454 58 480 11，800 23，600 
西ドイツ 6，140 172 1，600 39，400 78，800 
東ドイツ 1， 710 201 530 12，800 25，600 
ギリシャ 970 3 5 110 220 
ハンガリー 1，060 41 65 1，620 3.240 
アイ)1"ランド 310 1.3 15 30 
イタリー 5，620 29 250 6，100 12.200 
日本 11，950 0.8 15 360 720 
ffl国 3.390 0.6 3 75 150 
ルクセンプルク 35 12 16 32 
オランダ 1，440 12 26 640 1，280 
ノノレウヱー 413 86 55 1.300 2.600 
ポーランド 3.690 259 1.470 35.700 71.400 
ルーマニア 2.290 770 2.700 66.000 132.000 
スペイン 3.820 2.6 15 370 7~0 
スエーデン 830 496 630 15.-100 30.800 
スイス 650 236 240 5.700 11， 400 
トルコ 4.800 100 740 18.000 36.000 
イギリス 5.600 65 560 13.600 27.200 
アメリカ 23.500 0.05 2 :14 88 
ソ連

ウクライナ 5.070 936 7，300 177.000 354，000 
ヴィエロロシア 990 714 1， 100 26.400 52.800 
モルダビア <108 125 80 1.900 3，800 
パルチック 766 104 120 3.000 6.000 
モスクワ 840 40 50 1，250 2，500 
レニングラード 470 148 110 2，600 5，200 
ユーゴスラビア 2.300 185 650 15，900 31，800 

合計 19.500 475‘500 951，000 

〈全ガン患者 970，500 ガン死者 495.000)

チヱルノプイリ原発事故によるガシ発生数=ゴツフマンの評価

(セシウム 137.セシウム 13.:1-による外部ひはく)
( 1 98万キュリーのセシウム 137が放出されたとする)
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大

量

殺

人

に

ほ

か

な

ら

な

い

か

を

示

し

て

い

る

し

か

も

こ

の

推

計

も

セ

シ

ウ

ム

い

か

に

全

世

界

の

人

類

を

対

象

と

す

る

、

三
七
と
一

三

四

の

外

部

被

曝

の

影

響

に

よ

る

も

の

の

み

の

計

算

で

、

原
発
事
故
が
、

ソ

チ

ウ

ム

な

ど

に

よ

る

影

響

は

含

ま

れ

て

い

な

い

の

で

あ

る

。

な

お

こ

れ

以

外

プ

ル

ト

ニ

ウ

ム

や

ス

ト

ロ

に

莫

大

な

数

に

の

ぼ

る

野

性

の

動

物

や

家

畜

類

が

被

害

を

受

け

て

い

る

こ

と

は

云

う

ま

で

も

な

い

。

は

か

り

知

れ

な

い

悪

影

響

を

及

ぼ

す

こ

と

は

さ

き

に

述

べ

た

放

射

能

が

人

や

動

物

な

ど

の

遺

伝

子

に

、

人間のfiや胎児に対するxa照射の後に起きたと報告されている先天性異常

L

1

1

 

4. 

5. 

6. 

7. 

8. 

9. 

10. 

11. 

12. 

13. 

14. 

15. 

限量E

死涯の勾加

低出生体盟児

新生児や幼児の死亡伊lのt包加

耳の異常

二分守縫

口蓋裂{訳注:rl王形成期間中に

ロ去の閉合不全を起Eしたことに

よるJr関上.J)

腕の奇形

内反足

減指骨1i!

lli祉E亙合

辺m
エナメル形威不全

筒形成不全

生死l~の奇形

&司・
h

a

1

a

L

1

1

・・
A

・B・--ヲ白内
4

内4

お.

24. 

25. 

26. 

τ7. 
28. 

29. 

30. 

小頭~(もゥとも多い)

水頭症

穿孔l'Il!ii:(訳注:r側脳宣の空洞が

大脳半~の表面へ鉱蛮する状怨J

rマグ。ーヒル科学筏街用語大詩

興』より)

精神荷量奇

ダウン症候I洋

白痴

頭部の骨化不全

頭蓋骨形成不全

短E重症

小限Eま庄

小角限箆

欠鼠~

斜視

白内~

脈絡I伺E耳炎

が

そ

の

影

響

を

具

体

的

に

ま

と

め

た

報

告

は

ま

だ

発

表

さ

れ
て
い
な
い
。

上
の
表
は

X
線
照
射
が
人
の
匪
や
胎
児
に
影
響
を
与
え
て
、

- 49 -

先

天

性

異

常

児

と

し

て

生

ま

れ

た

症

例

を

示

し

て

い

る

。

原

発

事

故

に

よ

る

放

射

能

が

与

え

る

遺

伝

子

の

障

害

が

、

つ
ぎ

つ
ぎ
と
受
け
継
が
れ
て
、

未

来

の

人

類

に

ど

の

よ

う

な

災

厄

を

も

た

ら

す

か

を

示

す

も

の

で

あ

る

。

原

発

事

故

は

核

兵

器

の

投

下

と

遺

伝

的

に

は

同

じ

影

響

を

与
え
る
も
の
で
あ
り
、

こ

の

よ

う

な

災

害

の

危

険

性

を

常

に

内
包
す
る
原
発
が
、

反
人
道
的
で
、

人

類

の

生

存

を

脅

や

か

す

存

在

で

あ

る

こ

と

を

明

ら

か

に

示

し

て

い

る

。



本

件

伊

方

原

子

炉

で

チ

ェ

ル

ノ

ブ

イ

リ

と

同

規

模

の

事

故

が

発

生

し

た

と

き

の

、

被

害

の

推

計

大

事

故

に

よ

る

原

子

炉

の

破

壊

状

態

で

、

炉

心

か

ら

〈

死

の

灰

〉

の

中

の

ど

の

よ

う

な

種

類

の

放

射

性

毒

物

(

放

射

性

核

種

)

カt

ど
れ
位
、

大

気

中

に

流

出

す

る

か

に

つ

い

て

は

、

有

名

な

ラ

ス

ム

ツ

セ

γ
報
告
が
あ
る
。

同
報
告
は
、

米
国
の
原
子
力
委
員
会
が
、

大

災

害

を

も

た

ら

す

よ

う

な

原

発

事

故

の

発

生
確
率
は
、

実

際

に

は

問

題

と

な

ら

な

い

ほ

ど

小

き

い

、

と

い

う

こ

と

を

国

民

に

示

す

目

的

で

、

一
フ
ス
ム

ツ

セ

ソ

教

授

を

長

と

す

る

グ

ル

ー

プ

に

依

頼

し

た

研

究

の

報

告

書

で

、

一
九
七
五
年
に
公
表
さ
れ
た
。

し

か
し
、

同

報

告

書

が

採

用

し

た

確

率

論

的

安

全

研

究

の

手

法

に

対

し

て

は

、

各

方

面

か

ら

の

批

判

が

高

ま

り

つ
い
に
、

原

子

力

委

員

会

解

体

後

に

発

足

し

た

米

国

原

子

力

規

制

委

員

会

は

、

ス
リ

1
マ

イ

ル

島

原

発

事

故

発

生

の

直

前

の

一

九

七

九

年

に

、

「

こ

の

報

告

に

あ

る

原

発

事

故

発

生

確

率

の

数

値

を

、

原

発

が

- 50 

安

全

で

あ

る

と

の

根

拠

と

す

る

こ

と

は

で

き

な

い

」

と
し
て
、

同

報

告

の

政

治

的

目

的

へ

の

利

用

を

撤

回

す
る
に
至
っ
た
。

こ
う
し
て
、

同

報

告

に

記

載

さ

れ

て

い

る

原

発

事

故

の

発

生

確

率

の

推

測

値

は

、

そ

の

権

威

を

失

っ

た

が

軽

水

炉

原

発

を

対

象

に

想

定

さ

れ

た

い

く

つ

か

の

炉

心

溶

融

事

故

に

つ

い

て

、

同

報

告

が

算

出

し

た

流

出

放

射

能

の

推

測

値

は

、

そ

の

後

も

原

発

事

故

時

の

災

害

規

模

を

推

定

す

る

際

の

有

力

な

手

が

か

り

と

な
っ
て
い
る
。

一
方
、

溶

融

炉

心

か

ら

大

気

中

に

流

出

し

た

揮

発

性

の

〈
死
の
灰
〉

は

風

下

方

向

に

「
放
射
雲
」

と

な

っ

て

拡

散

し

な

が

ら

流

れ

て

い

く

。

そ
の
模
様
は
、

風
向
、

風
速
、

大

気

安

定

度

な

ど

の

気

象

条

件

が

わ
か
れ
ば
、

パ

ス

キ

ル

の

拡

散

式

を

用

い

て

予

測

で

き

る

。

京

都

大

学

原

子

炉

実

験

所

の

瀬

尾

健

博

士

は

、

長
年
に
わ
た
っ
て
、

原

発

事

故

時

の

災

害

評

価

の

研

究

に
従
事
し
、

本

件

原

子

炉

へ

の

適

用

に

つ

い

て

も

、

す
で
に
発
表
し
て
い
る
。

(
甲
第
四
六
二
号
証
、

八

O
頁
参
照
)

今

回

の

チ

ェ

ル

ノ

ブ

イ

リ

事

故

級

の

炉

心

溶

融

事

故

が

、

本

件

伊

方

炉

で

発

生

す

れ

ば

ど

の

よ

う

な

災

害

が

も

た

ち

さ

れ

る

で

あ

ろ

う

か

。

右

の

瀬

尾

博

士

の

手

法

を

用

い

れ

ば

容

易

に

推

定

で

き

る

。

(
ガ
ン

本

件

伊

方

炉

の

電

気

出

力

は

五

六

万

キ

ロ

ワ

ッ

ト

で

、

チ

ェ

ル

ノ

ブ

イ

リ

原

発

の

そ

れ

の

約

半

分

で

あ

p
h
u
 

発

生

率

は

一

九

八

一

年

ア

メ

リ

カ

の

ゴ

フ

マ

ソ

博

士

が

発

表

し

た

係

数

に

よ

る

)

る

し
た
が
っ
て
、

原

子

炉

内

に

蓄

積

さ

れ

る

〈
死
の
灰
〉

の
量
も
約
半
分
と
な
る
の
で
、

炉

心

溶

融

時

の

流

出

の

放

射

能

量

を

チ

ェ

ル

ノ

ブ

イ

リ

原

発

事

故

時

の

半

分

の

約

三

億

キ

ュ

リ

ー

と

仮

定

し

よ

う

。

ま

た
、

事
故
発
生
時
に
は
、

西
南
西
の
南
風
が
吹
き
、

瀬

尾

計

算

の

際

と

同

様

に

、

揮

発

性

の

〈
死
の
灰
〉

を

含

ん

だ

「
放
射
雲
」

が

次
の
図
に
示
し
て
あ
る
よ
う
に
、

開

き

角

約

五
度
の
方
向
の
風
下
に
向
か
っ

て

拡

散

し

な

が

ら

移

動

す

る

と

し

よ

う

。

「
放
射
雲
」

は

約

九

0
0
キ
ロ
の
飛
行
の
後
に
、

太
平
洋
上
に
で
る
が
、

そ
れ
ま
で
の
問
、

「
放
射

雲
」

お
よ
び
、

そ

れ

か

ら

地

上

に

落

下

し

た

〈
死
の
灰
〉

か

ら

の

放

射

線

の

被

曝

と

呼

吸

に

よ

っ

て

取

り



込
ん
だ
空
気
中
の

〈
死
の
灰
〉

の
内

部
被

爆

と

に
よ
っ
て

人
口
敏
密
な

「
太
平
洋

ベ

ル
ト
地
帯
」

を
中
心

以
下
の
よ
う
な
破
局
的
な
大
災
害
を
与
え
る

。

急

性

死

風
下
約
五
キ
ロ
ま
で
の
地
域
で
約
九
八

O
人

緩

慢

死

肺

ガ

γ

約

一
万
七

O
O
O
人

胃
腸
ガ
ソ

約

五
万
九

O
O
O
人

甲

状

腺

ガ

ン

約

一
万
六

O
O
O
人

そ
の
他
の
ガ

γ

三
万

0
0
0
0
人

約

合

計

約
三
二
万
二

O
O
O
人

使

用

不

能

地

域

風
下
約
五

0
キ
ロ
ま
で
の
約
三
一
ニ

O
平
方
キ
ロ
の
地
域

い
う
ま
で
も
な
く
、

「
放
射
雲
」

は
人
的
損
害
だ
け
で
な
く
、

社
会
的
、

経
済
的
大
混
乱
を
も
た
ら
し
、

そ
れ
に
伴
う
物
質
的
損
害
も
ま
た
天
文
学
的
数
値
に
達
す
る
で
あ
ろ
う
。

瀬
尾
博
士
の
推
定
に
よ
れ
ば
、

ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事

故
は
、

ラ
ス
ム
ツ
セ
ソ
報
告
で
も
最

今
回
の
チ
ェ

大
級
の
炉
心
溶
融
事
故
と
同
等
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。

こ
う
し
た
大
事
故
の
発
生
確
率
は
、

一
フ
ス

ム
ツ
セ

γ
報
告
で
は
、

本
件
伊
方
炉
の

一
原
子
炉
当
り
二

O
万
年
に

一
回
と
さ
れ
て
い
た
。

そ
う
し
て
、

安
全
審
査
に
お
い
て
も
、

こ
う
し
た
炉
心
溶
融
事
故
は
、

「
想
定
不

災
害
評
価
の
た
め
の
想
定
事
故
か
ら
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適
当
で
あ
る
」

と
し
て
除
外
さ
れ
て
き
た
。

そ
し
て
、

「
技
術
的
見
地
か
ら
は
、

起

る

と

は

考

え

ら

れ

な

し、
.__ 

と
さ
れ
た

「
仮
想
事
故
」

に
お
い
て
も
、

事
故
時
に
大
気
中
に
流
出
す
る
放
射
能
の
量
は
、

希

ガ

ス

で
一
六
万
四
，

五

O
O
キ
ュ
リ
ー
、

放
射
性
ヨ
ウ
素
で
九
九
四
キ
ュ
リ
ー
で
、

計
一
六
万
五
，

四
九
四
キ
ユ

リ
ー
で
あ
り
、

死
者
な
ど
は
全
く
出
な
い
、

と
い
う
こ
と
と
さ
れ
、

本
件
許
可
処
分
が
な
さ
れ
た
。

チ
ェ

ル

ノ

ブ

イ

リ

原

発

の

溶

融

炉

心

か

ら

流

出

し

た

約

六

億

キ

ュ

リ

ー

、

つ
ま
り
、

右

の

安

全

審

査

評

価

値

の

約

三

千

六

O
O
倍
の
、

〈
死
の
灰
〉

を
含
ん
だ

「
放
射
雲
」

は

本

件

許

可

処

分

の

基

盤

を

根

底

か

ら

溶

融

さ
せ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

四

日

本

に

及

ん

だ

チ

ェ

ル

ノ

ブ

イ

リ

原

発

事

故

の

被

害

1 

フ
ォ
ー
ル

-
ア
ウ
ト
の
影
響

an守E
J
 

事
故
発
生
当
初
は
、

事
故
に
よ
る
放
射
能
の
影
響
は
、

日

本

に

は

及

ば

な

い

で

あ

ろ

う

と

宣

伝

さ
れ
て
い
た
。

事
故
が
地
表
で
起
こ
り
、

放

射

能

が

空

高

く

吹

き

上

げ

ら

れ

る

こ

と

は

な

い

で

あ

ろ

う

、

ま
た
放
射
能
を
運
ぶ
偏
西
風
は
、

現
場
よ
り
は
る
か
北
方
を
流
れ
て
い
る
筈
で
あ
る
、

と

い

う

の

が

そ

の

理
由
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、

チ

ェ

ル

ノ

ブ

イ

リ

か

ら

八

0
0
0
キ
ロ
以
上
離
れ
た
日
本
で
も
、

事

故

に

よ

る

放

射

能

が

顕

著
に
検
出
さ
れ
た
。

原
発
事
故
は
地
球
規
模
の
災
害
で
あ
る
。

五
月
七
日
、

科
学
技
術
庁
は
日
本
で
も
、

牛

乳

や

水

道

水

か

ら

放

射

性

ヨ

ウ

素

が

検

出

さ

れ

た

と

発

表

し
た
。

ヨ
ウ
素
だ
け
で
は
な
く
、

雨
水
や
チ
リ
の
中
か
ら
セ
シ
ウ
ム

一一一
一
四
、

一
三
七
、

-
「
レ
レ

ニ
d

，ノ，ノ

一
一二一一、

ル
一
ア
ニ
内
ノ
ム

一
O
三
、

一
O
六
、

モ

リ

ブ

デ

ソ

九

九

な

ど

が

検

出

さ

れ

た

。

そ
の
後
の
測
定
に
よ
れ
ば
、

す
で
に
二

0
種
類
も
の
核
種
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。

ヨ

ウ

素

一

=
二

、

一一一一一、
セ
シ
ウ
ム

一
三
四
、

一
一
二
六
、

一
三
七
、

ル
テ
ニ
ウ
ム

一
O
三
、

ス
ト
ロ
ソ
チ
ウ
ム
八
九
、

九

O
、

ジ
ル
コ
ニ
ウ
ム
九
五
、

ニ
オ
プ
九
五
、

モ
リ
プ
デ
ソ
九
九
、

テ
ク
ネ
チ

ュ
ウ
ム
九
九
、

ル
一
ア
ニ
内
ノ
ム

。

ムノ

ア
ソ
チ
モ

γ

二
五
、

-
「
レ
レ

-
-
J

，ノ
P

ノ
一
一
一
一
二
、

バ
リ
ウ
ム

一
四

O
、
ラ

ン

タ

ン

一
四

O
、
セ
リ
ウ
ム

四

、

セ
リ
ウ
ム

一
四
四
、

な
ど
で
あ
る
。

葉
で
測
定
さ
れ
た
一

リ

ッ

ト

ル

中

一
万
三

0
0
0
ピ
コ
キ
ュ
リ
ー
の
ヨ
ウ
素
一
一
二
一

で
あ
る
。

原

発

災

害

- 55一

飲
料
水
の
源
と
な
る
雨
水
か
ら
も
、

高

い

値

の

放

射

能

が

検

出

さ

れ

た

。

そ
の
最
高
は
、

五

月

三

日

千

時

の

飲

料

水

の

制

限

値

の

三

0
0
0
ピ

コ

キ

ュ

リ

ー

を

四

倍

以

上

も

上

ま

わ

っ

て

い

る

値

で

あ

る

。

乳
牛
、

ヤ
ギ
等
の
乳
の
汚
染
は
、

牧
草
を
餌
と
し
、

雨
水
を
飲
む
た
め
で
あ
る
。

乳

幼

児

は

と

く

に

放

射

性

ヨ

ウ

素

に

対

し

て

弱

い

の

で

乳

の

汚

染

は

重

大

で

あ

る

。

産
乳
の
汚
染
の
最
高
値
は
、

千

葉

で

五

月

八
日
に
検
出
さ
れ
た
、

ヤ
ギ
乳

リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
二
，

三
五

0
ピ
コ
キ
ュ
リ
ー
で
あ
っ
た
。

ま
た
母
乳

か
ら
も
三
五
ピ
コ
キ
ュ
リ
ー
も
の
ヨ
ウ
素
一
一
二
一
が
検
出
さ
れ
、

母
親
た
ち
を
驚
か
せ
た
。

汚

染

食

品

を

食
べ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

水
や
、

乳
だ
け
で
な
く
、

穀
物
、

野
菜
等
の
農
産
物
、

海
藻
類
も
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
、

広

汎

に

汚

染



さ
れ
た
。

食
肉
も
同
様
で
あ
る
。

チ

エ

ル

ノ

プ

イ

リ

事

つ

ぎ

の

地

図

は

日

本

各

地

の

放

射

能

に

よ

る

汚

染

濃

度

の

分

布

を

示

す

も

の

で

、

セ

シ

ウ
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西都.

措置

• 

「
ホ
ッ
ト
・

ス
ポ
ッ
ト
」

の
問
題
は
、

審
査
で
は
降
雨
の
な
い
、

平
均
的
風
速
、

れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

の
が
、
放

射

能

の

人

体

に

対

す

る

影

響

は

、

確

定

し

た

学

問

的

結

論

で

あ

る

。

被

害

を

与

え

る

心

配

は

な

い

」

と
か
、

-檀
-小林

ム

三
七
を
、

松

葉

で

の

附

着

量

を

測

定

す

る

こ

と

で

つ

く

ら

れ

た

も

の

で

あ

る

。

チ
ェ

ル

ノ

ブ

イ

リ

事

故

の

放

射

能

が

日

本

全

国

を

汚

染

し

て

い

る

状

況

が

よ

く

わ

か

る

。

図

で

見

ら

れ

る

地

域

差

の

原

因

は

よ

く

わ

か

ら

な

い

が

、

降

雨

の

状

態

に

よ

る

も

の

と

考

え

ら

れ

て

い

る

。

ま
た
、

放

射

能

は

大

気

中

で

一
様
に
拡
散
す
る
の

で
は
な
く
、

事

故

発

生

地

か

ら

離

れ

た

場

所

で

も

局

地

的

に

集

中

し

て

汚

染

さ

れ

る

場

合

が

あ

る

。

い
わ
ゆ
る

「
ホ
ッ
ト

と

呼

ば

れ

る

ス
ポ
ッ
ト
」

現
象
で
あ
り
、

事
故
の
危
険
は
、

原

発

か

ら

離

れ

て

い

る

か

ら

と

い

っ
て
、

決

し

て

安

心

で

き

な

い

の
で
あ
る
。

「
降
雨
に
よ
る
」

ホ
ッ
ト

ス
ポ
ッ

卜

の

状

況

を

日

本

で

も

っ

と

も

詳

し

く

調

査

し

た

の

が

宮

崎

県

の

住

民

の

人

た

ち
で
あ
る
。

今
回
の
事
故
に
お
い
て
も
、

チ
ェ

ル

ノ

プ

イ

リ

か

ら

二

0
0
0
キ
ロ

J
P
l
ト
レ
よ
一
二
在
比
二
、

y

/

I
ム

I
J
肉
内
'
才
千
J

ノ

l
ル
ウ
ェ

イ
や
ス
ウ
ェ

l
デ

ソ

な

ど

で

高

い

汚

染

が
検
知
さ
れ
、

現

に

大

き

な

被

害

を

ひ

き

お

こ

し

て

い

る

の

で

あ

る

。

安

全

日

本

の

安

全

審

査

で

も

ま

っ

た

く

検

討

さ

れ

て

い

な

い

。

風

向

で

単

純

な

拡

散

計

算

で

、

放

出

放

射

能

の

影

響

が

考

慮

さ

政
府
は
、

こ
れ
以
下
な
ら
安
全
だ
と
い
う
、

と
か
、

「
し
き
い
値
」

+
晶
玉
、
レ
一
、
炉
フ

J
V
チ
J

1

v

，J」
1
v
ょ
，

汚

染

は

「
規
制
値
以
下
で
あ
る
」

「
健
康
に

も

っ

ぱ

ら

国

民

の

不

安

を

除

去

す

る

宣

伝

ば

か

り

に

熱

心

で

、

充

分

な

調

査

さ

え

し

な

か

っ

た

の

で

あ

る

。
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の
で
あ
る
。

各

種

の

食

品

が

汚

染

さ

れ

た

状

況

が

目
で
よ
く
わ
か
る
。

し
か
し
、

ル

ノ

ブ

イ

リ

原

発

事

故

に

よ

る

食

品

な

ど

の

放

射

能

汚

染

状

況

を

示

す

も

こ

れ

も

全

品

目

の

う

ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
の
深
刻
さ
を
示
し
て
い
る
。

つ
ぎ
に
掲
げ
る
表
は
、

コ二

チ

ち
の
ご
く
一
部
の
測
定
結
果
に
す
ぎ
ず
、

チ

コ二

o:による賞品などの放射震汚染状況 (1鈎6年5円以降)

E ルテニウム寸03、セシウム寸37による汚染値
切} {ピコキューリー /ig)

宣品名 場所 11取日 汚!c:錨 食品名 場所 11耳E日 ルテニウム セシウム-103 -137 
一-一一-一一

1 Ji o岡 5月4日 30，7∞ 1 Ji 線開 5114日 2，690 1，120 

大績の. 岡山 5月4日 7，似)()
4・ 宮崎 5月7日 19，440 5，410 

• 神奈川 5月7日 9，仮泊 本ウレン尊 新溺 5月16日 320 150 
ホウレン草 1x域 5月5日 10，3∞ ヨモギ 宮崎 6月4日 1，620 1，2!如
ネ ギ 島 m5fj6日 390 

海

‘ 
4砂 . 1，95。 220 

1 菓 4砂 . 3，590 
ニ.Ji 静岡 7月13日 330 650 

キャベツ • 5月7B 740 
小 fl菓 神奈川 5月8日 6，0∞ Jtのり 和歌山 9月幻自 ω 40 

ヨモギ t/.I井 5月8日 16，似)() 三番Ji "岡 10月12日 71 19晶

4砂 三重 5月18日 10，350 fl • 京都 10月19日 N.D 90 

レヲス 千葉 5月8日 140 ミカンの中身 "岡 11月16日 4・ 12 

海 車 E苦情 5月初 70，脱却 • ! • 4・ 4・ 19 

• 京節 5月幻日 5，1∞ レモン 高知 11月a日 16 22 
中国野葉 福岡 5月10日 抗lO 4事 和歌山 • N.D 7 
牛 乳 茨域 5月12日 390 • 京 e11月23日 . 31 
ヤギ'" 千葉 5 1118日 2，350 サンショウの.. • . • 55 
母乳 ): ~証 5月お日 35 

イノシシの肉 三重 12月1日
海草 宮崎 • n 

6月1日 1，540 
ヲマのカンゾウ 京都• 京侮 6月2日 6，610 12月8日 4・ η 

ニンジン損 大阪 6月5日 17 槍λ晶(チーズ) • 8月24日 • 134 

牛 乳 ト僻周 6月9日 40 牛 Jl 北海道 10月3日 • 8.6 

bノブイリ原発'-チ

注 N・DI:約5pCi /旬以下 上記デー1'1:、小車{車大L河野・荻野{車大工L争中・小出(軍大炉}亙ぴ国・
県企どのデータから引111しまLた. 平滅鯛ルテニウムー103(40B)ヨウ章司131(8 B)セシウム-131(30年}
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2 

輸

入

食

品

に

よ

る

放

射

能

汚

染

チ
ヱ

ル
ノ
プ
イ
リ
原
発
事
故
で
放
出
さ
れ
た
放
射
能
は
、

ソ
連
、

事
故
後
廃
棄
処
分
さ
れ
た
が
、

ト

ノレ

等
の
中
近
東
の
各
種
産
物
を
汚
染
し
た
。

こ
れ
ら
の
汚
染
物
の

一
部
は
、

生

産

者

も

消

費

者

も

み

ず

か

ら

の

手

で

汚

染

の

有

無

を

検

知

し

、

放
射
能
は
無
味
無
臭
の
毒
物
で
あ
り
、

処
分
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

グ

ラ

ス

ノ

ス

チ

(
情
報
公
開
)

の
か
け
戸
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

ソ

連

は

も

ち

ろ

ん

東

欧

諸

国

に

お

い

て

国

民

が

そ

れ

と

知

ヨ

i
ロ

ッ
パ
全
域
、

コ

汚

染

食

品

に

つ

い

て

の

情

報

は

必

ず

し

も

充

分

に

国

民

に

知

ら

さ

れ

て

お

ら

ず

、

はら

ず

汚

染

食

品

を

食

べ

さ

せ

ら

れ

て

い

る

と

い

う

疑

い

は

濃

厚

で

あ

る

。

汚

染

さ

れ

た

産

品

を

原

料

と

す

る

各

種

食

品

が

世

界

各

国

に

出

回

っ

て
い
る
。

こ
れ
を
原
料
と
す
る
も
の
が
多
い
。

こ

の

値

以

上

の

汚

染

食

品

種
・
多
量
な
輸
入
食
品
の
中
に
も
、

汚
染
さ
れ
た
食
品
や
、

の
規
制
の
暫
定
限
度
は
、

キ

ロ

グ

ラ

ム

当

り

、

二
七

O
ベ
ク
レ
ル
で
あ
り
、

の

輸

入

は

認

め

な

い

と

い

う

た

て

ま

え

に

な

っ

て
い
る
。

人
的
に
も
物
的
に
も
貧
弱
き
わ
ま
り
な
い
監
視
体
制
が
敷
か
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
っ

つ
ぎ
に
示
す
の
は
、

し
か
し
現
実
に
は
、

日

本

に

輸

入

さ

れ

る

多

- 59 

厚

生

省

多
く
の
規
制
値
以
上
の
食
品
が
野
放
し
に
輸
入
さ
れ
て
い
る
の
が
実
状
で
あ
る
。

規

制

値

以

上

て、の

汚

染

が

検

出

さ

れ

た

も

の

の

一
覧
表
で
あ
る
。

一

九

八

七

年

以

降

日

本

で

売

ら

れ

て

い

た

輸

入

汚

染

食

品

の

う

ち

の

ご

く

一

部

で

あ

る

が

、
ど

の

よ

う

な

阻

い
か
に
原
発
事
故
が
国
境
を
越
え
て
、



止
体
制
を
も
突
破
し
て
、

日
本
は
お
ろ
か
、

全

世

界

に

汚

染

に

よ

る

被

害

を

拡

げ

て

い

く

か

を

示

し

て

い

る

放射能暫定限度を超えた輸入食品
(厚生省発表)

1発表笛 食品名 t 総数1入量 輪 λ戸港 1|放(射8<1能/k激&)度
!，j"¥ 1 li.j発表分

へーゼルナッツ(トルコ産) 30 t 神戸・償浜 520 -980 
(62.1.9) 
あ21白l発去分 月桂樹.(トルコ産) 52 t 神{i • t~iJモ 490-720 
(62.2.6) セージ糞(トルコ産) 14.5 t 機 H1 1，000-2，000 

牛胃(フィンランド産) 1. 26 t 神戸 440 
1~ 31司発表分

トナカイ肉(スウェーデン産) 0.2 t 成旧空港 389 
(62.2.13) 
第4[司発表分 タイム(フフンス産) 4.02kg 東京 1，715 

lれ(62.3.27) セージ.(トルコ産) 4 t 神戸 1，198 
5 flIJ発表分 月技樹葉(トルコ産) 28 t 神戸・織I兵 496-551 
(62.5.8) セージヨl(ギリシャ産) 3.77 t 械 iH 1，758 

ヒースの花(フランス産) 8.5kg 大阪~~些 1，425 
山6[IIJ発J、分 アーモンド(イタリア産) 37.5kg 県;~.、 408 
(62.5.28) ハープ茶〈カモミール>(スベイン産) 32.4kg j，t };I~ 8.780 
a;7問先ムーすf ハープ茶〈ローズヒッズリンデン>(ユーゴスラビア産) 18kg 大阪 673-955 
(62.6.12) セージ.(ユーゴスラピア産) 99.8kg 成田空 I在 497 

黒すぐりピューレ(フランス産) 1. 5 t 神 fi 425 
セージ葉(アルパニア産) 9.21 t -Wi浜 1，895 

~"\ 8 [..j.1C).、分 へーゼルナッツu整品(イタリア産) 110kg }伝川空}住 390 
(62.7.24) へーゼJレナッツベースト(トルコ産) 5 kg 大山i 可~ ~.ち 379 
第9間発表分

ドライノ、ーブ(フランス産) ，，1(: fll 全 ~m 1，072 
(62.8.20) 6 kg 

治10luj発表分
月縫樹薬(トルコ産) 3.02 t .wl ~も 1，042 

(62.9.11) 
第11[1i1発表分 ビーフ・エキストフクト(ブフジル，

2.6 t 被浜 622 
(62.10.21) アイルランド，フランス産)
日H2回発表分 アイスクリームベースト{イタリア度) 576kg 東京 417 
(62.10.28) ドライハープ(ユーゴスラピア産) 19.5kg 成 [n空港 536 
第13同発表分 へーゼルナッツベースト{トルコ産) 72kg 神戸 411 
(62.12.22) セージ糞(アルパニア産) 4 t 神戸 417 
第14開発表分

きのこ〈カノシタ>(フランス産) 17kg 1た問 ??ftき 636 
(63.1.20) 

能151司発点分 ドフイハーブ(ユーゴスラピア産) 98kg 和l' )有 385 

(63.2.15) Iハープ茶〈ローズヒップ>(ルーマニア産) 2.52 t 大r.h 467 
きのこ〈クロラッパタケ>(フランス産) 9 kR 小 f昨 755 

苦言放射能浪I主はセシウム134と137の{';-;/j'.'I'.f;r.はベクレル。 rpH'.の判定限定は370ベクレルヲ
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次

の

表

は

各

国

の

輸

入

食

品

の

放

射

能

制

限

値

で

あ

る

。

表
に
よ
れ
ば
、

日

本

と

ア

メ

リ

カ

の

制

限

値

は
同
じ
と
な
っ

て
い
る
。

し
か
し
、

食
品
の
自
給
率
、

す
な
わ
ち
逆
に
云
え
ば
、

輸

入

食

品

を

依

存

す

る

割
合
は
、

日
本
は
ア
メ
リ
カ
の
約
一

O
倍
で
あ
る
か
ら
、

被
曝
と
い

う

観

点

か

ら

こ

の

制

限

値

は

ア

メ

リ

カ
の
約
一

O
倍

に

相

当

す

る

甘

い
制
限
値
で
あ
る
と
云
え
る
。

表
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

シ

ソ

ガ

ポ

!

ヤ

み

ι

、

J
t
 
ど

ん

な

レ

ベ

ル
の
放
射
能
も
許
さ
な
い
、

と

い

う

厳

し

い

態

度

を

と

っ

て
い
る
。

そ
し
て
、

こ
の

各国の食品販売(輸入)の制限値
(単位ベクレル/kg，ベクレル/0

180 
324 
540 
252 

7 
21 
6 

22.2 
14.8 
22 
15 
22 
11 
28 
14 
33 
8 
22 
22 
2 

56 
280 

原

則

を

適

用

し

て

実

際

に

牛乳・干し1良品・ミヰ、ラノレウォーター
:果物・野菜

I勾.fu
殺物

「が干し

乳製品・幼児食品

殺物・その他

fi}ミルク

H~{ 干し
粉ミルク・手L54品
'1干し
乳幼児食品

殺知

海，[1'1

|士l

チーズ

J果物
'!'n匹(件辛料)
コーヒー・紅茶・ココア

砂時

月巴l'J.
s.J料

日

本

か

ら

の

野

菜

の

食

品

あ
る
。

日

本

の

安

全

委

員

'
E
&
 
co 

輸

入

を

拒

否

し

た

事

実

が

会

の

被

曝

評

価

で

は

輸

入

食

品

の

汚

染

に

よ

る

内

部

Cs 137 + Cs134 

被

爆

の

影

響

に

つ

い

て

は

ま

っ

た

く

無

視

し

た

ま

ま

な
の
で
あ
る
。



第

五

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
に
よ
っ
て
、

本
件
許
可
処
分
の
違
法
、

原
判
決
の
破
棄
さ
れ
る
べ
き

こ
と
が
さ
ら
に
明
ら
か
と
な
っ
た
。

安
全
審
査
に
お
け
る

「
立
地
審
査
」

の
役
割
と
意
義

原
子
炉
等
規
制
法
二
四
条
一
項
四
号
の
、

「
原
子
炉
に
よ
る
災
害
の
防
止
上
支
障
が
な
い
も
の
で

あ
る
こ
と
」

と
い
う
条
件
を
、

許
可
申
請
に
か
か
る
原
子
炉
が
満
足
し
て
い
る
か
否
か
を
判
別
す
る
基
準

と
し
て
、

「
原
子
炉
立
地
条
件
審
査
指
針
お
よ
び
そ
の
適
用
に
関
す
る
判
断
の
め
や
す
に
つ
い
て

(
以
下

「
立
地
審
査
指
針
」

と
略
す
)
Lー

や

「
軽
水
炉
に
つ
い
て
の
安
全
設
計
審
査
指
針
」

な
ど
、

い
く
つ
か
の

「
め
や
す
」

や

「
指
針
」

が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

「
立
地
審
査
指
針
」

は

原
子
炉
に
事
故
が
起
こ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
原
子
炉
設
置
場
所
が
、

ー--，

そ
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の
安
全
防
護
施
設
と
の
関
連
に
お
い
て
、

十
分
公
衆
か
ら
離
れ
て
い
る
」

こ
と
を
要
求
し
て
い
る
。

こ
れ

は

前
記
の

「
安
全
設
計
審
査
指
針
」

夕刊寸で、

原
子
炉
の
工
学
的
な
面
か
ら
安
全
性
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
の

と
並
ん
で
、

原
子
炉
を
一
般
公
衆
か
ら
十
分
な
隔
離
を
は
か
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

万
一

の
事
故
の
場
合
で

も
公
衆
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
で
あ
る
。

「
立
地
審
査
指
針
」

の
定
め
る
と
こ
ろ
で
は
、

原
子
炉
の
周
辺
に
一
定
の
広
さ
の

「
非
居
住
区
域
」

を

つ
く
り
、

そ
の
外
側
の
原
子
炉
か
ら

「
あ
る
距
離
」

の
範
囲
は

「
低
人
口
地
帯
」

で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

さ
ら
に
原
子
炉
は
そ
の
外
側
の
人
口
密
集
地
帯
か
ら

「
あ
る
距
離
」

だ
け
離
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
離
隔
の
た
め
の

「
あ
る
距
離
」

を
算
定
す
る
た
め
、

「
立
地
審
査
指
針
」

は
原
子
炉
の

「
重
大
事

故

、

「
仮
想
事
故
」

を
想
定
し
、

そ
の
お
の
お
の
の
場
合
に
放
出
さ
れ
る
こ
と
が
計
算
さ
れ
る
放
射
性

物
質
に
よ
る
被
曝
線
量
が
一
定
の
値
以
下
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る

「
原
子
炉
立
地
審
査
指

針
を
適
用
す
る
際
に
必
要
な
判
断
の
め
や
す
」

参
照
)
。

こ
こ
に
い
う

「
重
大
事
故
」

と
は
、

「
技
術
的
見
地
か
ら
み
て
、

最
悪
の
場
合
に
は
起
る
か
も
知
れ
な

い
と
考
え
ら
れ
る
重
大
な
事
故
」

「
仮
想
事
故
」

と
は
、

「
更
に
重
大
事
故
を
超
え
る
よ
う
な
、
技
術

的
見
地
か
ら
考
え
ら
れ
な
い
事
故
」

の
こ
と
で
あ
る
と
そ
れ
ぞ
れ
定
義
さ
れ
て
い
る
。
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伊
方
の
立
地
審
査
と
災
害
評
価
の
誤
り

本
件
伊
方
の
安
全
審
査
で
は
、

「
重
大
事
故
」
、

「
仮
想
事
故
」

の
い
ず
れ
の
場
合
も
、

「
一
次

冷
却
材
喪
失
事
故
」
、

「
蒸
気
発
生
器
細
管
破
損
事
故
」

を
想
定
し
、

そ
の
際
放
出
が
あ
る
と
さ
れ
る
放

射
性
物
質
に
よ
る
敷
地
境
界
線
で
の
被
曝
線
量
や
、

全
身
被
曝
の
積
算
値
で
、

「
非
居
住
区
域
」

の
範
囲

や

原
子
炉
と

「
低
人
口
地
帯
」
、

「
人
口
密
集
地
帯
」

と
の
離
隔
が
適
正
か
否
か
を
判
断
し
、

立
地
審

査
に
適
合
し
た
と
の
判
断
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。

右
の
仮
想
定
事
故
の
う
ち
、

も
っ
と
も
放
出
放
射
性
物
質
の
量
が
多
い
と
さ
れ
る
の
は
、

「
仮
想
事
故
」

の

「
一
次
冷
却
材
喪
失
事
故
に
よ
る
燃
料
溶
融
事
故
」

の
場
合
で
あ
り
、

ヨ
ウ
素
が
約
九
四
四
キ
ュ
リ
ー
、



希

ガ

ス

約

一

六

回

、

五

O
O
キ

ュ

リ

ー

で

あ

る

と

推

計

さ

れ

て

い

る

。

し
か
し
、

こ
の
推
計
量
は
、

一

次

冷

却

材

喪

失

事

故

で

「

安

全

注

入

設

備

の

炉

心

の

冷

却

効

果

を

無

視

し

て

炉

心

内

の

全

燃

料

が

溶

融

し

た

」

場

合

に

お

こ

る

現

実

の

事

態

を

考

え

る

と

余

り

に

も

過

小

で

あ

り

、

事

故

の

必

然

的

経

過

を

意

図

的

に

無

視

し

た

計

算

結

果

と

い

わ

ざ

る

を

得

な

い

。

炉

心

の

大

規

模

溶

融

が

あ

れ

ば

、

水

素

爆

発

等

に

よ

る

格

納

容

器

の

破

壊

や

、

い

わ

ゆ

る

「
チ
ャ
イ
ナ

シ
ソ
ド
ロ

l
ム

」

現

象

に

よ

る

推

計

量

と

は

桁

違

い

の

放

射

性

物

質

の

大

量

放

出

を

そ

の

結

果

と

し

て

当

然

想

定

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

被

上

告

人

の

過

小

想

定

は

安

全

審

査

時

ま

で

は

原

発

に

大

事

故

が

起

こ

っ

て

い

な

か

っ

た

と

い

う

事

実

に
よ
り
か
か
り
、

「
立
地
審
査
指
針
」

ど

お

り

計

算

す

れ

ば

、

広

大

な

敷

地

が

必

要

な

だ

け

で

は

な

く

、
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周

辺

地

域

と

の

関

係

で

原

子

炉

設

計

が

不

可

能

と

な

る

の

で

、

意

図

的

に

立

地

審

査

指

針

の

解

釈

を

ね

じ

曲

げ

た

の

で

あ

っ

た

。

上

告

人

ら

は

も

ち

ろ

ん

こ

れ

に

対

し

、

一

審

以

来

こ

の

よ

う

な

災

害

評

価

は

、

「
立
地
審
査
指
針
」

を

故

意

に

無

視

・

歪

曲

し

た

も

の

で

あ

り

、

こ

れ

に

よ

る

原

子

炉

設

置

許

可

処

分

は

、

明

白

に

「
原
子
炉
等

規

制

法

二

四

条

一

項

四

号

」

に

違

反

す

る

も

の

で

あ

る

と

し

て

、

許

可

処

分

の

取

消

を

求

め

る

重

大

な

理

由

の

っ
と
し
て
き
た
。

し
か
し
、

原

判

決

は

こ

の

点

に

つ

い

て

、

「

立

地

審

査

指

針

制

定

者

の

解

釈

で

は

、

仮

想

事

故

と

し

て

の

一

次

冷

却

材

喪

失

事

故

の

場

合

に

は

、

炉

心

溶

融

に

至

る

こ

と

ま

で

の

想

定

は

し

て

い

る

が

、

更
に
、

格

納

容

器

そ

の

他

の

原

子

炉

の

安

全

防

護

施

設

が

す

べ

て

健

全

性

を

失

う

事

態

ま

で

は

想

定

事

故

の

内

容

、

経

過

と

し

て

予

定

し

て

お

ら

ず

、

従

来

の

原

子

炉

設

置

許

可

処

分

に

際

し

て

の

立

地

審

査

に

お

い

て

も

、

右

立

地

審

査

指

針

制

定

者

の

解

釈

に

よ

る

こ

と

が

定

着

し

た

も

の

と

認

め

ら

れ

る

。

そ

こ

で

立

地

審

査

指

針

の

目

的

か

ら

右

の

解

釈

な

い

し

審

査

実

務

の

妥

当

性

を

按

ず

る

に

、

立

地

審

査

指

針

は

原

子

炉

の

危

険

性

に

鑑

み

、

原

子

炉

と

周

辺

環

境

と

の

間

に

適

切

な

離

隔

を

置

く

こ

と

と

し

、

右

適

切

な

離

隔

を

お

く

た

め

に

想

定

事

故

と

い

う

手

法

を

と

っ

て

い

る

の

で

あ

る

か

ら

、

想

定

事

故

の

内

容

、

経

過

等

に

つ

い

て

は

原

子

炉

に

お

け

る

事

故

発

生

の

可

能

性

と

- 65一

そ
の
規
模
、

安

全

防

護

施

設

の

機

能

等

を

総

合

し

て

慎

重

に

検

討

し

て

決

め

る

べ

き

こ

と

で

あ

る

と

解

さ

れ

原

告

ら

主

張

の

如

く

、

想

定

事

故

の

内

容

、

経

過

等

と

し

て

安

全

防

護

施

設

の

機

能

を

無

視

し

た

場

合

に

は

事

故

は

ど

の

よ

う

な

結

果

に

な

る

か

、

又
は
、

炉

心

が

搭

融

し

た

場

合

に

は

ど

の

よ

う

な

事

態

に

立

ち

至

る

か

を

推

論

し

、

そ

の

結

果

生

ず

る

で

あ

ろ

う

災

害

の

評

価

を

し

、

こ

れ

に

よ

っ

て

原

子

炉

の

立

地

条

件

の

可

否

を

決

め

る

こ

と

を

立

地

審

査

指

針

が

予

定

し

て

い

る

も

の

と

は

解

さ

れ

な

い

。

」

と

判

示

し

て

上

告

人

ら

の

主

張

を

却

け

た

の

で

あ

っ

た

。

T
M
I
事

故

は

一

審

判

決

の

誤

り

を

明

ら

か

に

し

た

。

一

九

七

九

年

三

月

二

八

日

、

ア

メ

リ

カ

の

ペ

γ
シ

ル

ヴ

ェ

ニ

ア

州

ス

リ

1
マ

イ

ル

島

原

発

二

号

炉



で
一
次
冷
却
材
喪
失
、

炉

心

溶

融

の

大

事

故

が

発

生

し

た

(
以
下

T
M
I
事
故
と
略
す
)
。

こ
の
と
き
は
、

燃
料
の
約
七
割
が
溶
融
・
崩
壊
し
た
が
、

格
納
容
器
は
そ
の
寸
前
で
破
壊
を
免
れ
た
。

し
か
し
そ
れ
で
も
、

伊
方
の
仮
想
事
故
の
計
算
の
十
数
倍
に
あ
た
る
一

七

O
万

乃

至

一

九

O
万
キ
ュ
リ
ー

の

放

射

性

希

ガ

ス

の

放

出

が

あ

っ

た

こ

と

を

公

式

機

関

で

さ

え

発

表

し

た

の

で

あ

る

。

T
M
I
事
故
は
、

一
次
冷
却
材
喪
失
に
よ
る
炉
心
溶
融
事
故
は
現
実
に
起
こ
る
も
の
で
あ
り
、

格
納
容

器

が

保

全

さ

れ

て

い

て

も

伊

方

の

仮

想

事

故

と

桁

違

い

に

上

ま

わ

る

放

出

が

あ

っ

た

の

で

あ

る

が

、

災
蛍Z
Eコ

評
価
は
格
納
容
器
の
破
壊
も
含
め
て
、

事

故

の

必

然

的

経

過

に

伴

う

大

量

の

放

射

性

物

質

の

放

出

を

前

提

と
し
て
な
さ
れ
な
け
れ
ば
無
意
味
で
あ
る
と
い
う
、

こ
れ
ま
で
の
上
告
人
ら
の
主
張
の
正
し
さ
を
実
証
し
、

66一

一
審
判
決
の
誤
り
を
決
定
的
に
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
っ
た
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

原
判
決
は

T
M
I
事
故
が
明
示
す
る
こ
の
よ
う
な
事
実
を
無
視
し
、

前
掲
の

第
一
審
判
決
の
判
示
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
て
、

上
告
人
ら
の
控
訴
を
棄
却
し
た
。

し
か
し
、

こ
の
よ
う
な
原
判
決
の

「
立
地
審
査
指
針
」

の
解
釈
は
、

「
公
衆
の
安
全
」

よ
り
も

「
原
発

設
置
」

を
優
先
す
る
、

政
治
的
な

「
御
用
解
釈
」

で
あ
り
、

と

う

て

い

許

さ

れ

る

も

の

で

は

な

い

(
こ
の

点
に
つ
い
て
は
、

上
告
理
白
書
第
四
、

七

「
災
害
評
価
」

参
照
)
。

T

M

I
事
故
は
、

そ
の
後
判
明
し
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、

被
上
告
人
の
主
張
に
反
し
て
、

炉

心

は

溶

融

し

溶
融
し
た
燃
料
が
流
れ
出
し
、

炉
心
の
底
に
た
ま
り
、

一
部
は
炉
心
の
外
へ
流
れ
出
た
可
能
性
が
あ

る

ま
た
そ
れ
に
よ
り
圧
力
容
器
の
一
部
も
溶
け
、

大

き

く

破

壊

さ

れ

る

寸

前

で

あ

っ

た

と

の

報

告

も

あ

り

ま
さ
に
チ
ャ
イ
ナ
・
シ

γ
ド
ロ

l
ム
寸
前
の
事
故
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
れ
ら
の
事
実
は
、

炉

心

の

大

規

模

溶

融

事

故

が

軽

水

炉

に

お

い

て

現

実

に

起

こ

る

こ

と

を

明

ら

か

に

示

す

も

の

で

あ

る

。

立

地
審
査
に
お
い
て
、

炉
心
溶
融
事
故
は
、

「
技
術
的
見
地
か
ら
起
こ
る
と
考
え
ら
れ
る
事
故
」

す
な
わ
ち

「
重
大
事
故
」

と
し
て
、

上

告

人

ら

主

張

の

と

お

り

、

厳

密

な

災

害

評

価

が

な

さ

れ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
る
。

四

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
に
よ
っ
て
、

原
判
決
が
破
棄
さ
れ
、

本

件

許

可

処

分

が

取

消

さ

れ

る

べ
き
こ
と
が
、

今
回
の
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
で
は
、

炉
心
の
ほ
と
ん
ど
が
溶
融
し
、

外

界

へ

放

出

さ

れ

た

n

，e
 
co 

さ
ら
に
明
ら
か
と
な
っ
た
。

放

射

性

物

質

は

六

億

キ

ュ

リ

ー

以

上

に

及

ん

だ

こ

と

は

既

述

の

と

お

り

で

あ

り

、

原

発

周

辺

は

も

と

よ

り

国
境
を
越
え
て
全
世
界
的
規
模
で
深
刻
な
災
害
を
も
た
ら
し
た
が
、

こ

れ

が

原

発

大

事

故

の

現

実

の

姿

で

あ
る
。

こ
の
事
故
に
よ
っ
て
、

す

で

に

発

電

所

か

ら

半

径

三

0
キ

ロ

メ

ー

ト

ル

の

範

囲

の

土

地

は

放

射

能

の

被

害

を

避

け

る

た

め

に

無

人

化

さ

せ

ら

れ

た

と

報

じ

ら

れ

て

い

る

。

も
し
、

本

件

伊

方

炉

で

チ

ェ

ル

ノ

ブ

イ

リ

級

の

原

子

炉

事

故

が

起

こ

っ

た

ら

と

考

え

る

と

、

そ
の
恐
怖

は
言
う
べ
き
言
葉
も
な
い
。

伊
方
も
含
め
て
、

日

本

の

原

発

は

諸

外

国

に

比

べ

て

敷

地

面

積

が

狭

小

で

あ



り

周
辺
の
人
口

密
度
が
高
く
、

人

口

密

集

地

帯

が

原

発

に

近

い

の
で
、

原

子

炉

事

故

が

発

生

し

た

場

合

の
被
害
や
影
響
は
、

と
う
て
い
ソ

連
の
比
で
は
な
い
。

本
件
安
全
審
査

に
用
い
ら
れ
た

「
立
地

審
査
指
針
」

で
は
、

原

子

炉
周
辺

に
設
け
る
べ
き

「
非
居
住
区

域

の

範

聞

を

き

め

る

「
め
や

す
線
量
」

ル
}
1
U
4
L

、
二
五
レ
ム

と

い

う

値

を
採
用
し
て
い
る
。

上
告
人
ら

11: 

こ

の

値

が

不

当

に

高

い

も

の
で
あ
る
-r

」

B
Y
]

を

す

で

に

論

証

し

て

き

た

:カ

こ
の
不
当
な

「
め
や
す
線

量

を
も
っ
て
し
で
も
、

伊

方

炉
で
チ
ェ

ノレ

ノ

フ
イ
リ
級
の
事

故

の

発

生

を
想
定
す
れ
ば
、

「
非
居
住
区

域

は

図

に

示

す
よ
う
に
、

半

径
三

O
キ
ロ

メ

ー
ト
ル
の
範
囲

を
と
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ

の

中

に

は

八

幡

浜

市

や

大

州

市

を

は

じ
め

ニ

崎

半

島

全

体

そ

の

他

の

南

予

地

域

を

大

き

く

取

込

ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「
立
地

審
査
指
針
」

ど

お

り

「
非
居
住

区
域
」

を

と
る
と
す
れ
ば
、

こ

れ

ら

の

範

-68-

囲

は

人

が

住

ん

で
は
な
ら
な
い

こ
と
を
示

し
て
い
る
。

し

か

る

に

本

件

安

全

審

査

で

は

非

居
住
区
域
」

は
も
ち

ろ
ん
、

ζ
 
y
 
の

外

側

に

設

け

る

べ

き

「
低
人

口
地
帯
」

で
さ
え
、

半

径

約

O
-

七

キ

ロ

の
伊

方

発

電

所

敷

地

内

に

納

ま

る
と
認
定
さ
れ
て
い
る
。

本

件

安

全

審

査

の

「
想
定
事
故
」

お
け
る
一一寸

災
害
評
価
」

-ミ、、
a

'
刀
、
u
，刀

に

現

実

離

れ
を
し
、

い
か
に

「
立
地
審
査

指
針
」

の

解

釈

が

意

図

的

に

ね

じ
曲
げ
ら

れ

て

い
る
か
は
こ
こ

に
お
い
て

決

定

的

に

明

ら

か

と

言

わ

な

け

れ
ば
な
ら
な
い
。

こ

れ

で

は

事

故

が

起

き

た
場
合
に
は
、

上
正ヒ
仁ヨ

人

ら

周

辺

住

民

は

死

ね

と

い

う

こ

と

に

ほ

か
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

高知。
(25レム1

nv 
co 

。

徳山



な
お
、

近
年
放
射
線
の
人
体
に
及
ぼ
す
影
響
の
深
刻
さ
が
わ
か
る
に
つ
れ
て
、

規
準
値
の
見
直
し
が
進

ん
で
い
る
。

I
C
R
P
は
一
九
八
五
年
に
一
般
人
の
許
容
線
量
を
年
間
一
ミ
リ
シ

l
ベ
ル
ト

(
そ
れ
ま
で

の
年
間
五

0
0
ミ
リ
レ
ム
の
五
分
の
一
)

に
下
げ
る
べ
き
だ
と
勧
告
し
、

政
府
も
こ
れ
を
採
用
す
る
こ
と

を
決
定
し
て
い
る
が
、

そ
う
で
あ

れ
ば
原
発
周
辺
の
非
居
住
地
域
の
二
五
レ
ム
も
五
分
の

に
下
げ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。

し
た
が
っ
て
前
掲
の
国
の
非
居
住
地
域
と
す
べ
き
土
地
の
面
積
は
、

さ

ら

に
約
五
倍
を
必
要
と
す
る
こ
と
に
な
る
。

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
に
よ
っ
て
、

原
判
決
の
違
法
は
さ

ら
に
大
き
く
、

明
ら
か
に
な
っ
た
と
云
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

す
で
に
述
べ
た
と
お
り
、

今
回
の
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
は
、

原
子
炉
の
ス
ク
ラ
ム
失
敗
に
よ
る

暴
走
事
故
で
あ
っ
た
。

「
暴
走
事
故
」

で
は
、

P
W
R
の

「
圧
力
容
器
破
損
」

な
ど
と
同
様
に
、

安
全
装

- 70ー

置
は
役
立
た
な
い
。

本
件
の
安
全
審
査
で
も

「
暴
走
事
故
」

に
つ
い
て
、

「
安
全
審
査
報
告
書
」

(
乙
六
号
証
)

4 

各

種

事
故
の
検
討
の

1
、

「
反
応
度
事
故
」

と
し
て
、

形
式
的
に
は
そ
の
可
能
性
の
有
無
を
検
討
し
た
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。

し
か
し
す
で
に
述
べ
た
と
お
り
、

こ
こ
で
検
討
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
の
は
、

た
と
え
ば
、

「
燃
料
棒
ク
ラ
ス
タ
抜
出
事
故
」

に
し
て
も

「
一
本
の
抜
出
」

を
想
定
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

本

の

放
出
し
が
あ
れ
ば
、

同
時
に
も
っ
と
多
数
の
技
出
し
も
十
分
現
実
的
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
が
、

と

れ

は

意

図
的
に
検
討
の
対
象
か
ら
外
し
て
い
る
。

他
の
検
討
事
例
も
、

い
づ
れ
も

「
複
合
失
敗
」

や

「
同
時
共
通

失
敗
」

な
ど
を
考
慮
に
入
れ
ず
、

お
ざ
な
り
に
、

安
全
の
結
論
が
示
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

暴
走
事

故
の
原
因
と
な
る
す
べ
て
の
事
象
に
つ
い
て
の
審
査
が
さ
れ
て
い
な
い
。

上
告
人
ら
は
こ
れ
ら
の
事
故
も
、

「
立
地
審
査
指
針
」

に
お
い
て
評
価
の
対
象
と
し
な
け
れ
ば

「
公
衆

の
安
全
を
確
保
す
る
」

こ
と
が
で
き
な
い
と
主
張
し
て
き
た
が
、

チ
ヱ

ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
は
こ
の
点

で
も
、

こ
れ
ま
で
の
上
告
人
ら
の
主
張
の
正
し
さ
を
証
明
し
た
の
で
あ
る
。

以
上
述
べ
た
よ
う
に
、

今
回
の
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
は

T

M

I
事
故
に
続
い
て
、

さ
ら
に
明
確

に
原
判
決
に
、

「
立
地
審
査
指
針
」

ひ
い
て
は

「
原
子
炉
設
置
の
位
置
、

構

造

及

び

設

備

核

燃

料

物

資

(
使
用
済
燃
料
を
含
む
。

以
下
同
じ
。

、

核
燃
料
物
資
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
た
物
(
原
子
核
分
裂
生
成

-71一

物
質
を
含
む
。

以
下
同
じ
。

又
は
原
子
炉
に
よ
る
災
害
の
防
止
上
支
障
が
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。
」

を
許
可
の
条
件
と
し
た
、

「
原
子
炉
規
制
法
二
四
条
一
項
四
号
」

の
解
釈
適
用
の
誤
り
、

判
決
に
影
響
を

及
ぼ
す
こ
と
明
ら
か
な
る
法
令
の
違
背
が
存
す
る
こ
と
を
実
証
し
た
の
で
あ
る
。

T

M

I
事
故
や
、

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
に
よ
っ
て
、

こ
れ
ま
で

「
想
定
不
適
当
」

と
し
て
審
査

を
回
避
し
て
き
た
大
事
故
が
現
実
に
起
こ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

ア
メ
リ
カ
な
ど
の
諸
外
国
で
は
、

事
故
が
起
こ
っ
た
と
き
の

「
防
災
計
画
」

の
見
直
し
ゃ
整
備
が
着
々
と
進
め
ら
れ
て
お
り
、

電
力
会
社
は

各
家
庭
に
事
故
の
際
の
避
難
の
た
め
の

「
手
順
書
」

を
印
刷
し
て
配
布
し
て
い
る
。

し
か
し
、

日
本
で
は
、

現
在
で
も
現
実
を
直
視
せ
ず
、

「
事
故
は
お
こ
ら
な
い
」

と
い
う
た
て
ま
え
を
固
守
し
て
、

国
民
の
生
命



や
健
康
を
な
い
が
し
ろ
に
し
て
い
る
。

原
審
で
も
被
上
告
人
は
「
不
知
」

「
防
災
計
画
は
不
必
要
」

と
認
否
し
た
。

告
人
ら
が
提
出
し
愛
媛
県
が
作
成
し
た
防
災
計
画
に
対
し
て

-U'か
ー
し
、

を
つ
く
る
な
ど
し
て
、

原
判
決
以
後
安
全
委
員
会
内
部
で
、

現
実
に
起
こ
る
大
事
故
の
た
め
の
対
策
を
検
討
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

と
主
張
し
、

上

「
緊
急
技
術
肪
言
組
織
」

被
上
告
人

内
田
秀
雄
氏
を
部
会
長
と
す
る

は
率
直
に
原
発
に
大
事
故
が
起
こ
る
こ
と
を
国
民
の
前
に
明
ら
か
に
し
、

こ
れ
に
対
し
、

で
あ
る
。

う
に
対
応
し
よ
う
と
す
る
の
か
、

ま
た
国
民
が
ど
の
よ
う
に
対
応
す
べ
き
か
を
直
ち
に
明
ら
か
に
す
べ
き

政
府
が
ど
の
よ

原子力安全委員会・緊急技術助言組織

原子力発電所等の災害の場合に共通の権成員

内田秀雄うちだひでお

1 ) 
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五

原
発
事
故
の
分
類
と
日
本
の
安
全
審
査
体
系

原
子
炉
の
安
全
審
査
・
許
認
可
に
お
い
て
、

ど
の
よ
う
な
事
故
を
、

ど
の
よ
う
に
審
査
す
る
か
は

極
め
て
重
要
な
問
題
で
あ
る
。

上
告
人
ら
を
は
じ
め
と
す
る
国
民
に
と
っ
て
は
、

そ
の
可
能
性
が
僅
か
で

も
あ
る
か
ぎ
り
、

ま
た
事
故
に
よ
る
災
害
が
大
き
い
も
の
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、

厳
重
な
審
査
を
す
べ
き

で
あ
る
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

原
発
の
先
進
国
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
で
は
、

事
故
を
ク
ラ
ス
別
に
分
類
し
て
い
る
。

つ
下

そ
の
上
限
の

の
ク
ラ
ス

8
と
し
て
、

設
計
基
準
事
故

〉
の
の
』
門
目
。
ロ
片
)

を
想
定
す
る
こ
と
に

(
D
B
A
 口
。
巴
ぬ
ロ

出
向
凶
印
目
。

な
っ
て
い
る
。

そ
の
中
に
は
、

「
反
応
度
過
度
現
象
事
故
」

「
一
次
系
配
管
破
断
事
故
」

「
流
量
喪

、

失

(
蒸
気
細
管
)

事
故
」

が
含
ま
れ
て
い
る
。

原
子
炉
設
計
目
標
と
し
て
、

T
M
I
事
故
後
の

一
九
八
三

年
三
月
に
、

原
子
炉
規
制
委
員
会

(
N
R
C
)
 

こ
れ
ら
に
よ
る
大
規
模
炉
心
溶
融
事
故
に
は
確
率
的

U: 

評
価
を
導
入
し
て
、

一
O
の
マ
イ
ナ
ス
四
乗
/

炉
年
以
下
を
指
示
し
て
い
る
。

こ
の
背
景
に
は
、

も
ち
ろ
ん

T

M

I
事
故
に
よ
っ
て
、

大
規
模
炉
心
溶
融
が
現
実
に
起
こ
る
も
の
で
あ

る
こ
と
を

N

R

C
が
ま
と
も
に
受
け
止
め
、

こ
れ
を
ふ
ま
え
て
、

彼
ら
な
り
に
安
全
審
査
に
そ
れ
を
ど
う

取
入
れ
て
い
く
か
と
い
う
努
力
の
姿
勢
が
あ
る
こ
と
は
云
う
ま
で
も
な
い
。

ま
た

D

B

A
だ
け
で
は
な
く
、

圧
力
容
器
破
壊
を
含
め
て
、

そ
れ
以
上
苛
酷
な
事
故

(
ク
ラ
ス

9
と
呼
ば
れ
る
)

を
安
全
審
査
で
位
置
づ

け
つ
つ
あ
る
か
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

日
本
の
原
子
炉
規
制
体
系
は
、

す
で
に
述
べ
た
と
お
り
、

「
重
大
事
故
H

技
術
的
見
地
か
ら
み
て
、

Eヨ

1反

悪
の
場
合
に
は
起
こ
る
か
も
知
れ
な
い
と
考
え
ら
れ
る
重
大
な
事
故
」
、

「
仮
想
事
故
H

更
に
重
大
事
故

を
越
え
る
よ
う
な
、

技
術
的
見
地
か
ら
考
え
ら
れ
な
い
事
故
」

を
そ
れ
ぞ
れ
想
定
し
て
、

立
地
が
適
切
で

あ
る
か
を
審
査
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

「
仮
想
事
故
」

の
概
念
は
右
の
立
地
審
査
指
針
の
定
義
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、

明
白
に
ア
メ
リ
カ
で
云

う

「
ク
ラ
ス

9
」

の
事
故
を
も
包
含
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、

日
本
の
安
全
審
査
の
実
態
で
は
、

本
件
伊
方
原
子
炉
を
含
め
て
、

原
子
炉
圧
力
容
器
破
壊
な

ど
は
、

「
想
定
不
適
当
」

こ
の

と
し
て
審
査
を
回
避
し
て
い
る
。

「
仮
想
事
故
」

の
概
念
に
照
ら
す
と
、

よ
う
な

「
想
定
不
適
当
」

な
ど
と
い
う
怒
意
的
な
安
全
審
査
の
回
避
が
許
さ
れ
る
余
地
な
ど
ま
っ
た
く
な

く

こ
の
よ
う
な
安
全
審
査
が
、

立
地
審
査
指
針
の

「
解
釈
の
誤
り
」

乃
至
は
、

「
法
令
適
用
の
誤
り
」

に
あ
た
る
こ
と
は
明
々
白
々
で
あ
る
。

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
の
よ
う
な
、

「
暴
走
事
故
」

も

当
然
立
地
審
査
指
針
の

「
重
大
事
故
」

と
し
て
、

審
査
の
対
象
と
す
べ
き
な
の
で
あ
る
。

圧
力
容
器
の
破
壊
や
炉
心
の
大
規
模
溶
融

今
日
で
は
、

も

技
術
的
見
地
か
ら
み
て

「
最
悪
の
場
合
に
は
起
こ
る
か
も
知
れ
な
い
事
故
」

で
あ
る
こ
と
が
、

疑

う

余
地
が
な
く
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

被
上
告
人
が
主
張
し
、

安
全
審
査
で
も
回
避
さ
れ
た

「
想
定
不
適
当
事
故
」

の
概
念
は
、

日
本
の
規
制

aaτ 
勾
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「
ク
ラ
ス

9
」

法

体

系

の

ど

こ

か

ら

も

正

当

化

す

る

余

地

が

な

く

、

ま

た

ア

メ

リ

カ

で

の

「
重
大
事
故
」

規

制

法

体

系

の

も

と

で

は

不

必

要

な

の

で

あ

る

。

安
全
審
査
は
、

し

く

解

釈

し

て

行

え

ば

よ

い

の

で

あ

る

。

違
反
し
て
逃
げ
な
が
ら
も
、

そ
の
裏
で
は
、

核

反

応

の

暴

走

に

よ

る

破

滅

的

事

故

を

「
想
定
不
適
当
」

大
事
故
の
実
態
や
、

な

ど

を

テ

l

日
本
で
は
、

安
全
審
査
で
は
、

日
本
原
子
力
研
究
所
な
ど
で
は
、

対
策
を
知
る
べ
く
、

「
反
応
度
事
故
時
に
お
け
る
燃
料
挙
動
」

や

「
圧
力
容
器
の
安
全
性
」

原

子

力

委

員

会

編

の

昭

和

六

二

年

て
記
載

76一

マ
と
し
た

「
反
応
度
事
故
」

の
協
同
研
究
を
行
っ

て
い
る
の
で
あ
り
、

こ

の

よ

う

な

研

究

が

数

多

く

な

さ

れ

て

い

る

こ

と

が

数

頁

に

わ

た

っ

度

版

「
原
子
力
白
書
」

い

か

に

現

在

の

安

全

審

査

が

国

民

を

偽

繭

す

る

役

目

を

果

し

て

い

る

か

は

明

ら

か

と

云

わ

さ
れ
て
い
る
。

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

原子力施段毒事安全研究年次計画に基づく原子力施政等の安全研究(昭和61年度)

研究機関名 主な研究テーマ

日本原子力研究所 -力日圧水却炉の小破断冷却材喪失事飲 (L0 C A) に関

する研究 (ROSA-N針副)

-軽水炉用組，，:鋼材の似性及び照射効果の研究

-反応度事飲 (RI A) に関する研究

-冷却材費失事故及び反応‘度事故時の安全評価のための

安全解析コードの開発

-原子炉燃料と材料の安全性に関する研究

-核燃料施設の臨界と遮へいの安全性に関する研究

動力炉・核燃料開発事業団 -クリプトン， トリチウム及びヨウ素除去等の放出低減

化に関する研究

-再処理施設の安全性向上に関する研究

-プルトニウム取扱施設，UF6取扱施設の安全性に関す

る研究

科学校術庁 -軽水炉用金属材料の腐食疲労及び応力腐食に関する研

金属材料技術研究所 究

科学妓術庁 -倹器配管系の耐震安全裕度の評価，確認に関する研究

国立防災科学技術センター

通商産業省地質調査所 -断層の活動性調査法のt標準化に関する研究
連鎗省船骨自J主術研究所 -原子炉耐圧部の破犠阻止挙動の評価に関する研究

建設省建築研究所 -地震の実illJデータの収集，分類，分析に関する研究
自治省消防研究所 -放射性物質輸送容器の耐火性に関する研究

原子力絡彼等安全研究年次計画(昭和61年度一昭和65年度)に基づく原子力絡
盤等の安全研究課題(例)

研究課題

1.水炉の安全研究

(1)軽水炉の安全研究

(イ)通常運転時の研

究

関

日本原子力研究所

。

機

4シ

究研.マ

①中性子照射脆化に関する研究

(IAEA第 3次計画)

②実用燃料の照射後試験等

①異常過渡時における燃料の健全

性研究

ア究研

(ロ)運転勝の異常な

過渡変化時の研

究

論

議

は

現

行

の

、

「
仮
想
事
故
」

を
正

と
し
て
.
法
に

そ
の

②構造材の腐食疲労一応力腐食割

れ相互作用の研究

①反応度事故時燃料挙動に関する

研究

②PWRLOCA時の熱工学的安全

性の研究 (ROSA-N計画)

①炉心損傷事故時FPソースター

ム評価解析

②炉.c.、損傷事故時格納容器健全性

評価に関する研究

金属材料技術研究所

日本原子力研究所

。

.. 
ゐ
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い)事故時の研究

(ニ)シピアアクシデ

ント時の研究



原子力施設等安全研究年次計画(昭和61年度一昭和65年度)に基づく原子力施
設等の安全研究課題(例)(紙)

研究課題| 研究テー"7 I研究機関
(4)TRU廃棄物の処|①TRU廃棄物の発生低減技術の|動力炉・核燃料開発

理貯蔵の安全性に| 信頼性に関する研究 |事業団

関する研究

(5)その他

4.放射性物質輸送の安

全性に関する研究

(1)締造材料に係る研

究

(2)耐熱耐火に係る研

究

(3)i箆蔽・臨界に係る

研究

(4)航空輸送容器の安

全性研究

(5)その他

5.原子力施設の耐震安

全性に関する研究

①核燃料輸送容器用金属材料の低|金属材料技術研究所

温脆性評価に関する研究

①トンネル火災遭遇時の輸送容器|消防研究所

の挙動評価の研究 ! 
①使用済燃料船舶鎗送における放|船舶技術研究所

射線i室蔽に関する研究 | 

①プルトニウム航空輸送容器に関 I!動力炉・核燃料開発
する研究 |事業団

(1)地震の発生場及び|①活断層評価手法の高度化に関す|地質調査所

将来の地震の想定| る研究

(2)基盤の地震動及び|①設計用地震評価手法の高度化 |建築研究所

設計用地簾動

(3)後器の挙動と評価|①支持部の非線形性を考慮した応|防災センター

法 | 答解析t去に関する研究
(4)その他

6.原子力施設の確率論

的安全評価等に関す

る研究

(1精頼性評価のため|①システム信頼性評価手法の改|日本原子力研究所

の手法の確立 | 良・整備

(2)人間のふるまいの|①人間のふるまいの評価手法の開

評価手法の確立 | 発

(3)その他

- 79 -

今

原子力施設毒事安全研究年次計画(昭和61年度ー昭和65年度)に基づく原子力絡
設毒事の安全研究課題(例)(鋭}

研究課題| 研究テーマ |研究縄問

(2)重水炉の安全研究 I I 
(イ)通常時.異常な|①MOX燃料の健全性及びふるま|動力炉・核燃料開発

過渡変化時の研| いに関する研究 |事業団

究

(ロ}事故時の研究 |①ATRプラント安全裕度の評価 l 。
に関する研究

川シピアアクシデ|①炉心領傷事故評価に関する研究 l ク

ント時の研究

2.高速増殖炉の安全研

究

(1)安全設計・評価方|①安全設計評価に係わるデー亨 l

針の策定に係わる| ベースの整備

研究

(2)事故防止及ぴ緩和

に係わる安全研究

(イ)異常状態発生防

止に関する研究

(ロ)異常状態拡大防

止に関する研究

い)放射性物質異常

放出防止に関す

る研究

(3)事故評価に係わる

安全研究

(イ)炉心局所事故に

関する研究

(ロ)筋線然除却に関

する研究

判事故時燃料挙動

に関する研究

①燃料・材料の許容設計限界に関

する研究

①原子炉停止系の信頼性評価に関

.する研究

① F P放出移行に関する炉内実験

①炉心局所事故の事故推移評価に

関する研究

①自然循環による崩媛熱除去に関

する研究

①NSRR燃料破損実験

.. 

動力炉・事実燃料開発

事業団

.. 

今

。

日本原子力研究所

(4)シピアアクシデン|①ATWS. PAHR等事象推移評価|動力炉・核燃料開発

トに係わる安全研| に関する研究 |事業団

究

3.再処理施設等核燃料

施設の安全研究

(1)臨界安全性実験

(2)遮へい安全性研究

(3)再処理施設からの

放射性物質放出低

減化に関する研究

①日米共同臨界実験及び未臨界度

測定手法の開発

①中性子遮へい及び中性子被ばく

管理に関する研究

①トリチウム放出低減化技術の開

発

78 -

動力炉・核燃料開発

事業団

。

日本原子力研究所



ム

/， 

T

M

I
事
故
の
原
因
は
運
転
員
の
人
為
ミ
ス
で
あ
り
、

本

件

許

可

処

分

の

違

法

性

を

左

右

し

な

い

と
す
る
、

原
判
決
の

「
規
制
法
」

解

釈

の

誤

ま

り

1 

原
判
決
の

「
規
制
法
」

解

釈

の

誤

ま

り

原
判
決
は
、

T

M

I
事
故
に
よ
っ
て
、

安

全

審

査

に

お

け

る

「
仮
想
事
故
」

を

上

ま

わ

る

事

故

が

現

実

に

起

こ

る

こ

と

が

明

ら

か

と

な

っ

た

の

で

、

さ
き
に
述
べ
た
と
お
り
、

「
立
地
審
査
指
針
」

の

f昨

釈

・
適
用
を
歪
曲
し
て
、

許
可
処
分
の
違
法
を
認
め
な
か
っ
た
う
え
、

T

M

I
事
故
の
原
因
は
、

運

転

員

の

誤

判

断

・

誤

操

作

に

よ

る

と

の

被

上

告

人

の

主

張

を

そ

の

ま

ま

鵜

呑

に

し

て

、

「
原
子
炉
設
置
許
可
の
段
階
で
は
、

原
子
炉
施
設
が
、

基

本

的

に

安

全

確

保

を

備

え

た

設

計

と

な

っ

て

い
る
か
ど
う
か
を
審
査
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
、

T

M

I
事

故

の

原

因

の

主

た

る

も

の

で

あ

る

運

- 80一

転
操
作
の
誤
ま
り
は
、

要
す
る
に
、

右

の

性

能

を

有

す

る

設

計

と

な

っ

て

い

る

の

に

、

そ

の

性

能

を

発

揮

さ

せ

る

た

め

に

必

要

な

措

置

が

な

さ

れ

な

か

っ

た

と

い

う

こ

と

で

あ

る

か

ら

、

本

件

安

全

審

査

の

合

理

性

に

影

響

を

及

ぼ

す

も

の

で

は

な

い

と

い

う

べ

き

で

あ

る

」

と
判
断
し
て
、

上
告
人
ら
の
主
張
を
却
け
、

T

M

I
事

故

を

本

件

安

全

審

査

・

許

可

処

分

の

枠

外

に

閉

め

出
し
た
。

こ
の
点
に
つ
い
て
の
原
判
決
の
誤
ま
り
に
対
し
て
は
、

上

告

理

白

書

の

第

三

「
T

M

I
事

故

は

本

件

安

全

審

査

に

影

響

を

及

ぼ

さ

な

い

と

し

た

原

判

決

の

違

法

」

に
お
い
て
詳
述
さ
れ
て
い
る
の
で
、

そ
れ
を
こ

こ
に
援
用
す
る
が
、

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
に
関
し
て
、

ソ
連
や
日
本
の
安
全
委
員
会
の

「
報
告
書
」

な
ど
で
、

ま
た
も
や

「
人
為
ミ
ス
説
」

が
強
調
さ
れ
て
い
る
の
で
、

そ

の

要

点

の

み

を

こ

こ

に

再

説

す

る

こ
と
に
す
る
。

原

子

炉

規

制

法

二

四

条

一

項

四

号

に

い

う

「
災
害
の
防
止
上
支
障
が
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
」

と
い
う

要
件
は
、

当
然
、

運
転
員
の
操
作
の
誤
り
も
考
慮
に
入
れ
た
上
で
、

な
お
か
つ

「
災
害
の
防
止
上
支
障
が

な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
」

を
求
め
て
い
る
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。

す

な

わ

ち

同

法

二

四

条

一

項

四

号

tま

「
原
子
炉
施
設
の
位
置
、

構
造
及
び
設
備
」

が

一
災
害
の
防
止
上
支
障
が
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
」

い
い
換
え
れ
ば
、

原

子

炉

施

設

の

構

造

等

が

安

全

で

あ

る

こ

と

を

求

め

て

い

る

の

で

あ

る

が

、

原

子

炉

施

。。

設
の
安
全
は
、

こ
れ
を
操
作
す
る
運
転
員
の
人
的
要
素
を
考
慮
に
入
れ
ず
し
て
論
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

運

転

員

が

超

人

的

な

判

断

能

力

や

操

作

能

力

を

発

揮

し

な

い

限

り

、

当

該

原

子

炉

の

安

全

が

保

て

な

い

と

い
う
よ
う
な
こ
と
で
あ
れ
ば
、

そ

れ

は

原

子

炉

施

設

の

構

造

等

自

体

に

お

い

て

安

全

で

あ

る

と

言

え

な

い

こ
と
に
誰
し
も
異
論
は
な
い
筈
で
あ
る
。

運
転
員
が
一
定
の
専
門
知
識
を
有
し
、

訓

練

を

受

け

た

人

間

で

あ

る

と

し

て

も

彼

ら

は

あ

く

ま

で

も

通

常

の

人

聞

に

過

ぎ

な

い

し

、

神

が

か

り

的

な

能

力

や

大

天

才

で

あ

る

こ

と

を

期

待

す

る

こ

と

は

出

来

な

い

の

で

あ

る

。

人
は
誤
り
を
犯
す
も
の
で
あ
り
、

従
っ
て
誤
判
断
、

誤
操
作
は
っ
き
も
の
で
あ
る
と
い
う
前
提
で
、

原
子
炉
施
設
の
安
全
審
査
は
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

従

っ

て

原

判

決

の

い

う

よ

う

に

T

M

I
事

故

が

運

転

操

作

の

誤

り

で

あ

る

か

ら

と

い

っ

て

直

ち

に

安

全

審



査
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
と
結
論
す
る
の
は
、

原

子

炉

規

制

法

二

四

条

一

項

四

号

の

要

件

の

解

釈

適

用

を

誤
っ
た
も
の
で
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

右
の
理
は
法
規
制
の
体
系
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
。

同

法

二

四

条

一

項

三

号

は

原

子

炉

設

置

者

に

原

子
炉
の
運
転
を
適
確
に
遂
行
す
る
に
足
り
る
技
術
的
能
力
が
あ
る
こ
と
」

を
要
求
し
て
お
り
、

原
子
炉
の

設
置
、

運

転

等

に

関

す

る

規

則

(
当
時
)

一
条
の
二
第
二
項
一

O
号
に
は
、

原
子
炉
設
置
許
可
・
申
請
書
に

添

付

す

べ

き

書

類

と

し

て

「
原
子
炉
の
燥
作
上
の
過
失
:
・
:
・
等
が
あ
っ
た
場
合
に
発
生
す
る
と
想
定
さ
れ

る
原
子
炉
の
事
故
の
種
類
、

程
度
、

影
響
等
に
関
す
る
説
明
書
」

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
前
者
は
原
子
炉
設
置
者
に
対
し
、

原

子

炉

運

転

に

つ

い

て

の

一

定

の

技

術

的

能

力

を

要

求

し

て
い
る
が
、

こ
れ
は
当
然
の
と
と
な
が
ら
、

当

該

設

置

者

の

使

用

す

る

運

転

員

に

も

一

定

の

技

術

能

力

乃

至
運
転
能
力
が
あ
る
こ
と
を
要
求
す
る
も
の
で
あ
る
。

し

か

し

運

転

操

作

の

誤

り

は

不

可

避

の

も

の

で

あ

る
か
ら
右
規
則
に
お
い
て

「
操
作
上
の
過
失
」

「
事
故
の
種
類
、

程
度
、

が

あ

っ

た

場

合

に

想

定

さ

れ

る

影
響
等
」

を
評
価
す
べ
き
こ
と
を
求
め
、

そ

の

上

で

原

子

炉

規

制

法

二

四

条

一

項

四

号

に

い

う

「
原
子
炉

の
位
置
、

構
造
及
び
設
備
が
:
:
:
災
害
の
防
止
上
支
障
が
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
」

の
要
件
が
満
た
さ
れ

る
か
ど
う
か
を
審
査
す
べ
き
こ
と
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
運
転
操
作
の
誤
り
」

に
よ
る
事

従
っ
て

故
も
安
全
審
査
の
重
要
な
要
素
で
あ
り
、

が

あ

っ

て

も

原

子

炉

施

設

の

安

全

が

確

「
運
転
操
作
の
誤
り
」

保
さ
れ
る
よ
う
な
設
計
に
な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
が
審
査
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

「
立
地
審
査
指
針
」

「
軽
水
炉
に
つ
い
て
の
安
全
設
計
審
査
指
針
」

ゃ、

「
指
針
」

等

の

や

「
め
や
す
」

と
の
関
係
で
も
、

「
重
大
事
故
」

な
ど
に
お
け
る

「
事
故
」

「
仮
想
事
故
」
、

「
安
全
上
重
大
な
事
故
」

や

は

な

ん

ら

人

為

的

要

因

に

よ

る

「
事
故
」

を

も

排

除

し

て

い

る

も

の

で

な

い

こ

と

は

文

言

上

疑

う

余

地

な
く
明
白
で
あ
る
。

「
仮
想
事
故
」

と
く
に

に
お
い
て
は
、

「
技
術
的
見
地
か
ら
起
こ
る
と
は
考
え
ら
れ

な
い
事
故
」

ま
で
想
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、

原
判
決
の
よ
う
な
誤
っ

た
解
釈
を
容
れ
る
余
地
な
ど
ま
っ
た
く
な
い
の
で
あ
る
。

「
運
転
員
の
誤
操
作
ま
た
は
機
器
の
誤
動
作
に
よ
り
、

現
に
本
件
の
安
全
審
査
で
も
、

最

大

反

応

度

効

果

を

有

す

る

制

御

棒

ク

ラ

ス

タ

一
本
を
最
大
速
度
で
連
続
的
に
引
き
抜
い
て
も
:
:
:
」

と
か

「
運
転
員
の
誤
操
作
、

「
燃
料
取
替
中
、

ま
た
は
化
学
体
積
制
御
設
備
の
機
器
の
誤
動
作
に
よ
る
:
:
:
」

運
転
員
の
誤
操
作
も
し
く
は
機
器
の
誤
動
作
に
よ
り
、

燃

料

集

合

体

が

炉

心

に

落

下

し
で
も
:
・
:
・
」

と
か
、

人
的
ミ
ス
の
原
因
も
含
め
て
、

原

判

決

以

上

の

明

「
事
故
」

を
審
査
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、

白
な
誤
り
は
、

お
よ
そ
判
決
の
歴
史
の
中
で
も
稀
有
と
云
っ
て
過
言
で
は
な
い
。

2 

「
人
為
ミ
ス
」

は
原
発
技
術
シ
ス
テ
ム
の
欠
陥
と
表
裏
一
体
で
あ
る
。

事
故
が
起
こ
れ
ば
、

そ
の
原
因
を
運
転
員
な
ど
の

「
人
為
ミ
ス
」

と
決
め
つ
け
て
事
故
の
原
因

- 82 -qo 
n
n
u
 



を
倭
少
化
し
、

責

任

を

現

場

の

運

転

員

な

ど

に

押

し

つ

け

る

の

は

、

原

発

建

設

を

推

進

し

た

者

た

ち

の

常

套

手

段

で

あ

る

が

、

複

雑

か

つ

大

規

模

な

原

発

シ

ス

テ

ム

の

場

合

、

人

為

ミ

ス

に

よ

る

災

害

を

防

止

す

る

シ

ス

テ

ム

が

確

立

さ

れ

て

い

な

け

れ

ば

建

設

や

運

転

が

許

さ

れ

て

な

ら

な

い

の

で

あ

る

か

ら

、

シ
ス
一
ア
ム

の

欠

陥

と

人

為

ミ

ス

と

の

関

係

は

彼

ら

の

よ

う

に

単

純

に

決

め

つ

け

ら

れ

る

も

の

で

は

な

い

。

人

為

ミ

ス

を
云
う
な
ら
ば
、

大

量

の

長

寿

命

の

放

射

性

毒

物

の

製

造

・

蓄

積

工

場

で

あ

り

、

安

全

確

保

も

困

難

な

原

子

力

発

電

所

を

エ

ネ

ル

ギ

ー

政

策

の

重

要

な

一
環
と
し
て
採
用
、

建

設

を

推

進

し

た

こ

と

が

最

大

の

人

為

ミ
ス
で
あ
る
。

政

府

や

電

力

会

社

、

大

手

建

設

会

社

な

ど

の

責

任

こ

そ

最

も

重

く

間

わ

れ

な

け

れ

ば

な

ら

h
h

、。

φ
'
H
I
U
W
 

原

発

の

よ

う

な

巨

大

シ

ス

テ

ム

に

も

人

間

の

関

与

が

不

可

欠

で

あ

る

こ

と

は

す

で

に

述

べ

た

が

、

運

転

- 84一

員

ら

が

守

ら

ね

ば

な

ら

な

い

と

さ

れ

て

い

る

「
運
転
規
則
」

も

あ

く

ま

で

も

こ

れ

ま

で

に

得

ら

れ

た

限

ら

れ

た

知

識

の

範

囲

内

で

つ

く

ら

れ

た

「
暫
定
的
」

な

も

の

に

す

ぎ

な

い

。

「

人

間

と

機

械

が

共

存

す

る

系

に

お

い

て

、

そ

れ

ぞ

れ

の

特

徴

を

考

慮

し

て

、

人

間

と

機

械

の

役

割

分

担

を

最

適

化

し

て

、

こ

れ

を

具

体

化

す

る

行

為

及

び

そ

の

結

果

で

あ

る

」

と
定
義
さ
れ
た
、

い

わ

ゆ

る

「
マ
ソ
マ
シ

l
ソ

-
イ
ソ
タ

l
フ
ェ
イ
ス
」

の
問
題
も
、

原

発

に

お

い

て

も

、

そ

の

シ

ス

テ

ム

全

体

が

余

り

に

も

膨

大

か

つ

複

雑

で

あ

る

の

で

、

事

故

発

生

の

メ

カ

ニ

ズ

も

多

様

で

あ

り

、

と

く

に

事

故

の

緊

急

の

際

の

秒

単

位

の

短

い

時

間

内

に

、

原

発

内

に

起

こ

る

す

べ

て

の

事

象

を

、

運

転

員

た

ち

が

即

時

に

こ

れ

を

知
り
、

適

確

に

事

態

に

対

処

す

る

シ

ス

テ

ム

を

確

立

す

る

こ

と

は

、

現

在

は

も

ち

ろ

ん

将

来

に

お

い

て

も

不
可
能
で
あ
る
。

事

故

は

発

生

し

た

と

き

、

す

べ

て

「
不
測
の
事
故
」

で
あ
る
か
ら
、

事
故
な
の
で
あ
る
。

T
M
I
事
故
や
、

チ

ェ

ル

ノ

ブ

イ

リ

事

故

の

基

盤

に

は

、

こ

の

よ

う

な

原

子

力

発

電

技

術

の

安

全

性

確

保

の

本

質

的

不

可

能

性

が

あ

る

の

で

あ

る

。

も
ち
ろ
ん
、

こ

れ

ら

の

大

事

故

に

よ

っ

て

、

事

故

の

際

の

原

発

の

状

況

に

つ

い

て

、

若

干

の

知

見

が

増

え

、

安

全

確

保

技

術

に

若

干

の

改

善

が

な

さ

れ

る

か

も

し

れ

な

し、
。

し

か

し

事

故

は

あ

く

ま

で

も

「
不
測
の
事
故
」

と
し
て
、

今

後

と

も

起

こ

り

続

け

る

こ

と

だ

け

は

間

違
い
な
い
。

わ
れ
わ
れ
は
、

し

か

し

も

う

こ

れ

以

上

、

「
原
発
改
良
」

の
た
め
の
、

「

破

滅

的

大

事

故

に

よ
る
実
験
」

の

繰

返

し

を

断

じ

て

許

す

と

と

は

で

き

な

い

の

で
あ
る
。

85 

第
六

原

発

に

続

々

に

起

こ

る

事

故

は

、

つ

ぎ

の

大

事

故

の

危

険

を

警

告

す

る

。

つ

ぎ

つ

ぎ

に

起

こ

る

原

発

事

故

次
の
表
は
、

最

近

の

一

年

間

に

か

ぎ

り

(

一

九

八

七

年

二

月

か

ら

一

九

八

八

年

一
月

ま

で

)

日

本

圏

内

の

原

発

で

発

生

し

た

事

故

の

う

ち

、

主

要

な

も

の

を

示

し

た

も

の

で

あ

る

。



る 諸

の 外
で 国、
で

そ 起
の F 

、-
う -っ

ち た

重 原

要 発
な 事

も 故

の は

だ

け ，た』、

を り

選

ん も

で 数、 ヵ:
一〉 多

ぎ

表 そ

刀可 の

す す

る ベ
〉ー

て、一
と を

f昂
す げ

る る。 ，_ 
L.. 

と

は

不

可

能

で

あ

発生年月日 原発名 事放内容

88.2. 1 浜岡1 無停電電源の故障で、再循環ポンプ2台が岡崎停止.

ポンプ起動により出力上界、手動停止.

88.3. 4 敦賀2 作業員の操作ミスで自動停止.中性子測定用の回路

を切る.

88.3. 6 敦賀1 寓循環ポンプ1台が停止.制御用半獅休素子が劣化.

88.3. 8 動燃 プルトニウムの臨界IUIlが誤作動.作業員300名が

選緯所(核シヱルター)へ一時避難.

88.3. 9 伊方1 制御悔 12本に摩粍やふくらみが見つかる.

88.3.14 むつ 制御機駆動装置のパッキングに不良見つかる.

88.3.31 大飯1

高浜1

美浜3 一次冷却水ポンプ内のボルト多数にヒピ宮IJれ.

玄海2 以通産省、各地の同型原発に取り管え指示.
88.5.18 伊方2

88.6. 6 玄海1 一次系大口径配管に穴があき、一次冷却水が漏れ、

手動停止.
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L.. 原子力発電所の事故・故障(1987 .2'"'-' 1988.1 ) 

p~ '1: 'F n 11 I J~ oli:刈乙| 慨 袈

8i. 2. 2 I 1)1 '}j 2 1 ;(:検'1'，t銭円!tu体・件:のーl一割;金Hの欠誌を発見. 411 、(l~
圧ターピン >>a 族主1 シ -J~11i tのi倒産創;17カ所にひび!IIれを
発見.

2. 2 1敦 賀 1 Iランドリーボイラ一室の倣粍タンクから6∞lの市池が浦底
i均一体に流出.

2.10 ，東 海 1 I i!伝中の館料交換に際L、型車科集合体一体の取っ手がはずれ
て、受検できず.11日、発電織の冷却材シール油が配管のひ
び'11れ箇所から漏れ、運転停止.

2.16 I教 n 1 I原子炉科循環ポンプ三基のうち一基が自動停止.H'.力を半減
させ、原子炉を動力・Lたまま開資、自動電圧倒笠装置IIW:U
のIII偶発見.

2.19 1 徳島第一51原子炉再循環ポンプの紬針部冷却材の温度が通常の21告 (82
.C)まで上昇Lたため20日から手動停止.

3.10 I'~ t'I 2 1 '主惑気力目減弁が欽問、通常の85%に U~ 力低下.
3.12 I美 浜 3 I iE検小、族主m~1ニi.jの細管 12本仁川偶発見.
4.23 '1L¥!lJ第一 一 |飯島沖地:tて自動停止.地震のl.liれによる停止ではな仁炉

1.3.5 I .[・の中性子密度が抗;!!jて通常の118%まで上昇Lたため.
4.23 1大 飯 21定検中、燃料集合体を固定する板パキtこひび訓11J~ 見.
5.11 ，;東 海 2 1 i針金中の4f120fl，燃料集合体一体から紋射能漏れが見つか

の
ほ
か
，_' 
L.. 

く

最

近

も

、

次

表

に

示

す

よ

う

な

事

故

が

続

発

し

て

い

っτいたこ tが判11)1.
5.12 1大 飯 11 M¥発生23のー基が忠信号1:よ町給水制御弁が自.'，的1:絞り

込まれ、水{立が通常の60%から30%に低 F.このためターピ
ンtI~力が定総 :1'，力 (117.67ikW) をまZ え 118.57íkW I:上.fJ.

5.28 100 浜 3 114日明から総納容認底部の水位上引が12.められたが.i!fi;絞行
28 0 ~kQlh~iaf~増大てようや〈原 HP停JI:.

611|女 111 11211Mi附
6.12 1 'k t'( 1 186年911U米:1'，力製常のまま速伝をねけているこ tが判明.

定的11¥1)の35.7万kWまで上がらず、4円から35.6万州、 5fl 
から35.4万kWIこ:t'J力を下げて運転.

6151大飯 211年川iカらの一次冷却水漏れれ臼2・
6.28 東 海 2'~再結速転"人科循環ポンプの1宣言1 ケープルがショート. 30[1 

に11f:t:JI.!I，;IJI'tの夢!常でポンプfIjl，停止.
7.11 1 ilii 浜 1 1 ，1:冷却材ポンフ・の災?抗措i動て原子炉停止.15日、熊気発生2.f
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1~(l I'll t~ t 11本I(，['，1i:が発表.
12.18 I大 阪 1 1 蒸気1~'U;1 でうで常高・検 .11\のため I(，í子炉停止.世m~a'l:おい!の
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諸外国での原発事故(過去20年間の主なもの)

ラテナ(伊) :起動時に失敗.燃料の20%が溶融。
アイダホ(米) :フィルムが流量閉さ.流量喪失事故。燃料溶融.
ヤンキー(米、 PWR) :樹脂塔再生諮被カt一次系に.反応度上昇.
ハダン(米、 PWR) :結線ミスの為、 2本の制御棒が披けた。
パウド(スイス、ガス炉) : LOCA.炉心が大破損。
ハンフォード(米) :スクラム失敗事故.
トラパース(米、 BWR) : B 52旅客機が近くに墜落炎上。
ミルストン(米、 BWR) :スクラム失敗事故。
ヤンキー(米、 PWR) :反応度事故。スクラム成功。
ジオン(米、 PWR) :パルプ制御回路を取り外す。スクラム。
ドレスデン(米、 BWR) : ECCS配管に亀裂。
ブラウンズ・フェリー(米、 BWR) :ケーブル火災。制御不能。
グンドレミンゲン(西独、 BWR) :熱水の噴出により 2人死亡。
ミルストン(米、 PWR) :燃料変換中に反応度が上昇し臨界。
クック(米、 PWR) :落雷で所外電源が2系統とも完全喪失。
デーピス・ベッシ(米、 PWR) :加圧器逃し弁が聞にならず。
小LOCA.TMI事故の前兆事故。
アjレノルド(米、 BWR) :主循環系ノズjレ入口に亀裂。
クック(米、 BWR) :再循環ポンプが急速回転.出力が急上昇包
デーピス・ベッシ(米、 PWR) :電顕喪失で原子炉出力が急よ昇.
アルノルド(米、 BWR) :シールド・プラグの外し忘れでジェット・
ポンプに流路閉さ.
TMI (米、 PWR) :小LOCA.炉心溶融.格納容器内で水素嬢発。
オイスター・クリーク(米、 BWR) :ポンプ故障で給水全喪失.
ドエル(ベルギ←、 PWR) : SG細管が破裂.ECCSが作動.
プレイリー島(米、 PWR)': SG細管が破損。E"CCSが作動.
クリスタlレ・リバー(米、 PWR) :電源喪失、誤千惇力、誤信号.圧力
高で加圧器逃し弁開.HP  1作動し、一次系冷却水が流出。
サンオノフレ(米、 PWR) :主海水冷却系がポンプ軸折損と弁故障と
で2系統とも喪失.
プラウンズ・フェリー(米、 BWR) :手動スクラム時に、制御棒多数
(185休中の 76体)が挿入失敗.

セーラム(米、 PWR) :スクラム失敗.
プジャイ(仏、 PWR) :外部電源の喪失.2台の予備発電機が不作動。
最後の1台カ巧宇動.
デーピス・ペッシ(米、 PWR) :運転員が「小LOCA事故Jカ弓老生
したと誤判断し、コンピュータに指令.指令訂正に対し、コンピュ
ータは無視して操作をおとなう.
プランスウィク(米、 BWR) :主蒸気隔軽弁8ケ中3ケの閉失敗。
サンオノフレ(米、 PWR) :所内全交流電源が喪失。蒸気洩れでフ。ラ

ント内機器カ頓醤.
ランチョ・セコGjC， PWR) :電源の故障。運転員1人が緊張のあま
り、運転台で失神.
ピルグリム(米、 PWR) :スクラム時、主蒸気隔離弁4ケの開失敗。
チェlレノビル(ソ、 RB MK) :スクラム失敗.暴走事故。
ラサール(米、 BWR) :原子炉水位低信号・にスクラム作動せず。スイ
ッチ4ケ中3ケが腐食のため.
カトウパ(米、 PWR) :制御室機能喪失試験中に原子炉を手動停止。
ECCSが作動d手頗不良、訓練不良、設計不良が重なる。
サリー(米、 PWR) :主給水ポンプ付近の 18インチ配管が完全破断。
4人死亡、 2人重留、 2人軽傷.
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事
故
に
つ
い
て
は
、

「
ハ
イ
ン
リ
ッ

有

名

な

ヒ
の
法
則
」

と
い
う
も
の
が
あ
る
。

ハ

イ

ン

リ

ッ

ヒ

は

ア

メ

リ

カ

の

損

害

保

険

会

社

に

勤

め

て

い

た

数

学

者

で

あ

る

が

、

保

険

料

率

を

合

理

的

に

決

定

す

る

た

め

、

産

業

災

害

を

数

多

く

調

査

し

て

あ

る

法

則

を

見

出

し

た

。

「
ハ
イ
ソ
リ

ッ

ヒ
の
法
則
」

と
は
、

つ

の

大

事

故

の

背

後

に

は

平

均

二

九

件

の

大

事

故

寸

前

の

事

故

が
あ
り
、

そ
の
ま
た
背
後
に
、

何

事

も

な

く

終

っ

た

も

の

の

、

処
置
を
誤
れ
ば
、

事

故

と

な

り

得

た

例

が

平
均
三

O
O
件

あ

る

と

い

う

も

の

で

あ

る

。

背

後

に

あ

る

二

九

件

と

か

三

O
O
件
の
数
字
は
、

別
に
し
て
、

こ
の
法
則
の
教
訓
は
、

つ

の

大

事

故

の

背

後

に

は

多

数

の

前

兆

事

象

が

あ

り

、

対

処

0
3
 

0
0
 

一

見

何

で

も

な

い

些

細

な

事

象

の

意

味

を

真

剣

に

考

え

、

し
な
い
と
、

い

ず

れ

は

大

事

故

が

起

こ

っ

て

し

ま

う

と

い

う

こ

と

で

あ

る

。

前
掲
の
各
事
故
は
、

し
か
し
、

い

づ

れ

も

原

発

の

安

全

に

と

っ

て

重

要

な

も

の

ば

か

り

で

あ

り

、

一一「

ノ、

イ
ン
リ
ッ

ヒ
の
法
則
」

に

云

う

大

事

故

の

背

後

の

些

細

な

事

故

な

ど

で

は

な

い

。

い

ず

れ

も

原

発

に

ま

た

新

た

な

大

事

故

が

さ

し

迫

っ

て

い

る

こ

と

を

示

す

事

故

ば

か

り

で

あ

る

。

以
下
、

こ

れ

ら

の

事

故

が

具

体

的

に

指

し

示

す

大

事

故

の

危

険

を

順

次

述

べ

る

こ

と

と

す

る

。

多

く

の

原

発

事

故

が

警

告

す

る

大

事

故

の

危

険

1 

ス

ク

ラ

ム

失

敗

事

故

原

子

炉

の

ス

ク

ラ

ム

失

敗

は

原

発

事

故

に

と

っ

て
も
っ
と
も
重
要
で
あ
る
。

暴

走

事

故

に

と

っ



て
の
み
な
ら
ず
、

大

口

径

配

管

破

断

(
L
O
C
A
)
 で
あ
ろ
う
と
、

蒸

気

発

生

器

細

管

破

損

事

故

の

場

合

で
あ
ろ
う
と
、

二
次
系
冷
却
材
の
流
置
喪
失
の
場
合
で
あ
ろ
う
と
、

ス
ク
ラ
ム
に
失
敗
す
れ
ば
、

ど
ん
な

大
事
故
に
発
展
す
る
か
わ
か
ら
な
い
。

ス
ク
ラ
ム
は
原
発
の
命
綱
で
あ
る
。

前
掲
の
表
を
み
て
も
、

「
制
御
棒
入
ら
ず
」

と
い
う
事
故
が
多
い
の
に
驚
く
。

電

気

系

の

結

線

ミ

ス

の

た
め
制
御
棒
を
入
れ
よ
う
と
し
て
、

逆
に
抜
け
て
し
ま
っ
た
と
い
う
事
故
ま
で
あ
る
。

日

本

の

安

全

審

査

で
も
、

ス

ク

ラ

ム

だ

け

は

ど

ん

な

と

き

で

も

順

調

に

入

る

と

い

う

こ

と

が

前

提

と

な

っ

て

い

る

の

で

、

ス

ク
ラ
ム
失
敗
事
故
の
多
発
は
、

大
事
故
発
生
の
危
険
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

2 

大

L
O
C
A
事

故

大
き
な
配
管
が
ギ
ロ
チ
ン
破
断
し
、

冷

却

材

が

喪

失

す

る

大

L
O
C
A
の
事
故
は
、

こ
れ
ま
で
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原
発
事
故
の
中
で
、

も
っ
と
も
お
そ
ろ
し
い
も
の
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。

一
九
八
六
年
一
月
、

悪

名

高

い

推

進

側

の

指

導

者

で

あ

っ

た

有

沢

広

巳

氏

は

、

「
原
発
に

E
C
C
S
は

不
要
で
あ
る
」

と
発
言
し
た
そ
う
で
あ
る
が
、

そ

の

数

ヶ

月

後

に

チ

ェ

ル

ノ

ブ

イ

リ

事

故

が

発

生

し

た

。

テ

ス

ト

中

チ

ェ

ル

ノ

ブ

イ

リ

で

運

転

員

が

E
C
C
S
の

作

動

信

号

を

バ

イ

パ

ス

し

て

い

た

こ

と

を

知

っ

た

推
進
派
の
学
者
た
ち
の
多
く
は
、

「
E
C
C
S
を
切
る
と
は
無
茶
で
あ
る
」

と
発
言
し
た
が
、

有
沢
氏
の

E
C
C
S
不
要
説
に
は
、

な
ん
ら
反
対
の
意
見
を
云
わ
な
か
っ
た
。

彼

ら

の

そ

の

場

か

ぎ

り

の

無

責

任

な

体
質
を
物
語
る
事
実
で
あ
る
。

大

L
O
C
A
事
故
で
重
要
な
の
は
、

一
九
八
六
年
の
サ
リ

l
原
発
で
の
大
口
径
配
管
破
断
事
故
で
あ
る
。

こ
の
と
き
は
、

二
次
冷
却
系
の

八
イ
ン
チ
の
径
の
パ
イ
プ
が
完
全
破
断
し
、

四
人
が
死
亡
し
た
。

四

人

も
の
死
者
が
出
た
こ
と
も
重
大
だ
が
、

何

の

前

兆

現

象

も

な

く

腕

時

に

完

全

破

断

し

た

こ

と

は

安

全

上

極

め
て
重
要
で
あ
る
と
云
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

配
管
の
破
断
に
は
、

な

ん

ら

か

の

前

兆

現

象

が

あ

る

と

い

う

の

が

こ

れ

ま

で

の

考

え

で

あ

っ

た

。

し、

わ

ゆ

る

L

B

B
(
下
。

mww
出
。
同

0
2
w

回
円
。
一
印
宵
)
の
思
想
で
あ
る
。

破

断

の

前

に

必

ず

亀

裂

部

か

ら

漏

れ

が

あ

る

筈
で
あ
る
の
で
、

亀
裂
や
漏
れ
に
よ
っ
て
破
断
の
前
に
処
置
し
得
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。

し
た
が
っ
て
、

L

B

B
思

想

の

崩

解

は

ま

た

「
圧
力
容
器
の
健
全
性
」

信
仰
の
崩
解
で
も
あ
る
。

前

兆

現

象

な

く

圧

力

- 91一

サ
リ

i
原

発

の

事

故

は

原

発

の

安

全

確

保

に

と

っ

て

新

し

い

難

問

題

を

つ

き

つ

け

た

の

で

あ

る

。

容
器
が
破
壊
さ
れ
る
と
、

圧
力
容
器
の
健
全
性
を
あ
ら
か
じ
め
検
知
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
。

圧
力
容
器
の
脆
性
破
壊
の
検
知
は
、

炉
心
内
に
置
か
れ
た
試
験
片
が
唯

の
頼
り
と
な
り
、

こ
れ
で
は
ま
っ

た
く
検
知
困
難
と
云
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

諸

外

国

で

圧

力

容

器

の

破

壊

を

安

全

審

査

上

ど

う

位

置

づ

け

る

か

で

い

ろ

い

ろ

の

試

み

が

な

さ

れ

て

い

る

背

景

の

つ
に
こ
の
事
実
が
あ
る
。

し
か
し
、

日
本
の
み

が

こ

の

よ

う

な

深

刻

な

事

実

に

対

し

て

も

目

を

つ

む

っ

た

ま

ま

な

の

で

あ

る

。

3 

E
C
C
S
の

配

管

破

断

事

故

大

L
O
C
A
や
圧
力
容
器
破
損
と
似
て
い
る
が
、

E
C
C
S
配
管
は
別
の
意
味
で
重
要
で
あ
る
。



前
掲
の
表
の
う
ち
、

一

九

七

五

年

の

ド

レ

ス

デ

ソ

で

発

生

し

た

事

故

は

、

E
C
C
S
配
管
と
、

圧

力

容

器

と

の

継

ぎ

目

の

部

分

で

亀

裂

が

発

生

し

た

。

こ

の

場

所

で

の

亀

裂

の

発

生

は

、

圧

力

容

器

破

壊

と

同

様

の

大
事
故
と
な
る
。

も

ち

ろ

ん

E
C
C
S
か

ら

の

注

入

も

不

可

能

で

あ

る

。

こ

の

事

故

発

生

が

知

ち

さ

れ

た

す
ぐ
あ
と
で
、

フ

ラ

γ
ス

の

原

発

に

テ

ロ

リ

ス

ト

一

味

か

ら

と

み

ら

れ

る

「

E
C
C
S
と

圧

力

容

器

と

の

間

に

爆

弾

を

し

か

け

た

」

と

い

う

脅

迫

電

話

が

か

か

っ

て

き

た

と

云

う

こ

と

で

あ

る

。

彼

ら

は

原

発

の

脆

弱

点

を

衝

い

た

の

で

あ

る

。

最

近

に

も

浜

岡

原

発

二

号

炉

で

、

E
C
C
S
ポ

ン

プ

駆

動

用

の

蒸

気

配

管

に

穴
が
あ
き
、

蒸

気

が

漏

れ

る

と

い

う

事

故

が

発

生

し

て

い

る

。

4 

小

L

O

C

A
の

原

因

と

な

る

弁

の

事

故

大

は

小

を

兼

ね

る

と

い

う

誤

っ

た

考

え

で

、

日

本

で

安

全

審

査

が

お

と

な

わ

れ

て

い

る

。

し

か

し

一

次

系

細

管

破

断

(
小

L
O
C
A
)

蒸

気

抵

抗

が

高

く

E

C

C

S
か

ら

の

冷

却

水

注

入

も

困

難

の
方
が
、

で
あ
る
の
で
、

発

生

頻

度

の

高

い

小

L
O
C
A
の

方

が

危

険

度

が

高

い

と

い

う

主

張

を

上

告

人

ら

は

一

審

以
来
し
て
き
た
。

T

M

I
事

故

は

小

L
O
C
A
と
同
質
の
事
故
で
あ
り
、

上

告

人

ら

の

主

張

の

正

し

さ

は

、

す

で

に

事

実

を

以

て

証

明

さ

れ

た

。

一

九

七

七

年

九

月

の

デ

l
ビ
ス

-

ベ

ッ

シ

の

事

故

も

T

M

I
事

故

と

同

じ

加

圧

器

逃

し

弁

の

開

国

着

に

よ

る

小

L
O
C
A
事
故
で
あ
り
、

-

ベ

ッ

シ

の

と

き

は

弁

を

デ

l
ビ
ス

早

く

聞

に

し

た

の

で

大

事

故

を

免

れ

た

の

で

あ

る

。

こ

の

事

故

の

危

険

性

を

警

告

し

た

マ

イ

ケ

ル

ソ

γ
報

告

は

N

R

C
に
よ
っ
て
無
視
さ
れ
、

T

M

I
の

大

事

故

に

つ

な

が

っ

た

の

で

あ

る

が

、

原

発

事

故

は

原

発

の

現

場

に

だ

け

原

因

と

責

任

が

あ

る

の

で

は

な

く

、

メ
ー
カ
ー
は
も
ち
ろ
ん
、

N

R

C
な

ど

の

政

府

機

関

も

重

い

責

任

が

あ

る

こ

と

を

示

し

て

い

る

。

5 

機

器

冷

却

水

の

喪

失

事

故

軽

水

炉

に

は

数

多

く

の

重

要

な

機

器

が

使

用

さ

れ

て

い

る

。

例

え

ば

主

給

水

ポ

γ
プ

な

ど

が

そ

の
代
表
で
あ
る
。

そ

れ

ら

の

ポ

γ
プ
は
、

回

転

軸

の

摩

擦

の

た

め

、

ど

う

し

て

も

発

熱

し

や

す

い

。

発
執

温

度

が

上

昇

す

る

と

、

軸
間
着
や
、

ポ

ン

プ

の

過

熱

な

ど

の

事

態

が

起

こ

る

の

で

、

こ

れ

を

防

止

す

る

た

め

冷

却

水

が

使

用

さ

れ

て

い

る

。

こ

れ

ら

の

冷

却

水

の

パ

イ

プ

が

破

損

す

る

と

、

冷
却
不
能
と
な
り
、

ポ

γ
プ

が

停

止

し

て

し

ま

い

、

ま

た

シ

l
ル

部

な

ど

か

ら

一

次

系

が

漏

れ

出

す

こ

と

に

も

な

る

。

数

多

く

の

ポ

ソ

プ

や

弁

な

ど

の

機

器

冷

却

水

喪

失

は

、

予

想

外

の

大

事

故

の

原

因

と

な

る

こ

と

が

判

明

し
て
い
る
。

(
P
W
R
)
 

ア

メ

リ

カ

の

シ

オ

ン

原

発

の
解
析
で
は
、

炉

心

損

傷

の

原

因

と

な

る

大

事

故

の

う
ち
、

実

に

七

九

パ

ー

セ

ン

ト

は

、

こ

の

事

故

に

よ

る

も

の

で

あ

る

と

い

う

結

果

が

出

て

い

る

。

し

か

し

日

本

の

安

全

審

査

で

は

、

こ

の

よ

う

な

こ

と

は

ま

っ

た

く

検

討

さ

れ

て

い

な

い

の

で

あ

る

。

6 

蒸

気

発

生

器

細

管

事

故

本
件
伊
方
原
発
訴
訟
で
、

蒸

気

発

生

器

細

管

事

故

の

危

険

性

を

主

張

し

て

き

た

。

被
上
告
人
は
、

水

処

理

の

方

法

を

リ

ソ

酸

塩

法

か

ら

A

V

T
法

に

変

え

た

こ

と

で

、

事

故

は

再

発

し

な

い

で

あ

ろ

う

と

主

張
し
て
き
た
。

一

九

七

五

年

二

月

の

ポ

イ

ソ

ト

ピ

i
チ
原
発
で
の
事
故
や
、

し

か

し

一

九

七

九

年

六

月

の

- 92 -- 93 -



ベ

ル

ギ

ー

の

ド

エ

ル

原

発

の

事

故

で

は

、

細

管

の

破

裂

で

E
C
C
S
の

作

動

ま

で

も

ひ

き

起

こ

す

事

故

が

起
こ
っ
て
い
る
。

日
本
で
も
こ
こ
一
年
の
聞
に
美
浜
、

高
浜
、

玄
海
な
ど
で
、

つ

ぎ

つ

ぎ

と

蒸

気

発

生

器

細

管

破

損

事

故

が

起

こ

っ

て

い

る

。

こ
の
細
管
破
壊
は
、

炉

心

溶

融

事

故

の

原

因

と

な

る

も

の

で

あ

り

、

上

告

人

ら

の

主

張

の

正

し

さ

は

、

明

ら

か

と

な

っ

て

い

る

の

で

あ

る

。

7 

電

源

喪

失

事

故

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、

電

源

喪

失

に

よ

る

炉

心

溶

融

の

可

能

性

は

極

め

て

高

い

こ

と

は

、

N 

R

C
の
文
書

(
z
d如
何
の

H

H
印

O
)

に
よ
っ
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。

日

本

で

は

こ

の

事

故

を

「
重
大
事
故
」
、

「
仮
想
事
故
」

の

い

づ

れ

に

お

い

て

も

ま

っ

た

く

評

価

の

対

象

と

し

て

い

な

い

。

一

九

八

八

年

二

月

日

に

発

生

し

た

浜

岡

原

発

の

事

故

は

、

停

電

し

て

は

な

ら

な

い

「
無
停
電
電
源
」

94 

が

リ

レ

!

の

故

障

に

よ

っ

て

停

電

し

て

し

ま

う

と

い

う

重

大

な

も

の

で

あ

っ

た

。

ま
た
一

九

八

四

年

の

フ

ラ

ン

ス

の

ブ

ジ

ャ

イ

原

発

事

故

で

は

、

外
部
電
源
が
停
電
し
、

ニ

台

の

う

ち

二

台

の

予

備

の

ジ

l
ゼ

ル

発

電
機
が
働
か
ず
、

辛

う

じ

て

残

る

一

台

の

発

電

機

に

よ

っ

て

大

事

故

を

免

れ

た

。

一

九

七

七

年

九

月

の

ア

メ
リ
カ
の
ロ
ッ
ク
原
発
で
も
、

落

雷

に

よ

っ

て

所

外

電

源

が

二

系

統

完

全

に

喪

失

し

て

い

る

。

一
九
八
五

年

九

月

二

日

に

は

日

本

の

島

根

原

発

で

も

同

様

に

落

雷

に

よ

る

電

源

喪

失

事

故

が

発

生

し

て

い

る

の

で

あ
る
。
8 

制

御

系

配

線

の

損

傷

事

故

一

九

七

五

年

三

月

ア

メ

リ

カ

の

ブ

ラ

ウ

ン

ズ

-
フ
ェ
リ
原
発

(
B
W
R
)
 の
火
災
事
故
は
、

原

子

炉

を

制

御

す

る

配

線

が

燃

え

て

し

ま

い

、

ま

っ

た

く

原

子

炉

が

制

御

不

能

に

陥

入

っ

た

事

故

で

あ

っ

た

。

火
災
の
み
で
は
な
く
、

地

震

な

ど

に

よ

る

配

線

の

断

線

や

、

漏
電
な
ど
に
よ
っ
て
、

信

号

系

の

誤

動

作

な

ど

い

ろ

い

ろ

な

ト

ラ

ブ

ル

が

発

生

す

る

こ

と

は

容

易

に

考

え

ら

れ

る

。

こ
の
よ
う
な
事
故
は
、

ア
メ
リ

カ

の

サ

リ

!

原

発

(
P
W
R
)

の

炉

心

損

傷

事

故

の

要

と

な

る

事

象

の

解

析

で

は

、

そ
の
二

O
パ
!
セ

γ

ト

を

占

め

る

と

の

結

果

が

報

告

さ

れ

て

お

り

、

L
O
C
A
の
二
八
パ

l
セ

ソ

ト

と

ほ

ぼ

同

じ

ウ

ェ

イ

ト

を

占
め
て
い
る
。

こ

の

よ

う

な

大

事

故

の

原

因

と

な

る

事

象

の

審

査

も

、

日

本

で

は

ま

っ

た

く

な

さ

れ

て

い

9 

流

量

喪

失

事

故

炉

h
d
n
y
 

な
い
の
で
あ
る
。

一

九

六

七

年

五

月

ア

メ

リ

カ

の

ア

イ

ダ

ホ

で

発

生

し

た

燃

料

溶

融

事

故

は

、

一
次
系
冷
却
材
の

中

に

置

き

忘

れ

ら

れ

た

大

型

フ

ィ

ル

ム

に

よ

っ

て

、

冷

却

水

の

流

量

が

妨

げ

ら

れ

る

こ

と

で

起

こ

っ

た

の

で
あ
る
。

一

九

八

七

年

七

月

の

高

浜

原

発

で

の

蒸

気

発

生

器

内

の

取

付

金

具

の

脱

落

事

故

も

、

そ

の

金

具

に

よ

っ

て

ア

イ

ダ

ホ

と

同

じ

事

態

が

発

生

す

る

可

能

性

が

あ

る

も

の

で

あ

り

見

逃

せ

な

い

。

10 

冷

却

材

ポ

γ
プ

の

破

壊

事

故

P

W

R
に

お

け

る

一

次

冷

却

材

ポ

ソ

プ

は

巨

大

な

も

の

で

あ

っ

て

、

そ

の

破

壊

は

大

L
O
C
A

以
上
に
お
そ
ろ
し
い
。

一
九
八
八
年
二
月
大
飯
原
発
で
、

こ

の

ポ

ソ

プ

の

ボ

ル

ト

二

O
本

に

ひ

び

割

れ

が



発
見
さ
れ
た
が
、

こ
れ
も
重
大
な
問
題
で
あ
る
。

ひ

び

割

れ

は

ア

メ

リ

カ

か

ら

の

指

令

で

検

知

さ

れ

た

の

宅
あ
り
、

日
本
で
は
わ
か
ら
ず
ポ
ン
プ
を
動
か
し
て
い
た
。

も
し
指
令
が
な
け
れ
ば
、

そ

の

ま

ま

作

動

を

続
け
、

ポ

ン

プ

の

大

破

損

を

招

い

た

か

も

し

れ

な

い

の

で

あ

る

。

さ
き
に
述
べ
た
高
浜
原
発
の
金
具
脱
落
事
故
も
、

こ

の

金

具

に

よ

っ

て

冷

却

材

ポ

ン

プ

が

異

常

振

動

を

起

こ

し

た

た

め

原

子

炉

を

停

止

し

て

点

検

し

た

た

め

発

見

さ

れ

た

の

で

あ

る

。

原
発
が
老
朽
化
す
る
と
、

こ

の

よ

う

な

事

象

が

つ

ぎ

つ

ぎ

に

発

生

す

る

こ

と

は

必

定

で

、

大

事

故

の

危

険

は

す

ぐ

そ

こ

で

待

っ

て

い

る
の
で
あ
る
。

11 

人

的

要

因

に

よ

る

事

故

一
九
八
五
年
二
月
、

ア
メ
リ
カ
の
ラ
ソ
チ
ェ
セ
コ
で
起
こ
っ
た
事
故
は
、

危

険

性

の

極

め

て

大

き
な
技
術
と
人
間
と
の
関
係
を
考
え
る
う
え
で
、

大
き
く
象
徴
的
な
事
故
で
あ
っ
た
。

こ

の

事

故

は

制

御

系

の

直

流

電

源

の

喪

失

に

よ

っ

て

始

ま

っ

た

。

主
給
水
系
が
半
閉
と
な
り
、

主
給
水

量
が
減
少
し
、

高
圧
力
で
原
子
炉
が
ス
ク
ラ
ム
さ
れ
た
。

一
次
系
が
過

タ

l
ビ
ソ
弁
等
の
弁
が
半
開
し
、

冷

却

に

な

っ

て

E
C
C
S
が
作
動
し
た
事
故
で
あ
る
。

多
く
の
弁
が
同
時
に
半
開
と
な
っ
た
り
、

半
閉
と

な
っ
た
り
し
た
こ
と
は
、

原
子
炉
の
安
全
確
保
と
重
要
で
あ
る
が
、

そ
れ
以
上
に
重
要
な
の
は
、

運

転

員

が
精
神
的
緊
張
の
あ
ま
り
、

運
転
台
で
失
神
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

T
M
I
事

故

の

こ

と

を

連

想

し
て
緊
張
が
高
ま
り
失
神
し
た
と
云
わ
れ
て
い
る
。

「
失
神
」

で
ま
だ
幸
い
だ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

緊

急
事
態
の
場
合
、

運
転
員
が
興
奮
の
あ
ま
り
、

逆
上
あ
る
い
は
正
常
な
判
断
力
を
失
い
、

危

険

な

方

へ

と

動

い

て

し

ま

う

こ

と

も

容

易

に

考

え

ら

れ

る

。

身
の
危
険
の
迫
っ
た
運
転
員
に
、

混

乱

し

た

状

況

の

中

で

正
し
い
対
応
を
求
め
る
こ
と
自
体
が
そ
も
そ
も
無
理
と
も
云
え
る
。

人
的
要
素
は
原
発
の
安
全
確
保
に
と
っ

て
必
要
不
可
欠
と
も
云
え
る
が
、

反
面
そ
の
最
大
の
危
険
要
因
で
も
あ
る
。

し

か

も

人

間

の

行

為

が

事

故

を
起
こ
さ
せ
た
り
、

こ

れ

を

拡

大

す

る

に

至

る

可

能

性

は

無

限

に

多

様

で

あ

り

、

こ

れ

を

完

全

に

規

制

す

る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

原

発

は

こ

の

よ

う

な

予

測

不

可

能

な

行

動

を

と

る

「
人
間
」

に
よ
っ
て
運
転
・

管

理

さ

れ

て

い

る

と

い

う

こ

と

の

お

そ

ろ

し

さ

を

、

ラ

ン

チ

ェ

セ

コ

の

事

故

は

あ

ら

た

め

て

わ

れ

わ

れ

に

示
し
た
の
で
あ
る
。

12 

火

災

事

故

一

九

七

五

年

三

月

ア

メ

リ

カ

の

ブ

ラ

ウ

ン

ズ

-
フ
ェ
リ
原
発
で
火
災
事
故
が
発
生
し
た
。

T 
M 

-
事
故
が
起
こ
る
ま
で
は
、

ア

メ

リ

カ

で

は

も

っ

と

も

重

要

な

原

発

事

故

で

あ

っ

た

。

本

件

伊

方

訴

訟

で

上
告
人
ら
が
い
ち
早
く
、

防

ぐ

こ

と

の

で

き

な

い

ヒ

ュ

i
マ

γ
エ

ラ

!

の

関

係

で

そ

の

重

要

性

を

指

摘

し

て
き
た
。

T

M

I
事
故
、

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
後
の
破
滅
的
事
故
の
研
究
、

解
析
に
お
い
て
も
、

火

災

事

故

は

益

々

重

要

視

さ

れ

る

に

至

っ

て

い

る

の

で

あ

る

。

し
か
し
、

日

本

で

は

火

災

事

故

は

相

変

ら

ず

軽

視

さ

れ

た
ま
ま
で
あ
る
。

一
九
八
八
年
一
月
の
福
島
原
発
で
発
生
し
た
火
災
の
時
に
は
、

原

子

炉

を

停

止

し

な

い

- 96一- 97 -



ま

ま

消

火

作

業

を

さ

せ

る

と

い

う

暴

挙

を

行

っ

た

の

で

あ

る

。

諸

外

国

で

は

決

し

て

許

さ

れ

る

こ

と

で

は

h

h

、。

φ
'
h
1
3
u
v
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、
サ
イ
ル
事
故

ミ
サ
イ
ル
事
故
は
、
航
空
機
な
ど
の
落
下
に
よ
る
事
故
の
こ
と
で
あ
る
。

T
M
I
事
故
の
と
き
、

格

納

容

器

内

で

水

素

爆

発

が

あ

っ

た

こ

と

は

よ

く

知

ら

れ

て

い

る

。

し

か

し

T

M

I
炉

は

す

ぐ

近

く

に

ミ

ド
ル
タ
ウ
ソ
空
港
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

航

空

機

の

落

下

事

故

に

備

え

て

格

納

容

器

が

丈

夫

に

造

ら

れ

て

い

た
こ
と
が
幸
い
し
て
、

爆
発
に
耐
え
て
破
損
を
免
れ
、

事
故
の
被
害
軽
減
に
役
立
っ
た
。

日
本
の
原
発
で
あ
れ
ば
、

格
納
容
器
が
破
損
す
る
な
ど
、

よ

り

大

き

な

放

射

能

放

出

事

故

と

な

っ

た

こ

98一

と
は
確
実
で
あ
る
。

一
九
七
一
年
一
月
ア
メ
リ
カ
の
ト
ラ
パ

l
ス
原
発
の
近
く
に

「
B

|
五
二
」

が
墜
落
し
、

そ
の
火
煙
は

数
一

0
0
メ
ー
ト
ル
に
も
広
が
り
、

原
発
近
く
ま
で
に
も
達
し
た
。

最

近

(
一
九
八
八
年
三
月
)

も

西

ド

イ

ツ

の

イ

ザ

l
ル
原
発
の
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
近
く
の
地
点
に
、

フ
ラ

γ
ス

の

ミ

ラ

ー

ジ

ュ

戦

闘

機

が

墜

落
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
以
来
ア
メ
リ
カ
で
は
、

、

サ

イ

ル

の

問

題

は

重

要

な

安

全

対

策

上

の

テ

l

マ
と
な
っ
て
い
て
、

ア
メ
リ
カ
の
最
近
の

P

W

R
で
は
、

圧
力
容
器
の
上
部
に
、

ミ
サ
イ
ル
防
護
用
の
厚

く

大

き

な

コ

ン

ク

リ

ー

ト

壁

が

設

置

さ

れ

る

よ

う

に

な

っ

て

い

る

。

こ

れ

は

同

時

に

内

部

か

ら

の

爆

発

対

策
に
な
っ
て
い
る
。

日

本

で

は

依

然

と

し

て

何

の

対

策

も

取

ら

れ

て

い

な

い

。

彼

我

の

安

全

確

保

に

つ

い

て
の
真
剣
さ
の
違
い
を
示
し
て
い
る
。

日

地

震

に

よ

る

事

故

日

本

は

世

界

の
地
震
国
で
あ
り
、

全

世

界

で

発

生

す

る

地

震

の

五
パ

l
セ
ソ
卜
が
国
土
の

周
辺
に
集
ま
っ
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
で
は
大
事
故
を
考
え
る
と
き
、

地

震

が

ま

ず

重

要

な

問

題

と

し

て

検

討

さ

れ

る

。

ソ
連
で
も

地

震

発

生

地

附

近

で

の

原

発

立

地

を

避

け

る

こ

と

に

な

っ

て

い

る

。

ア

メ

リ

カ

で

も

カ

リ

フ

ォ

ル

ニ

ア

州

な

ど

地

震

多

発

地

域

で

の

原

発

立

地

は

最

近

で

は

ま

っ

た

く

認

め

ら

れ

て

い

な

い

。

し
か
し
日
本
で
は
、

「
地
震
予
知
連
絡
会
」

の
指
定
し
た
、

地

震

の

発

生

し

や

す

い

「
特
別
観
測
区
域
」

に

原

発

を

建

設

し

て

- 99一

は
ば
か
ら
な
い
。

本
件
伊
方
原
子
炉
も
そ
の
一

つ
で
あ
る
。

上

告

人

ら

は

一

審

以

来

こ

の

点

を

訴

え

続

け

て

き

た

が

、

裁

判

所

は

科

学

的

根

拠

も

な

く

こ

れ

を

却

け

て
き
た
。

日
本
の
安
全
審
査
で
は
、

立

地

審

査

指

針

に

お

い

て

も

「
原
則
的
立
地
条
件
」

と
し
て
、

「
大
き
な
事
故
の
誘
因
と
な
る
よ
う
な
事
象
が
、
過
去
に
お
い
て
な
か
っ
た
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、

将

来

に

お

い

て

も

あ

る

と

考

え

ら

れ

な

い

こ

と

、

ま
た
、

災
害
を
拡
大
す
る
事
象
も
少
な
い
こ
と
」

と

明

確

に

定

め

て

い

る

に

も

か

か

わ

ら

ず

で

あ

る

。

右
指
針
は
、

地

震

発

生

の

可

能

性

の

あ

る

地

域

に

原

発

を

立
地
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
こ
と
が
、

主
な
狙
い
で
あ
る
こ
と
は
云
う
ま
で
も
な
い
。

物
的
、

人
的
要
因
に
よ
る
事
故
は
、

改

良

や

管

理

の

強

化

な

ど

に

よ

っ

て

若

干

の

改

善

を

は

か

る

こ

と



が
可
能
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、

地
震
に
は
手
の
打
ち
ょ
う
が
な
い
。

日
本
は

「
総
の
御
気
嫌
」

国

の

命

運

を

か

け

て

い

る

と

笑

わ

れ

て

も

仕

方

の

な

い

現

状

で

あ

る

。

確
率
論
的
分
析
に
お
い
て
も
、

日

本

で

は

地

震

の

た

め

に

一
炉
年
当
り
一

O
の
マ
イ
ナ
ス
三
乗
と
大
き
く
な
っ
て
し
ま
い
、

ア

メ

リ

カ

の

規

制

委
員
会
が
発
表
し
た
原
発
の
事
故
確
率
、

一
炉
年
当
り
一

O
の

マ

イ

ナ

ス

四

乗

の

一
O
倍

も

高

く

な

っ

て

し
ま
う
の
で
あ
る
。

15 

ま
と
め

以
上
述
べ
た
と
お
り
、

日

本

の

み

な

ら

ず

全

世

界

の

原

発

で

日

常

的

に

起

き

て

い

る

事

故

は

驚

く
べ
き
数
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。

そ
れ
ら
の
う
ち
の
多
く
は
、

単

に

つ

ぎ

に

起

こ

る

か

も

知

れ

な

い

大

事

故

の
予
兆
と
い
う
に
は
余
り
に
も
重
大
で
、

一
歩
誤
れ
ば

T
M
I
や
チ
ェ

ル

ノ

ブ

イ

リ

事

故

を

超

え

る

大

事

- 100一

故
と
な
る
こ
と
が
必
至
の
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
事
故
は
原
発
の
大
事
故
が
近
い
将
来
、

ま
た
起
こ

る

こ

と

の

確

実

性

を

わ

れ

わ

れ

に

警

告

し

て

い

る

。

そ
れ
が
、

今

す

ぐ

後

で

は

な

い

と

い

う

保

証

は

何

つ
な
い
の
で
あ
る
。

第

七

チ

ェ

ル

ノ

ブ

イ

リ

原

発

事

故

が

全

世

界

の

諸

国

の

原

発

建

設

計

画

に

与

え

た

影

響

と

日

本

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
は
、

あ
ら
た
め
て
全
世
界
の
人
び
と
に
、

そ

の

破

滅

的

事

故

の

恐

怖

を
思
い
知
ら
せ
、

深
刻
な
衝
撃
を
与
え
た
。

以

下

世

界

の

主

要

な

各

国

が

こ

の

事

故

の

教

訓

を

真

剣

に

受

け
と
め
、

原

発

の

廃

止

に

向

け

て

具

体

的

行

動

を

起

こ

し

て

い

る

と

と

を

述

べ
る
。

脱

原

発

へ

の

動

き

は

世
界
の
大
勢
で
あ
り
、

も

は

や

誰

も

こ

れ

を

停

め

る

こ

と

は

で

き

な

い

で

あ

ろ

う

。

ソ

連

及

び

東

欧

諸

国

一
九
八
八
年
一
月
二
一

日
付
の

「
プ
ラ
ウ
ダ
」

に
ク
ラ
ス
ノ
ダ

l
ル

原

発

の

建

設

工

事

中

止

に

つ

い

て

の

ソ

連

閣

僚

会

議

燃

料

エ

ネ

ル

ギ

ー

産

業

ビ

ュ

ロ
!
の
決
定
が
掲
載
さ
れ
た

。

中
止
の
理
由
は
、

立

地
が
コ

l
カ
サ
ス
山
脈
に
近
い
の
で
、

地
震
の
可
能
性
が
十
分
考
慮
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
、

と

い

う

の

で

あ
る
が
、

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
が
な
け
れ
ば
、

こ

の

よ

う

な

見

直

し

が

さ

れ

な

か

っ

た

こ

と

は

明

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
の
実
態
や
放
射
能
汚
染
の
お
そ
ろ
し
さ
に
つ
い
て
は
、

「
グ
ラ
ス
ノ
ス
チ
」
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白
で
あ
る
。

が
叫
ば
れ
て
い
る
が
、

ま
だ
国
民
に
十
分
に
知
ち
さ
れ
て
い
な
い
。

し
か
し
、

国

民

は

次

第

に

あ

ら

ゆ

る

コ
ミ
、
ユ

ニ
ケ

i
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
そ
の
真
相
に
近
づ
き
つ
つ
あ
る
。

最
近
で
は
、

マ
ス
メ
デ
ア
に
も
そ
れ

以
前
に
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
、

原

発

反

対

派

と

推

進

派

の

誌

上

討

論

な

ど

が

掲

載

さ

れ

て

よ

う

に

な

っ

た
。

有

名

な

サ

ハ

ロ

フ

博

士

も

原

発

を

地

中

に

建

設

し

て

は

ど

う

か

と

発

言

し

批

判

を

受

け

て

い

る

。

反

対
派
は
正
確
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
原
発
反
対
の
情
報
を
つ
か
ん
で
お
り
、

ペ

レ
ス
ト
ロ
イ
カ
の
波
に
乗
っ

て
、

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

の

反

対

運

動

と

の

交

流

を

探

っ

て

い

る

。

反
原
発
の
世
論
の
昂
ま
り
は
、

ソ

連

政

府

の

政

策

に

大

き

な

変

更

を

も

た

ら

す

こ

と

は

必

歪

で

あ

る

。



東

欧

諸

国

で

も

、

チ

ェ

ル

ノ

ブ

イ

リ

原

発

事

故

を

契

機

と

し

て

反

原

発

運

動

の

昂

ま

り

が

み

ら

れ

て

い

る

ポ

i
ラ

ソ

ド

や

東

ド

イ

ツ

で

は

ソ

連

製

の

P
W
R
型

原

発

を

導

入

す

る

計

画

が

進

め

ら

れ

て

い

る

が

、

こ

れ

に

反

対

し

て

自

然

発

生

的

デ

モ

が

繰

広

げ

ら

れ

た

。

チ
ェ

コ

ス

ロ

パ

キ

ヤ

で

は

、

す

で

に

ソ

連

製

の

原

発

が

稼

働

中

で

あ

る

が

、

チ

ェ

ル

ノ

ブ

イ

リ

原

発

事

故

か

ら

一

周

年

の

日

に

、

。
フ
ラ
ハ
で

「

チ

ェ

ル

ノ

ブ

イ

リ

を

繰

返

す

な

」

と

い

う

抗

議

の

た

れ

幕

が

か

か

げ

ら

れ

た

こ

と

が

伝

え

ら

れ

て

い

る

。

ス
ウ
ェ

l
デ
ソ

一

九

八

六

年

の

ス

ウ

ェ

l
デ

ソ

の

原

発

の

全

発

電

力

に

対

す

る

発

電

比

率

は

五

0
・
三
パ

l
セ

γ

-102一

ト

で

あ

っ

た

が

、

T
M
I
原

発

事

故

の

教

訓

に

学

び

、

一
九
八

O
年

の

国

民

投

票

で

、

現

在

運

転

中

の

原

発

を

段

階

的

に

廃

止

す

る

こ

と

を

決

め

た

。

チ

ェ

ル

ノ

ブ

イ

リ

原

発

事

故

が

起

こ

っ

た

直

後

、

ス

ウ

ェ

ー

デ

ン

政

府

は

国

民

の

気

持

を

敏

感

に

受

け

止
め
、

二

O
一

O
年

ま

で

に

原

発

を

全

面

的

に

廃

止

す

る

と

の

決

定

を

短

縮

す

る

方

向

を

打

ち

出

し

た

。

ス

ウ

ェ

ー

デ

ン

の

原

発

廃

絶

の

歩

み

は

確

定

し

た

。

ス
イ
ス

一

九

八

六

年

の

原

発

の

発

電

比

率

は

、

三

九

・

二

パ

l
セ

γ
ト

で

あ

っ
た
が
、

同

年

二
月

に

行

わ

れ

た

ジ

ュ

ネ

ー

ブ

州

の

州

民

投

票

で

、

同

州

の

原

発

建

設

を

禁

止

す

る

決

定

が

な

さ

れ

た

。

九

八

七

年

四

月

に

十

数

万

人

の

署

名

が

集

め

ら

れ

一

0
年

間

の

原

発

建

設

の

禁

止

を

求

め

る

国

民

投

票

の

実

施

が

請
求
さ
れ
、

近

く

実

施

さ

れ

る

が

、

圧

倒

的

多

数

の

賛

成

が

予

測

さ

れ

て

い

る

。

四

フ

ィ

γ
}フ
ソ
げ
h
l

一

九

八

六

年

の

原

子

力

発

電

比

率

は

三

八

-
四

パ

ー

セ

ン

ト

。

一
九

八

一
年

秋

国

会

で

承

認

さ

れ

る

筈

だ

っ

た

五

基

目

の

原

発

建

設

計

画

に

対

し

、

三

大

政

党

が

と

ぞ

っ

て

反

対

を
表
明
し
、

計

画

は

凍

結

さ
れ
た
。

政

府

も

原

発

を

含

め

、

こ

れ

か

ら

の

エ

ネ

ル

ギ

ー

政

策

を

見

直

す

こ

と

を

明

ら

か

に

し

た

。

フ

ィ

ン

ラ

ソ

ド

も

脱

原

発

へ

進

む

こ

と

は

確

実

で

あ

る

。

五

西

ド

イ

ツ

一103

一

九

八

六

年

の

原

発

の

発

電

比

率

は

二

九

・

四
パ

l
セ

ソ

ト
。

チ
ェ
ル

ノ

ブ

イ

リ

事

故

後

行

わ

れ

た

「
シ
ュ
ピ

l
ゲ
ル
」

の

世

論

調

査

で

は

、

国

民

の

八

二
パ

!

セ

ソ

ト

が

原

発

反

対

で

あ

る

こ

と

が

発

表

さ
れ
た
。

連

立

与

党

の

パ

ン

ゲ

マ

ン

経

済

相

を

党

首

と

す

る

自

民

党

ま

で

も

が

政

策

を

変

更

し

、

原

発

を

つ
な
ぎ
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
位
置
づ
け
、

い

づ

れ

は

全

廃

す

べ

き

も

の

と
し
て
、

現

に

建

設

中

の

二

つ

の

原

発

の

建

設

計

画

の

再

検

討

を

求

め

る

決

議

を

採

択

し

た

。

バ

イ

エ

ル

ソ

政

府

は

、

一
九
七
四
年
完
成
し
た
、

ニ

!
ダ

l
ア
イ

ヒ

バ

ッ

ハ

の

原

発

施

設

の

解

体

を

発



表
し
た
。

一
九
八
六
年
五
月
、

労

働

組

合

総

同

盟

が

脱

原

発

の

方

針

を

決

定

し

た

の

を

は

じ

め

、

最

大

野

党

の

社

会

民

主

党

も

明

確

に

原

発

か

ら

の

訣

別

を

決

定

し

た

。

即

時

廃

止

の

旗

じ

る

し

を

掲

げ

る

緑

の

党

も

相

変

ら

ず

精

力

的

に

運

動

を

展

開

し

て

お

り

、

キ

リ

ス
ト
教
民
主
党
は
ま
す
ま
す
孤
立
し
て
い
る
。

目
下
の
争
点
の
最
大
な
も
の
は
、

バ
イ
エ
ル
ソ
州
の
.
ハ
ッ
カ
ー

ス
ド
ル
フ
の
再
処
理
施
設
の
建
設
を
め
ぐ
っ

て
で
あ
り
、

反

対

の

デ

モ

が

連

日

く

り

展

げ

ら

れ

て

い

る

。

一
九
八
六
年

二
月
へ
ッ
セ

γ
州
政
府
は
、

プ

ロ

イ

セ

ソ

電

力

会

社

に

よ

る

P
W
R
建
設
計
画
を
拒
否
し
た
。

西

ド

イ

ツ

も

脱

原

発

へ

進

む

こ

と

は

間

を止】、
h

l

h

、。

遣
し
，
Z

L
チ

ェ

ル

ノ

ブ

イ

リ

原

発

事

故

直

後

の

五

月

五
日
、

ウ

ィ

l
γ

で

一
万
五

0
0
0
人

の

反

原

発

デ

104 

ム

/'¥ 

オ

ー

ス

ト

リ

ア

モ
が
行
わ
れ
、

そ
の
同
じ
日
に
政
府
は
、

す

で

に

七

八

年

月

の

国

民

投

票

で

凍

結

さ

れ

た

ツ

ベ

γ
テ

γ
ド
ル
フ
原
発
の
解
体
を
発
表
し
た
。

こ

の

解

体

作

業

は

八

六

年

七

月

か

ら

実

施

さ

れ

て

い

る

。

オ

ー

ス

ト

リ

ア

で

は

国

民

投

票

の

結

果

を

ふ

ま

え

て

「
原
子
力
禁
止
法
」

が
国
会
で
可
決
さ
れ
て
い
る
。

チ

ェ

ル

ノ

ブ

イ

リ

原

発

事

故

で

、

国

民

は

あ

ら

た

め

て

そ

の

決

断

の

正

し

さ

を

確

信

し

た

。

オ

l
ス
ト

リ

ア

で

は

原

発

は

完

全

に

息

の

根

を

止

め

ら

れ

た

の

で

あ

る

。

七

デ
ソ
マ

l
ク

デ

ン

マ

ー

ク

は

一
九
八
五
年
三
月
の
国
会
で
、

原

発

は

建

設

し

な

い

こ

と

を

決

議

し

た

。

チ
ェ
ル

ノ

プ

イ

リ

事

故

後

の

五

月

九

日

に

国

会

は

、

さ
ら
に
コ
ベ
ン
ハ

1
.ケ
γ
か
ら
コ
一

0
キ

ロ

し

か

離

れ

て

い

な

い

他

国

の

パ

ル

セ

ベ

ッ

ク

原

発

の

運

転

停

止

の

要

求

を

決

議

し

た

。

デ

ン

マ

ー

ク

の

脱

原

発

も

決

定

的

で

あ
る
。

八

イ
ギ
リ
ス

一

九

八

六

年

の

原

発

の

発

電

比

率

は

f¥ 

-
四
パ

l
セ

γ
ト
。

同

年

九

月

労

働

組

合

会

議

が

原

子

力

開

発

凍

結

の

方

針

を

採

択

し

た

。

同
年
九
月
か
ら
一

O
月
に
か
け
て
、

自

由

党

・

労

働

党

が

脱

原

発

の

方
針
を
決
定
し
た
。

チ

ェ

ル

ノ

ブ

イ

リ

事

故

か

ら

周
年
の
日
に
は
、

ロ
ソ
ド

γ
で
は
一

O
万

人

の

反

対

集
会
が
開
か
れ
、

反

原

発

運

動

は

空

前

の

広

が

り

を

見

せ

て

い

る

。
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九

ユ

ー

ゴ

ス

ラ

ヴ

ィ

ア

一

九

八

六

年

の

原

子

力

発

電

比

率

は

五

-
四
パ

i
セ

γ
ト
。

ス
ロ
ベ

一
ヤ
共
和
国
議
会
が

一
九
八

七

年

七

月

原

発

建

設

計

画

の

廃

止

を

決

議

し

た

。

八
八
年
六
月
、

政

府

は

当

面

新

し

い

原

発

建

設

の

凍

結

を

打

ち

出

し

た

。

市

民

の

間

で

も

原

発

禁

止

の

国

民

投

票

の

請

願

を

七

0
0
0
人
の
署
名
と
と
も
に
国
会
に
提
出
し
、

反

原

発

運

動

は

大

き

く

盛

上

っ

て

い
司
令
。
。
イ
タ
リ
ア

一
九
八
六
年
の
原
発
の
発
電
比
率
は
三
・

八
パ

i
セ
ッ
ト
。

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
後
、

国



内
の
全
原
発
が
、

「
安
全
性
が
確
認
さ
れ
る
ま
で
」

と
の
条
件
付
で
操
業
停
止
さ
れ
た
。

計

画

中

の

も

の

も
凍
結
さ
れ
た
。

原

発

の

廃

止

に

向

け

て

の

国

民

投

票

が

一
九
八
七
年
に
実
施
さ
れ
、

投

票

者

の

八

O
パ

l
セ

ソ

ト

が

「
原
発
ノ

l
」

を
表
明
し
た
。

政

府

の

エ

ネ

ル

ギ

ー

諮

問

委

員

会

が

今

年

二

月

、

経

済

に

大

き

な

打

撃

を

与

え

る

こ

と

な

く

、

二

O
二

五
年
ま
で
に
原
発
の
全
廃
が
可
能
と
の
結
論
を
出
し
た
。

イ
タ
リ
ア
の
脱
原
発
へ
の
歩
み
も
確
実
で
あ
る
。

ポ
ル
ト
ガ
ル

チ

ェ

ル

ノ

ブ

イ

リ

原

発

事

故

の

教

訓

に

学

び

、

一
九
八
七
年
三
月
、

政

府

は

原

発

を

導

入

し

な

い

106一

こ
と
を
決
定
し
た
。

メ
キ
シ
コ

完

成

し

た

メ

キ

シ

コ

初

の

原

発

の

稼

働

を

、

安

全

性

が

完

全

に

証

明

さ

れ

る

ま

で

凍

結

す

る

こ

と

を
、

一
九
八
七
年
二
月
に
政
府
が
決
定
し
た
。

フ
ィ
リ
ピ
ソ

完

成

間

近

の

一

九

八

六

年

四

月

に

凍

結

さ

れ

て

い

た

フ

ィ

リ

ピ

ソ

初

の

原

発

は

、

同

年

五

月

に

廃

炉
に
す
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
、

フ
ィ
リ
ピ
ソ
は
完
全
に
原
発
と
手
を
切
っ
た
。

四

ア
メ
リ
カ

一
九
八
六
年
の
原
発
の
発
電
比
率
は
、

一
六
・
六
パ

i
セ
ソ
ト
。

一
九
七
九
年
の

T
M
I
事

故

以

来
、

原
発
の
新
規
発
注
は
一
基
も
な
く
、

発

注

ず

み

の

も

の

ま

で

キ

ャ

シ

セ

ル

さ

れ

て

い

る

。

ア
メ
リ
カ

の

原

発

産

業

は

す

で

に

庖

じ

ま

い

を

は

じ

め

て

い

る

が

、

チ

ェ

ル

ノ

ブ

イ

リ

原

発

事

故

は

そ

れ

を

加

速

す

る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

反
原
発
運
動
は
ま
ず
ま
ず
盛
上
り
、

一
九
八
八
年
五
月
ニ

ュ

l
ヨ

i
ク

市

郊

外

に
建
設
さ
れ
た
原
発
を
、

運

転

開

始

を

し

な

い

ま

ま

に

解

体

・

廃

業

す

る

こ

と

が

州

と

電

力

会

社

と

の

間

で
合
意
さ
れ
て
お
り
、

同

じ

動

き

が

す

で

に

稼

働

中

の

他

の

原

発

に

つ

い

て

も

広

が

っ

て

い

る

。

五

そ

の

他

の

諸

国

そ
の
他
、

オ
ラ
ソ
ダ
、

ス

ベ

イ

γ
、
ギ
リ
シ
ャ
、

ア

イ

ル

ラ

ン

ド

な

ど

の

諸

国

で

も

反

原

発

の

動

き
は
盛
ん
で
あ
り
、

ブ

ラ

ジ

ル

で

は

裁

判

所

が

原

発

建

設

中

止

の

判

決

を

下

し

て

い

る

。

ス

ベ

イ

γ
で
も

-107 -

原
発
建
設
は
凍
結
さ
れ
て
い
る
。

オ
ラ

γ
ダ
も
同
様
で
あ
る
。

一
六

日
本

こ
の
よ
う
な
全
世
界
の
脱
原
発
の
潮
流
に
ひ
と
り
逆
ら
っ
て
、

日
本
政
府
は
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、

原

発

建

設

計

画

の

変

更

に

つ

い

て

、

な
ん
ら
の
動
き
を
み
せ
な
い
の
み
か
、

先

日

も

科

学

技

術

庁

長

官

が

「
不
退
転
の
決
意
で
原
発
の
建
設
を
推
進
す
る
」

と
発
言
し
て
、

国
民
の
怒
り
を
買
っ
た
ば
か
り
で
あ
る
。

事

故

の

衝

撃

が

世

界

を

駆

け

め

ぐ

っ

て

い

る

最

中

の

一
九
八
六
年
五
月

日

原

発

廃

棄

物

の

タ

レ

流

し

に

つ

な

が

る

「
原
子
炉
等
規
制
法
改
正
案
」

を
国
会
で
通
過
さ
せ
た
。

ま
た
同
月
二
六
日
に
は
、

伊



方

原

発

の

敷

地

内

に

三

号

炉

を

設

置

す

る

こ

と

を

被

上

告

人

が

許

可

し

た

。

チ

ェ

ル

ノ

ブ

イ

リ

事

故

に

よ

る

反

対

運

動

の

盛

り

上

が

り

を

予

測

し

て

の

こ

と

で

あ

る

。

ま

さ

に

火

事

場

泥

棒

的

卑

劣

さ

と

云

わ

な

け

れ
ば
な
ら
な
い
。

チ

ェ

ル

ノ

ブ

イ

リ

原

発

事

故

に

よ

る

放

射

能

が

日

な

ら

ず

し

て

日

本

に

ま

で

飛

来

し

て

降

下

し

、

各

種

農
水
産
物
や
食
品
を
汚
染
し
、

国
民
は
あ
ら
た
め
て
原
発
事
故
の
お
そ
ろ
し
さ
を
知
っ
た
。

そ

の

後

の

厚

生

省

の

規

制

値

を

上

ま

わ

る

輸

入

食

品

が

圏

内

で

つ

ぎ

つ

ぎ

と

測

定

さ

れ

、

と

り

わ

け

子

供

を

も

っ

母

親

を
は
じ
め
、

こ

れ

ま

で

原

発

問

題

に

余

り

関

心

の

な

か

っ

た

人

び

と

に

大

き

な

衝

撃

を

与

え

、

多

く

の

人

び
と
が
反
原
発
の
運
動
に
立
ち
上
が
っ
た
。

高
知
県
の
窪
川
町
や
和
歌
山
県
の
日
高
町
で
は
、

新

た

に

計

画

さ

れ

た

原

発

立

地

を

町

民

た

ち

が

拒

否

108一

し
た
。一

九
八
八
年
二
月
二
日
、

伊
方
二
号
炉
で
、

国
民
の
脱
原
発
の
願
い
を
噸
笑
す
る
よ
う
に
、

原

発

の

出

力
調
整
試
験
が
行
わ
れ
た
が
、

チ

ェ

ル

ノ

ブ

イ

リ

原

発

事

故

の

際

に

お

け

る

の

と

同

種

の

実

験

の

危

険

に

反
対
し
て
、

わ
ず
か
二
ヶ
月
間
に
一

O
O
万
人
以
上
も
の
署
名
が
集
ま
っ
た
。

反

原

発

運

動

が

か

つ

て

な

く
拡
大
し
、

四

月

二

四

日

に

は

東

京

で

全

国

か

ら

二

万

人

を

上

ま

わ

る

人

達

が

集

会

を

開

き

、

デ

モ

行

進

を
し
て
反
原
発
を
訴
え
た
。

核
燃
料
の
輸
入
や
、

使

用

ず

み

燃

料

の

再

処

理

な

ど

を

外

国

に

依

存

せ

ざ

る

を

得

な

い

日

本

が

、

世

界

の
治
々
た
る
脱
原
発
の
流
れ
に
ひ
と
り
抗
し
て
、

原

発

の

運

転

や

建

設

を

こ

れ

以

上

押

し

進

め

る

こ

と

は

で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
が
示
す
よ
う
に
、

事

故

の

被

害

は

一
国

だ

け

で

は

な
く
、

全
地
球
的
規
模
に
広
が
る
。

世

界

の

世

論

は

挙

げ

て

日

本

の

原

発

政

策

を

攻

撃

す

る

に

至

る

で

あ

ろ
う
。

チ

ェ

ル

ノ

ブ

イ

リ

原

発

事

故

に

よ

っ

て

原

発

の

危

険

性

を

膚

身

に

感

じ

て

知

っ

た

日

本

の

国

民

は

み

づ

か
ら
の
力
で
反
対
運
動
を
さ
ら
に
広
げ
、

ま
も
な

く

原
発
の
息
の
根
を
止
め
る
で
あ
ろ
う
。

第
j¥ 

お
わ
り
に

一
九
七
九
年
の

T
M
I
原
発
事
故
に
つ
づ
き
、

今

回

の

チ

ェ

ル

ノ

ブ

イ

リ

原

発

事

故

に

よ

っ

て

、
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前
章
で
述
べ
た
と
お
り
、

全
世
界
の
各
国
は
、

脱
原
発
に
向
っ
て
確
定
的
に
動
き
出
し
た
。

も
は
や
、

な

に

も

の

も

こ

れ

を

押

し

止

め

る

こ

と

は

不

可

能

で

あ

ろ

う

。

こ
れ
ら
の
事
故
を
経
験
し
て
、

原

発

が

人

類

の

生

存

と

両

立

し

え

な

い

存

在

で

あ

る

こ

と

を

多

く

の

人

が

知

る

に

至

っ

た

は

る

か

以

前

の

一
九
七
三
年
に
、

上
告
人
ら
は
つ
と
に
そ
の
本
質
を
見
抜
き
、

本

件

伊

方
原
子
炉
設
置
許
可
処
分
が
、

憲
法
の
み
な
ら
ず
、

原

子

炉

等

規

制

法

以

下

の

規

制

の

法

体

系

に

違

反

す

る
も
の
と
し
て
、

数
多
く
の
点
を
具
体
的
に
指
摘
し
て
、

本
件
行
政
訴
訟
を
提
起
し
た
の
で
あ
っ
た
。

以

来

十

数

年

に

わ

た

っ

て

上

告

人

ら

が

耐

え

て

き

た

も

ろ

も

ろ

の

圧

迫

に

よ

る

苦

難

は

筆

舌

に

轟

く

し

難

い



も
の
が
あ
っ
た
。

し
か
し
上
告
人
ら
は
こ
の
問
、

裁
判
所
が
公
正
な
裁
判
を
す
る
な
ら
ば
、

本

件

訴

訟

は

必

ず

勝

訴

す

る

と

の

確

信

を

一
度
た
り
と
も
放
棄
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。

そ

し

て

こ

の

確

信

の

も

と

に

全

力

を

傾

け

て

誠
実
に
訴
訟
を
遂
行
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

今

回

の

チ

ェ

ル

ノ

ブ

イ

リ

原

発

事

故

の

惨

状

を

知

る

に

つ

け

て

、

上

告

人

ら

の

危

機

感

は

ま

す

ま

す

切

迫
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

日
本
は
も
ち
ろ
ん
世
界
の
ど
の
原
発
で
あ
っ
て
も
、

ま

た

こ

の

よ

う

な

事

故
が
繰
返
さ
れ
、

多
数
の
犠
牲
者
を
生
み
、

と

り

返

し

の

つ

か

な

い

大

被

害

が

生

じ

る

こ

と

を

上

告

人

ら

最

高

裁

判

所

は

日
で
も
早
く
、

原
判
決
を
破
棄
し
、

本
件
許
可
処
分
を
取
消
し
、

本

件

許

可

処

分

の
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は
断
じ
て
赦
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

違
法
性
・
原
発
の
危
険
性
を
明
確
に
宣
言
し
、

裁

判

所

に

付

託

さ

れ

た

使

命

を

全

う

さ

れ

る

こ

と

を

強

く

求
め
る
も
の
で
あ
る
。

国
や
電
力
会
社
に
迎
合
・
追
随
す
る
ば
か
り
の
一
審
・
原
審
の
裁
判
所
の
姿
を
見
て
き
た
上
告
人
ら
は
、

率
直
に
云
っ
て
裁
判
所
の
現
状
に
不
信
の
念
を
抱
き
、

「
裁
判
の
黄
昏
」

を
痛
感
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

し
か
し
、

そ

う

で

あ

っ

て

も

上

告

人

ら

は

い

ま

一
度
、

あ

ら

ゆ

る

思

い

を

こ

め

て

最

高

裁

判

所

に

問

い

た
い
の
で
あ
る
。

「
夕
暮
れ
は
ま
だ
明
る
い
の
で
あ
ろ
う
か
」
。


